
芝大門塾Ⓡ コース一覧　2024年度
　2023/12/15現在のコース一覧です。記載内容は予告なく変更することがありますので、あらかじめご了承願います。

　最新情報は、https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_list/ をご確認ください。

研修コード 研修名 研修内容 開催日数 価格（税込） URL

01BCA016 ストレスマネジメント

＜研修のねらい＞

・ストレスの基礎知識とストレスコントロール（対処行動）について理解し、対処できるようになります。

・管理職者として、経営上のリスクとなり得るメンタルヘルス問題について正しく理解し、適切な対応が出来るようになります。

・メンタルヘルス問題をマネジメントのテーマの一つと捉え、マネジメントを実践するにあたり、有効なスキルと情報を得ることができま

す。

＜研修内容＞

第１部　ストレスコントロール

　・ストレスに関する基礎知識（認知、対処行動、ストレスの結果）

第２部　メンタルヘルスマネジメント

　・メンタルヘルスマネジメントの意義

　・部下へのメンタルヘルスマネジメント

第３部　マネジメントスキル

　・状況対応型リーダーシップ

　・部下指導（世代の離れた部下の特徴と違い、フィードバック（ほめ方、叱り方））

　・テレワークマネジメント

1.0日 41,800円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=43

01BCA194 ハラスメント研修

＜研修のねらい＞

ハラスメントとは何かを再確認し、自身が「しない」と共に「受けない」ための知識や、ハラスメントを許さない組織づくりの基礎知識を

習得します。

＜研修内容＞

1. 職場のハラスメント度チェック

2. ハラスメントのもたらす影響

3. ハラスメントがおきる背景

4. 現代ハラスメントは50種類以上

　パワハラ・セクハラ・マタハラ・パタハラ・ケアハラ・SOGIハラ・リモハラ・コロハラなど

5. ハラスメントの基本を学ぶ（セクハラ・パワハラ6類型など）

6. パワハラ事例検討　事例1～3

7. 目指すのは心理的安全性

8. パワハラをしない、合わないために

　　①怒らず叱る

　　②なぜイライラするのか（怒りの発生するメカニズムを知り上司の怒りを避ける）

9.相手の尊厳を傷つけずに伝える方法を学ぶ（アサーティブコミュニケーション）

　※先輩や上司に言いにくいことを好感度高く伝えるスキルを練習する

10.ハラスメント防止策

　　①職場の問題

　　②労働者の問題（ハラスメントを受けないためには）

＊研修中はワーク（個人ワーク、グループワーク）を適宜行います。

0.5日 20,900円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=7439

01BCA195 メンタルタフネス度向上研修

＜研修のねらい＞

メンタル不調になりにくくなるコツや、ストレスに対し適切に向き合えるスキルを習得し、仕事への自信と生産性の向上を目指しま

す。

※メンタルタフネス度とは、ストレスがかかった際に、悪い感情に振り回されることなく、解決に向けた行動を起こせるスキルのこと。

＜研修内容＞

１．ストレスに関する基礎知識

　　ストレスとは

２．メンタルタフネスを理解する

　　メンタルタフネスの基礎知識

３．メンタルタフネス度の高め方を知る

　　①認知の幅を広げる

　　②行動を変える

＊研修中はワーク（個人ワーク、グループワーク）を適宜行います。

0.5日 27,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=7437

01BCB010 メンタルヘルス研修（ラインケア）【1日】

◆研修のポイント

①ストレスに関する基本的な知識～現状・要因・症状を知る

②セルフケア～ご自身の思考パターンを知り、ストレスへの対処方法を学ぶ

③ラインケア～職場メンバーの現状を把握し、変化に気付けるようにする

④休業・休職したメンバーの復帰支援の流れ・フローを知る

⑤職場でのコミュニケーション～メンタル不調の早期発見・防止に必要なコミュニケーションスキルを再確認する

　

◆内容

１．メンタルヘルスの現状

２．ストレスの要因とストレス反応

３．ストレスへの対処（セルフケア）を考える

４．ラインケア

５．メンタル不調での休業から職場復帰までの支援

６．メンタルヘルスの観点からの職場づくり

７．まとめ

1.0日 26,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5341

01BCC177 30代向けキャリアデザイン研修【1日】

◆研修のポイント

①マインドセット ～現在は「キャリアをつかむ」時代

低成長時代の現代は、ただ会社・組織に属しているだけでは厳しい時代であり、先を見据えたスキルアップが必要

②現在・５年後・１０年後という３つの視点から自分に求められる役割を考える

③２０代から６０代までの年代別キャリアを「仕事面」「生活面」「経済面・資金面」の３つの面から知ることができる

④今後３０年を具体的に考える

１．戦略的にキャリアを考える

２．キャリアは上下・左右で考える

３．「自分」を深堀りして考える

４．世代ごとに考える

５．これからを考える

６．まとめ～明日から働こう

1.0日 26,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5391

01BCC178 40代向けキャリアデザイン研修【1日】

自己の強み・弱みや今までに培ったスキルなどをじっくり見つめ直し、成長の軌跡（キャリア）を振り返ります。その上で、自分の望

む「未来像」をイメージし、それに向かうために何を行動に起こすかを具現化します。職場を離れた環境で、同じ世代が集結して考

え語り合うことで、仕事に向き合う「姿勢」がより前向きになります。研修内容の６割以上を占める演習の効果としては、問題解

決能力やプレゼンテーション能力の向上が期待できます。

　

◆内容

１．戦略的にキャリアを考える ～主語は「自分」

２． 成し遂げてきたことを考える

３．各世代のワーク・ライフ・マネーバランス

４．これからを考える

５．まとめ ～明日から動こう

1.0日 26,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5392

01BCC179 50代向けキャリアデザイン研修【1日】

本研修では、人生１００年時代のマネー戦略を立てたうえで、これからのキャリア・生き抜き方を考えていただきます。

　

◆内容

１．５０代からのキャリアを考える

２．成し遂げてきたことを考える

３．５０代、６０代を理解する　～ワーク・ライフ・マネー

４．人生１００年時代のマネー戦略

５．これからを考える

1.0日 26,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5393

01BCC181 メンタルヘルス研修（セルフケア）【1日】

◆研修のポイント

①メンタルヘルスに関する知識を得る（調査結果やストレスチェック制度）

②自身のストレスの要因を発見する

③自身の思考のクセを知る

④ストレスへの対処を考える

⑤ストレスの解消方法を知る（相談する）

◆内容

１．メンタルヘルスの現状

２．ストレスの要因とストレス反応

３．ストレスへの対処（セルフケア）

４．ストレスを一人で抱え込まない

５．まとめ

1.0日 26,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5407

01BCC202
リーダーのためのレジリエンス研修～自分・部

下・チームのレジリエンスを高める～

リーダーには多忙やプレッシャーによるストレス、多様化する部下への対応、困難な調整業務など乗り越えるべき壁が多いです。本

研修では、リーダーの方を対象にレジリエンスを高める方法を習得します。自分・部下・チームの３方向からレジリエンスを高めるた

めのポイントをワークを通じて学びます。

１．リーダーに求められるレジリエンスとは

２．自分のレジリエンスを高め、壁を乗り越える

３．部下の感情コントロールをサポートする

４．部下の自尊感情を高める

５．部下の自己効力感を高める

６．チームのレジリエンスを高める～心理的安全性

７．まとめ

1.0日 30,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=9043

01CBB009
レジリエンス研修～しなやかにストレスと向き合

い、回復力を身につける～

レジリエンス（resilience）とは「精神的回復力」のことを指します。レジリエンスを身につけることで、ストレスと上手に付き合い、

困難を乗り越え成長することができるようになります。 日々様々なストレスやプレッシャーにさらされるビジネスパーソンにとって、レジ

リエンスを身につけることは大切です。

１．レジリエンスとは

２．捉え方を変え、気持ちを切り替える　～感情コントロール

３．自信を持ち、強みを活かす　～自尊感情

４．自分の成長を感じ、成長チャンスを増やす　～自己効力感

５．心の支えを作る　～良好な人間関係

６．まとめ

1.0日 26,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=9035

01BCC125
傾聴や質問でやる気を引き出し目標達成を支

援する「コーチング研修」

コーチングとは相手のやる気を引き出し目標達成を支援するスキルです。「聴く」「質問する」「提案する」等のコミュニケーションを交

わしながら、より早く目標達成するために必要な行動の選択肢を明確にします。部下育成に限らず、上司、同僚、後輩、自分自

身のために必要なコーチングの基本スキルを学びます。

1. コーチングを知る

2. コーチング機能

3. コーチングスキルを学ぶ

4. コミュニケーションのタイプ

5. 目標設定

1.0日 33,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=183

【人間塾】
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研修コード 研修名 研修内容 開催日数 価格（税込） URL

01BCC141
部下とのコミュニケーション実践研修～多様化

する部下への関わり方

本研修では、部下との円滑なコミュニケーションの取り方を学んでいただきます。

部下に対する関心を強く持ち、積極的に関与することがコミュニケーションを機能させる最大のポイントであることを理解いただき、

上司としてどのように対応すべきかを実践的に学んでいただきます。

　

１．なぜ上司の話が部下に伝わらないのか

２．タイプ別の部下との関わり方

３．動かない部下の動かし方

４．実践！　部下とのコミュニケーション

５．まとめ

1.0日 30,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5351

01BCC150 仕事の意欲向上研修【1日】

◆研修のポイント

主体的に自分自身のキャリアを築きあげるために必要な考え方を身につけていただきます。

【考え方を知る】自分の過去を振返り、考え方の傾向を知る

【ポジティブに考える】失敗を肯定的に捉える

【チームワークを高める】職場でのコミュニケーション改善を考える

　

◆内容

１．実体験から振返る

２．思考と行動のパターンを知る

３．考え方を切り替えるために

４．ポジティブに考える

５．チームワークでモチベーションを高める

６．まとめ

1.0日 26,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5362

01BCC068 コーチング＆ファシリテーション（初級）

＜研修のねらい＞

・職場リーダーに必要な基本知識（コーチング、ファシリテーション）を理解する

・職場リーダーに必要なスキルを演習を通じて体感する

・さらなる成長に向けて自分が伸ばすべき点や改善すべき点を認識する

＜研修内容＞

Ⅰ　はじめに

Ⅱ　コーチング・スキル

Ⅲ　ファシリテーション・スキル

Ⅳ　まとめ

1.0日 36,300円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=129

01BCC117
会議・チーム運営力を強化する！「ファシリテー

ション研修」

チームや会議を活性化させるファシリテーション力の基礎を学び、講義と参加型ワークを通して実践のプロセスを身につけます。

1.ファシリテーションの概要

・事例研究（ありがちな会議）

・会議がうまくいかない理由

・ファシリテーションの概念

・ファシリテーターに必要なスキル

2.場づくりのスキル

 ・場の雰囲気づくり

 ・意識合わせ

3.対人関係のスキル

 ・積極的傾聴のスキル

 ・フィードバックのスキル

 ・質問のスキル

 ・柔らかい主張

4.構造化のスキル

 ・情報の見える化

5.合意形成のスキル

 ・意思決定の方法

 ・対立

1.0日 33,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=177

01BCC121
自他尊重のコミュニケーションを身につける「ア

サーティブコミュニケーション研修」

自他尊重のコミュニケーションの基本を踏まえつつ、積極的に他者と関わり、発展的な自己主張を行うためのスキルを強化します。

1.コミュニケーション

 ・コミュニケーションは「自分」と「相手」

 ・アサーティブな交渉力の必要性

2.アサーション

 ・自己認知と他者理解

 ・アサーションとは

 ・アサーティブ行動の構成要素

 ・思いをうまく伝える方法

3.アサーションの表現方法

 ・あたたかい気持ちを表現する

 ・自分の気持ちを明確にする

 ・「私は」を主語にして伝える（Iメッセージ）

 ・ 怒りを表現する

 ・言いにくいことを伝える

 ・アサーティブであること

1.0日 33,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=181

01BCC128 マネジャーに求められる5つの力

チームリーダーとは異なる行動と心構えが必要となるマネージャー（課長）という立場において、人を通じて仕事をし、成果に結び

つける立場に求められる５つの力を中心に学び、気づき、自らの行動変革に結び付けます。

１．企業とは何か？

２．変革意識

３．リーダーシップ

４．ダイバーシティ

５．フォロワーシップ

６．セルフマネジメント

７．明日からの行動目標

1.0日 27,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=186

01BCC129
あなたの説明は分かりやすいと言われる話し

方！「プレゼンテーション研修」

感じ良く、わかりやすく話すにはどうすればよいか？

具体的な方法をご紹介し、すぐに実践演習して頂きます。

1.プレゼンテーションとは

・プレゼンテーションの定義

・コミュニケーションの定義

・プレゼンテーションの語源

・プレゼンテーションの流れ

2.プレゼンテーションのポイント

・3つのポイント

・計画のスキル

・資料作成のスキル

・発表のスキル

1.0日 38,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=187

01BCC131

論理x共感で成果を上げる！プレゼン資料の

構成術（「プレゼン資料の総合作成力」強化

研修　前編）

ロジカルシンキングを活用した、論理的でわかりやすい資料作成術を学びます。

１．論理的に伝える

　１）プレゼンのゴールを明確化する

　２）聞き手の分析を行う

　３）ピラミッドストラクチャーで構成を整理する

　４）ストーリーラインを組み立てる

２．共感を生む

　１）共感を定義する

　２）イントロダクションで心をつかむ

　３）ゴールを達成するエンディング

３．企画提案書とピラミッドストラクチャーの関係性

　１）企画提案書フォーマットへの適用法

　２）外資系資料作成のルール

４．文章情報を「見える化」する方法（ページ内構成術）

　１）全体構成を見える化する3つの方法

　２）文章情報を見える化する５つのステップと１８の型

　３）実例紹介とワーク

0.5日 16,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=189

01BCC132

伝わるデザインの基礎知識＆パワーポイントの

時短ワザ（「プレゼン資料の総合作成力」 強

化研修　後編）

相手に伝わるデザイン構成の基礎知識や、資料作成の時間を大幅に削減できる時短ワザを学びます。

１．資料デザインの基礎知識

　１）伝わるデザインとは？

　２）ノイズカットとフォーカス

　３）統一感に必要な5要素

　４）ビジュアル＆文字レイアウトの5原則

２．パワポ初期設定のカスタマイズ

　１）クイックアクセスツールバーの設定

　２）スライドマスター攻略法ほか

３．文字情報に効くパワポ技

　１）改行、整列・近接、箇条書ツール、行間・字間設定法

　２）光彩の効果（デザイン例紹介）ほか

４．ビジュアルに効くパワポ技

　１）アイコンの活用法

　２）図解の活用法（スマートアート、表、グラフなど）

5.　知ってると得する小技集

0.5日 16,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=190

01BCC142 交渉力【1日】

グローバルスタンダードに基づき、信頼関係をベースに進める交渉の仕方を習得し、Ｗｉｎ－Ｗｉｎの結果を導く交渉ができるよ

うになることを目標とします。交渉モデルごとに適した交渉の手法を選択し、戦略、計画を立て、コミュニケーション、説得を行うプロ

セスを実習を交えて学びます。

・オリエンテーション

・交渉とは

・演習Ⅰ「売買交渉」

・交渉力自己診断

・講義「交渉の基礎理論」

・交渉力とは、交渉の３パターン、期待－満足理論

・.演習Ⅱ

・講義「交渉力戦略」

・交渉計画・プレゼンテーション

・演習Ⅲ「交渉準備・交渉実践」

・まとめ

1.0日 27,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5353

https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5351
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5362
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=129
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=177
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=181
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=186
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=187
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=189
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=190
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5353


研修コード 研修名 研修内容 開催日数 価格（税込） URL

01BCC143 経営戦略研修【1日】

管理職には、これまでの職位では求められなかった経営的視点での発想が求められます。環境分析を通じた戦略の策定、その戦

略に基づく自部門の施策への落としこみとそのスケジュール化など求められる能力を一連の流れを通して身につけることができる研

修です。

　

１．今後求められる役割と観点を知る

２．自社を取り巻く環境を把握する

３．施策の策定

４．具体的活動の計画

５．まとめ

1.0日 40,700円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5354

01BCC147
２５歳の壁を乗り越える研修～考え方を切り

替え、ワンランク上の仕事を目指す【1日】

社会人として仕事をするなかでは、具体的な仕事の悩みだけでなく、漠然とした不安やもやもやした気持ちをかかえることがありま

す。その悩みや不安を「壁」と考え、年齢別にぶつかりやすい壁とそれに対する対策を学ぶ研修です。

社会人３年目にあたる２５歳頃は、仕事の慣れや失敗などからモチベーション低下を起こしやすい時期です。研修では、壁をチャ

ンスと捉えるポイントとして「考え方の切り替え」をお伝えいたします。

また「プロフェッショナルとは何か」、「自分はどのような姿勢で仕事に臨むのか」など仕事の姿勢を改めて見直し、今後の目標設定を

していただきます。

１．自分に求められている役割を考える

２．今まで乗り越えた壁を振り返る

３．壁を乗り越えるためのモチベーション管理

４．ワンランク上の仕事をするためのマインドセット

５．ＰＤＣＡ　～成果を出すための仕事の進め方

６．まとめ

1.0日 26,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5358

01BCC151 企画力研修【1日】

良い「企画」を立案し、それを実現するためには、

（１）アイデアを形にするために効果的な情報の収集と分析

（２）アピールポイントが明確な「企画書」の作成

（３）企画を実現させるための「プレゼンテーション」

という３つの過程が存在します。本研修は企画の３つの過程を中心として、個人・グループワークを多数織り交ぜながら進めていき

ます。

また、「企画を立ててはみたが、実現せず、放置されている」ということを防ぎ、確実に企画を実現させるための下準備や社内交渉

の方法についても説明いたします。

■企画立案の基本的な流れ

１．「発想」の出し方

２．現状調査・分析の方法　～ひらめきを検証する

３．企画書作成のポイント

４．最後に・・・

1.0日 26,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5363

01BCC152 中堅社員向けオーナーシップ研修【1日】

中堅社員として自身の担当する仕事だけではなく、チーム全体の仕事や課題にも「当事者意識」を持って関わっていくマインドを養

成し、

そのために必要なコミュニケーションスキルを習得する研修です。

具体的には、上司や先輩との積極的な関わり方や後輩への接し方を改めて考えていただき、多方面に影響を与える存在になるこ

とを意識していただきます。

また、その具体的なスキルとして、周知力、調整力、関与力について学び、ケースでどのようにそれらの力を発揮するかを考えていた

だきます。

 

１．組織が中堅社員に求めるものとは

２．仕事に求められるオーナーシップ

３．上司・先輩とのかかわり方

４．後輩とのかかわり方

５．チーム内での役割　～周囲を巻き込む中核になる

６．まとめ

1.0日 26,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5364

01BCC153 中堅社員研修

◆研修のポイント

①中堅社員に求められる役割の認識

②上司へのフォロワーシップ～リスクのホウ・レン・ソウ、信頼される業務遂行

③部下へのリーダーシップ～日頃のコミュニケーション、業務の指示・指導

１．中堅社員に求められる役割

２．フォロワーとして上司を補佐する

３．リーダーとして後輩を指導・支援する

４．業務推進者としての問題発見力

５．まとめ

1.0日 30,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=6231

01BCC155 役割の認識【1日】

職場のリーダーとしてリーダーシップを発揮するために必要な基本的スキルであるリーダーシップ、コーチング、ファシリテーションを習得

します。また、部下育成の重要性と接し方・育成を学びます。

1.リーダーシップとは何か

2.自発的コミュニケーションが組織力を上げる

3.リーダーのコミュニケーション

4.コーチングスキルを学ぶ

5.部下の把握

1.0日 27,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5367

01BCC156 調整力発揮研修【1日】

①目標達成に向けたリーダーシップ

　相手の立場を踏まえ、一歩踏み込んで相手をリードする

②関係者とのコミュニケーション

　必要なタイミングで、関係者に情報を伝達し、利害調整を行う

③あらゆる事務面の準備と進行管理

　目標達成を見通し、あらゆる局面をぬかりなく準備し、過不足なく用意する

　

◆内容

１．関係者（ステークホルダー）との調整の現状を知る

２．ステークホルダーマネジメント＝調整力とは

３．調整者のリーダーシップ

４．調整のための事前の関係構築

５． 調整時にこちらの思いを伝える交渉力

６． 調整に不可欠な事務

７．総合演習

８．まとめ

1.0日 26,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5368

01BCC157 部下モチベーション向上研修【1日】

◆研修のポイント

本研修では、部下のモチベーションについて以下の点に注目し、モチベーションを上手く向上する手法を習得します。

　①仕事の中で部下のモチベーションを低下させていた発言、行動、環境

　②部下のモチベーションをもっと上げるための発言、行動、環境

◆内容

１．モチベーションが上がる？下がる？

２．コミュニケーションで「安心」を与える

３．コミュニケーション力の向上①～聴く

４．コミュニケーション力の向上②～訊く

５．部下をほめる・承認する

６．モチベーションを上げる業務分担～成長への期待

７．まとめ

1.0日 30,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5369

01BCC158 判断力強化研修【1日】

１．判断力とは

２．判断の「観点」

３．適切な判断を阻害する「心理」

４．ケーススタディ

５．決断力を高める

６．まとめ

1.0日 30,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5370

01BCC161 新任管理職研修【2日】

（１）新任管理職としてやるべきことがわかる

昇格した以上、優秀な管理職であると思われたいもの。管理職として求められている事を知り、研修を通じて役割を遂行するため

の計画、準備、行動が分かります。

（２）新任管理職として防ぐべきことがわかる

新任管理職であっても業務上、トラブル、事故が発生すれば管理責任を問われます。リスク事項を知り、その上で、研修を通じて

事前対策の立て方を学びます。

１．管理職としてのスタート地点を知る

２．新任管理職に求められる仕事

３．新任管理職のリーダーシップ】リーダーシップを発揮して、チームの仕事を遂行してみましょう

４．新任管理職としての業務管理・再評価

５．管理職のリスクマネジメント

６．部下育成の基本

７．管理職としての宣言

2.0日 61,001円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5373

01BCC162 チームマネジメント研修【1日】

組織としての成果を上げるにあたり重要な役割を持つ「チームマネジメント」に焦点を当てた、リーダー層向け研修です。

成果を上げるための仕掛けづくりと体制構築を担う「マネージャー」としての役割と、目標達成に向けてメンバーを率先垂範する

「リーダー」としての役割の両面から、チームマネジメントのあり方を実践的に伝えます。

　

◆内容

１．チーム活動を考える

２．チームのベクトルを定める～目標設定

３．チーム活動における道筋を描く～計画策定

４．チーム活動の現在地を示す～進捗管理

５．メンバーの強みを活かす～適材適所

６．チームワークを機能させる～コミュニケーション

７．まとめ

1.0日 30,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5374

01BCC163 ヒューマンファクターTRM【１日】

チームリソースマネジメントとは、ここのポテンシャル発揮とチーム力を向上させシナジー効果を引き出し、エラーの未然防止・事故防

止・想定外事象に対して対応できるマネジメント手法です。NASAのコックピットリソースマネジメントをベースに民間利用できるよう

開発されたものです。

1.オリエンテーション

2.講義：ヒューマンファクター概論

3.講義：ＴＲＭの進め方

4.演習-1

　「双方向と一方通行コミュニケーション」

5.演習-2

　「協調・協力の意味理解と組織行動における基本行動の理解」

6.演習-3

　「ＴＲＭの基本スキル」

　　ＰＤＣＡの仕事のサイクルをチーム活動を通して学ぶ

7.まとめ

1.0日 27,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5375

https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5354
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5358
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5363
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5364
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=6231
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5367
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5368
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5369
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5370
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5373
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5374
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5375


研修コード 研修名 研修内容 開催日数 価格（税込） URL

01BCC164 ティーチング研修【1日】

OJT(On the job Training)の場面で、知識やスキルを的確に伝えるための

「ティーチングスキル」を具体的に学びます。

ティーチングの基本フローである、「やってみせる」→「やらせてみる」→「フィードバック」それぞれについて、ワークやディスカッション、講

師の経験談も交えながら説明することで、"今、まさに直面している悩み"を解決できる研修です。

　

１．業務指導を考える

２． 業務指導の基本

３． 業務指導の前提条件

４． 業務指導の進め方

５．業務指導実践テクニック①～ やってみせる・やらせてみる

６． 業務指導実践テクニック② ～ フィードバックする

７． 業務指導実践テクニック＋α～ ①「言いにくいこと」を伝える

８．ケーススタディ

９．本日の研修を振り返って

1.0日 26,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5376

01BCC165
ＯＪＴ研修～部下・後輩指導の基本スキル

を習得する

ＯＪＴの真の目的は、“自分で考えて動ける”自立した人材を早期に育成することです。 そのためには、仕事の仕方を教えるのは

もちろんのこと、仕事の判断軸を養っていくことが重要になります。

本研修では、育成計画の立て方、指導・育成の手順を、ワークで実践的に学びます。さらにケーススタディーでは、「仕事を選り好

みする部下・後輩」「注意してもミスを改善できない部下・後輩」「自分で考えない部下・後輩」など具体的な事例での指導方法

を考えていただきます。

＜ワークのポイント＞

・指導を受ける側の気持ちを考えるワークから研修をスタートさせる

・ステップに沿って１週間、１か月、３か月の区切りで指導計画を立てる

・報告のさせ方、ほめ方・叱り方、言いにくいことの伝え方などを取り上げる

・ケーススタディでは、実際の部下・後輩育成の際によく見られる場面での対応方法を考える

1.0日 26,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5377

01BCC167 マネージャのためのチームビルディング【2日】

マネージャやリーダーに任命された方の多くが、「直面した仕事をこなすのに時間を取られ、チームをどうまとめ運営して行けば良いの

か分からない、考えるための時間が取れない」と悩んでいるようです。また、本来メンバに指示すべき仕事をマネージャ自身が抱え込

んでしまうケースもあります。マネージャは、単に与えられた目標を達成するだけでなく、チームとして高いパフォーマンス発揮させ、メン

バ一人ひとりの成長がチームの成長につながるようにしていくことが求められます。

この研修では、マネージャとして必要な知識やすべきことを具体的に学習し、役割への不安を解消していきます。その上で、チーム

を任されたらどのような準備をするのか、チームの構築に必要なビジョンや活動方針の設定の仕方、日々の運用ですべきことを自

分の業務に置き換えて受講者同士のディスカッションやライティングを中心に考えます。マネージャとして具体的にすべきことを自ら

“考え”“決めて”いくのが狙いです。

マネージャに求められるリーダーシップを学ぶコースです。プレーヤーからマネージャへの意識変革を行い、チームを任されたマネージャ

が、チームビルディングをしていく際に直面するさまざまな課題の解決策を考えていくコースです。

1. マネージャに求められるリーダーシップ

2. チームビルディング（準備編）

3. チームビルディング（構築編）

4. チームビルディング（運用編）

5. マネージャのためのセルフケア

2.0日 121,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5379

01BCC168 上級管理職研修【1日】

◆研修のポイント

①自組織の事業の本質が何か、部下に語るイメージで３点あげる

②ＲＯＩを考えて、部下からの要請の要否を意思決定する

③Ａ社とＢ社の損益計算書を比較し、情報を読み取れる

④自組織の課長の育成計画を作る

　

◆内容

１．部長の仕事

２．業績に対する考え方

３．経営数字の見方

４．新施策の進め方

５．勝ち続ける組織を作る～計算された組織作り

６．部長のリスクマネジメント

７．まとめ

1.0日 40,700円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5380

01BCC171 ラテラルシンキング研修【1日】

本研修では、ラテラルシンキングの考え方を学ぶとともに、実際にラテラルシンキングを用いて、新しい発想やアイディアを生み出す

ワーク・演習に取り組んでいただきます。ロジカルシンキングやクリティカルシンキングとは異なる、柔軟なものの考え方を鍛える研修で

す。

◆研修のポイント

①ラテラルシンキングの特性とその重要性

　～ロジカルシンキング、クリティカルシンキングとの違いなど

②５つの発想法を習得する

　～それぞれの発想法において、ワークや事例をもとに理解を深める

③アイデアを実現する

　～関係者との合意形成の図り方（コンセンサスマネジメント）を身につける

　

◆内容

１．ラテラルシンキングとは

２．ラテラルシンキングを鍛える　～方法論での発想

３．ラテラルシンキングを鍛える　～右脳を使った発想

４．ラテラルシンキングによる発想を実現するために

５．まとめ

1.0日 26,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5383

01BCC191 【PDU対象】プレゼンテーション・スキル 実施編

報告会、仕様説明、サービス提案など、プレゼンの機会は日常にあふれています。「資料は論理的なのに、プレゼンタの説得力が

欠けている」「一方的に話すばかりで退屈だった」「何を伝えたいのかよく分からない」など言われた経験や課題をお持ちではありませ

んか？このコースでは、プレゼンテーションを実施する際に必要な要素を理解し、実務で活かせるようになることを目的としています。

分かりやすく相手に伝わりやすい用語の選び方や話し方、身体の動かし方、質疑応答、双方向ですすめる技術など、演習を交え

ながら実践的に学びます。分かりやすく、説得力の高いプレゼンテーションを実施し、ビジネス目標の達成に貢献しましょう。

1. プレゼンテーション・スキル基礎

2. 分かりやすい説明力

3. 思いを伝える表現力

4. 聞き手を巻き込む技術

5. プレゼンテーション演習

2.0日 110,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=7212

01BCC199
営業力強化研修～論理的思考で営業活動

を考える～

何件訪問すれば成果に結びつくのか、どのように時間を使えば最大の成果が出るのか、どんな視点でヒアリングをすればニーズが捉

えられるのか等、 「数字」や「思考のフレームワーク」のロジック（論理）に基づいて、営業としての成果の上げ方を論理的に学ぶ

研修です。根性論やコミュケーション論ではなく、数字に基づいた冷静な動き方や考え方を習得することができます。

１．営業の常識

２．論理に基づく「行動計画策定」～営業活動の数値化

３．論理に基づく「タイムマネジメント」～営業時間の最大化

４．顧客視点の「ニーズ把握」

５．まとめ

1.0日 26,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=8990

01BCC203 DXを成功に導くクリティカル・シンキング

DX（デジタル・トランスフォーメーション）を正しく理解し、正しく実践しないと、真のビジネス変革や新しい顧客体験を実現すること

はできません。そのためには、「今私は正しい判断をしているか」ということをクリティカルに考える必要があります。

本コースでは、物事を論理的に、かつ正しい論拠に従って体系立てて考えるための思考法である「クリティカル・シンキング」について

学習します。無意識の思い込みや先入観などから解き放たれ、多角的に評価・判断できるようになることを目的とします。

1．クリティカル・シンキング概要

   ・クリティカル・シンキングとは

   ・ロジカル・シンキングとクリティカル・シンキング

   ・クリティカルな思考をする人の特性

2．論点を疑う

   ・「問題」について

   ・「論点を疑う」とは

3．因果関係を疑う

   ・原因と結果

   ・正しい因果関係の決定

4．最終的な判断を疑う

   ・偶然と確率

   ・主観的確証

   ・自分の判断を判断する

1.0日 38,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=10030

01BCC204 DXを成功に導く創造的発想術

ニーズの多様化や社会の複雑化に伴い、従来と同じやり方や成功事例の模倣などから解法された自由な発想が必要な時代にな

りました。

本コースでは、そのような型にはまった考え方や既成概念から抜けだし、発想を自由に広げるためのトレーニングを行います。DXを

ベースにしたさまざまな実例を元に、さまざまな課題に対して複数の回答を用意するという演習を繰り返し行うことによって、発想の

枠を取り払い、今までになかった新しいアイデアを生むことができるようになることを目指します。

１．創造的発想とは

   ・創造的発想が必要な理由

   ・論理的思考との関係

２．「疑う力」の練習

   ・「疑う力」とは

   ・「疑う力」の練習

３．「抽象化する力」の練習

   ・「抽象化する力」とは

   ・「抽象化する力」の練習

４．「偶然を偶然として無視しない力」の練習

   ・「偶然を偶然として無視しない力」とは

   ・「偶然を偶然として無視しない力」の練習

1.0日 38,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=10037

01BCC206
説明力向上研修　～管理職が遭遇する、タフ

な状況での説明力を鍛える

管理職に説明力が求められるシーンを想定し、説明するための心構えとスキルを習得する研修です。まずは、現状を的確に把握

し、相手の感情や論理をおさえたうえで、上司を説得する・部下に無理を強いるなどの業務でよくあるシーンにあわせた適切な説明

の仕方を体得します。

１．管理職に求められる「説明力」とは

２．説明の前に求められる状況把握力

３．説明を構成する３つの段階

４．望ましい結果を得るための上司への「説明力」

５．意欲を引き出すための部下への「説明力」

６．社内調整を円滑に進めるための「説明力」

７．まとめ

1.0日 30,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=11532

https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5376
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5377
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5379
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5380
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5383
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=7212
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=8990
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=10030
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=10037
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=11532
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01BCC208 部下との面談力向上研修

本研修は、部下をもつ管理職（上司）に「部下との面談」の重要性を学んでいただき、実際にどのように面談を実施するかをロー

ルプレイングやワークを通じて習得していただく内容となっております。部下にとって上司と一対一で話し合える機会は貴重です。そ

の貴重な機会を最大限に活かしていただくことを目的としています。

部下とのコミュニケーションの充実を図りたい方、キックオフ面談や評価面談などで今以上に部下のモチベーションを上げたいと考えて

いる方、本音を聞きたいと考えている方にお勧めです。

１．部下とのコミュニケーション（面談）を振り返る

２．上司としての役割、面談の目的を整理する

３．面談を有益にするために

４．相手（部下）に合わせた伝え方

５．面談でやってはいけないこと

６．実践ロールプレイ　～ケースで考える編

７．実践ロールプレイ　～共に働く人に伝える編

８．まとめ

1.0日 30,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=11542

01BCC221 ファシリテーション研修　～オンライン会議編

会議のファシリテーターに必要な４つのスキル（①場のデザインスキル②対人関係のスキル③構造化のスキル④合意形成スキ

ル）を学ぶと共に、オンライン会議ならではの特徴を踏まえた具体的な進行テクニックを習得いただきます。ワークでは、実際にオン

ライン会議のファシリテーターに挑戦し、会議進行のポイントを体感します。

１．はじめに

２．ファシリテーションの基本

３．オンライン会議を成功に導くテクニック

４．オンライン会議演習

1.0日 26,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13551

01BCC224 新人フォロー研修

入社後、しばらく経つと新人も仕事や職場の雰囲気になれてきます。一方で仕事の進め方などについて不安に直面する時期でも

あります。本研修では、入社してからの経験や悩みをグループで共有しながら、改めて自分が目指すビジネスパーソン像を考えてい

ただきます。そして、社会人１年目で習得すべき「仕事の進め方」について、職場での実際を振り返りながらブラッシュアップします。

＜ワークのポイント＞

①今までの仕事の仕方を振り返り、上司や先輩から今後、期待される仕事の仕方について考える

②仕事の進め方（ＰＤＣＡ）、ホウ・レン・ソウ（報告・連絡・相談）、優先順位のつけ方について現在できていることとできて

いないことを洗い出し、今後取り組む改善点を検討する

③受講者ご自身で立てた目標に向けて３ヶ月のアクションプランを作成する～明日から実行するために、具体的な行動レベルに

落とし込む

１．今までの仕事ぶりを振り返る

２．仕事の捉え方（振り返り）

３．仕事を進めるＰＤＣＡサイクル

４．計画を立てる～ＰＬＡＮ～

５．実行する～ＤＯ～

６．振り返る～ＣＨＥＣＫ～

７．改善する～ＡＣＴＩＯＮ～

８．仕事の仕方を見直す

９．仕事をスムーズに進めるコミュニケーション

１０．ホウ・レン・ソウ（振り返り）

１１．質の高い仕事をするためのコツ

１２．明日から動こう～自分の目標設定とアクションプラン作成

1.0日 24,200円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13635

01BCC225
コミュニケーション研修　～相手目線で考え、良

好な人間関係を築く

本研修では、「聴く」などのコミュニケーションの基本スキルにとどまらず、人間関係を維持していくためにはどのようにしたらよいか、自

分の意見を分かりやすく伝えるポイントは何かなど職場で応用できるコミュニケーションの手法を習得していただきます。

１．コミュニケーションとは

２．人間関係の促進・維持

３．課題達成・問題解決

４．研修の振り返り

1.0日 26,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=14134

01BCC226
チームワーク入門研修　～信頼・責任・疾走・

勝利で高めるエンゲージメント

チームワークは、働きがいやエンゲージメントを高めるうえで欠かせない要素です。本研修は、信頼・責任・疾走・勝利をキーワード

にチームへの関わり方を学びます。仕事における充実感と達成感を、受け身に待つのでなく、主体的に高めるスキルを習得いただき

ます。

※エンゲージメントとは：働く人が幸せで、会社に愛着を持ち、成果をあげて組織に貢献しようとする「自発的な意欲」

１．チームワークがよい状態とは？

２．勇気をもって自分を開示し「信頼」を引き寄せる

３．自らリーダーになり「責任」をもってチームを支える

４．共通目標を持ち達成に向けて「疾走」する

５．チーム全員で「勝利」を目指す

６．まとめ

1.0日 26,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=14151

01BCC227
クリティカルシンキング研修　～本質を見抜く力

を養う

対人コミュニケーション、課題解決、リーダーシップ、 文書作成、タイムマネジメント・・・ビジネスパーソンに様々なスキルが求められる

中、昨今この「クリティカルシンキング」が大きく注目されています。クリティカルシンキングを身につけることで、物事を鵜呑みにしない

視点や、情報を正しく取捨選択する分析力など、ビジネスパーソン必須スキルのレベルアップにつながります。

本研修では、クリティカルシンキングの基本的な考え方と手順を学び、物事をありのまま受け入れるのではなく、現状を「疑う」思考

方法を、演習を通じて実践していきます。

演習やワークをふんだんに取り入れていますので、誰でも予習なしで受講することができ、現場で活用できる具体的なノウハウを学

ぶことができます。

１．クリティカルシンキングとは

２．クリティカルシンキングの要素～３つのポイント

３．クリティカルシンキングの手順～３つのステップ

４．クリティカルシンキングの注意点～配慮すべきこと

５．まとめ

1.0日 26,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=14159

01CCA003 企画力（芝大門塾階層研修）

論理的企画案の作成技法演習を通して、説得力ある企画書の作成ができるようになります。演習では、提案（企画）内容を

作成するための論理を構成し、論理フローを作成し、提案シナリオを設計する手法を実践的に学びます。

1.オリエンテーション

2.講義

　「提案書ロジックの要点」

3.演習①

　「『事実-解釈-主張』による論理構成を実践する。」

　“街の現状を読み解き、未来図を描く。”

4.演習②

　「『事実-解釈-主張』の論理フローを実践する。」

　“時代を語る小論文を読んで解釈―主張の思考回路を学ぶ。”

5.講義

　「ルックスと作成手順」

6.演習③

　「Solution型プランニングの実践。

　［提案シナリオの設計］」

　“「事実－解釈→主張」の思考プロセスで企画を実践する。”

7.まとめ

1.0日 27,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5426

02GCG033
論理的思考の基礎を学ぶ「ロジカルシンキング

研修」

物事を論理的に、体系立てて考えるための思考法である「ロジカル・シンキング」について学習します。ロジカル・シンキングとは何

か、どのような思考法であるかということと、具体的にどのような点に注意しながら思考していく必要があるかということを、演習を通じ

て身につけていただきます。

１．ロジカル・シンキングの概要

・論理的思考とは

・論理的思考の詳細

２．論理的思考の基本

・最も簡単な論理的思考

・「論題」と「論拠」

・解釈ドリブン

・隠された関連性

・三段論法

３．プロセス指向

・論理的思考のプロセス

４．フレームワーク思考

・フレームワークとは

・代表的なフレームワーク（SWOT 分析）

1.0日 38,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1181

02GCG034
わかりやすい文書作成の基礎を習得！「ロジカ

ルライティング研修」

論理的思考をもとにしたストーリー構成を理解し、読み手の納得感を引き出すビジネス文書作成の技法を学びます。

１．組み立ての準備（ロジカルシンキングの概念）

・ビジネスで「書くこと」を理解する

 ・「論理的」の意味を理解する

 ・情報を整理する技術

２．論理の構成

・文章の構造

・論理構造の要件

・並列型の論理構成

・解説型の論理構成

・文章の書き順を考える

・論理構成を文章に反映する

・導入部の役割と組み立て

・本論部の組み立て

３．文書の表現力

・メッセージの文章表現力

・図解の技術

・論理図解のプロセス

・数値図解のポイント（表とグラフ）

1.0日 38,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1182

02GCG037
伝わるライティング術　～読み手の立場で書こう

～

本コースでは、伝わる文章の作成に必要な知識を習得します。書き手が期待する行動を、読み手から引き出すために、「伝わる

文章」の構成を学習します。

１．実用文作成の基本

　　・主題、読み手、目的の確認

　　・相手に期待する反応は何か

２．文章構成のポイント

　　・シンプル、ロジカル、首尾一貫

　　・重複、抜け、逆戻りの排除

３．文章表現のポイント

　　・伝わる文

　　・伝わる文章

　　・用字・用語・漢字表記の基本

４．推敲と校正

　　・推敲と校正のポイント

　　・演習

５．まとめ

1.0日 38,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=8601
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研修コード 研修名 研修内容 開催日数 価格（税込） URL

02GFY013
クリティカル・シンキング実践活用法 ～企業の

潜在ニーズを読み解く～

昨今のビジネス環境は、それまで当たり前とされてきた常識が短期間にして過去のものになってしまうような破壊的な変化です。変

化の激しい時代を乗り切るために、会社の舵取りを担う経営層から現場を取り仕切る担当者までが活用できるフレームワークであ

る「クリティカル・シンキング」の実践応用力の育成・強化を目的とします。

企業の発表資料の背景や本意・本質まで読み解く、高度で実践的な論理的企業分析力の醸成を目指したコースです。

はじめに

第1章.クリティカル・シンキング概説

第2章.クリティカルシンキング実践活用法

第3章.ケース・スタディ

まとめ

1.0日 43,560円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=11100

03BAA012 SDGｓを知り、つながる社会を考える

Society5.0の社会の中で、マーケティングの市場の考え方が大きく変化しています。

また、社会の変化に伴い、企業評価も従来の財務状況だけでなく、非財務情報を視るESG投資も注目されています。

本講座では、社会の変化やSDGsを知り、あるべき未来像や社会の課題解決のためのソリューションの提供、実行のためのイノ

ベーションの創出について考えます。

１．Society5.0の社会を知る

２．SDGsとは何かを知る

３．SDGsのアイデア

　①他社事例を知る

　②マインドマップでSDGsで取り組む活動を発想する

４．企業活動とSDGs（企業の価値創造とSDGs）

５．ふりかえり

1.0日 13,200円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=2298

03BAA015 メンター研修【1日】（インソース主催）

◆研修のポイント

①メンターの役割と心構え～コーチングとＯＪＴとの違い、参考事例

②メンタリングのポイント～メンティーが相談しやすい環境

③コミュニケーションスキル～関係構築とモチベーショアップ

◆内容

１．メンターとは

２．よいメンターになるために

３．メンタリングのポイント　～相談を受け入れる

４．メンターに必要なコミュニケーション力

５．モチベーションを向上させるフィードバック

６．実践ケーススタディ～こんな時どうする？

1.0日 26,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5479

03BAA016 CS向上研修【1日】

◆研修のポイント

①お客さまの立場からＣＳを考える

②ホスピタリティの考え方を理解し、具体的な行動を洗い出す

③ＣＳに必要不可欠なマナーの基本を理解する

④自組織のＣＳ改善点を洗い出し、改善策を作成する

◆内容

１．お客さまの満足を考える

２．ＣＳとは何か

３．ＣＳを実現するためのホスピタリティ

４．ＣＳを支える基本マナー

５．組織としてＣＳを向上させる

６．ＣＳ改善プランの策定

1.0日 26,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5480

03BAA017 接客・接遇リーダー研修【1日】

◆研修のポイント 

①接客・接遇リーダーとしての役割を多面的に理解する 

②メンバーに対し、接客目標を浸透する伝え方を理解する 

③メンバーの目標に対する「やる気」が出る環境構築の方法を理解する 

④接客指導をする「知識の種類」、「種類別の指導方法」を理解する 

⑤メンバーの日常の指導方法を理解する～ほめ方・叱り方 

　 

◆内容 

１．接客・接遇リーダーに求められるもの 

２．「お客さま満足＝ＣＳとは」 

３．接客の向上を推進する　～仕組み作り 

４．指導するべき２つの「知識」 

５．指導のポイント 

６．まとめ

1.0日 26,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5481

03BAA019
対人関係構築研修～円滑なコミュニケーション

のためのスキルを習得する～【1日】

日頃の接し方や会議でのファシリテートなどでのコミュニケーションの取り方から、よくある「苦手な人」との接し方についてケーススタ

ディ、ロールプレイングを通じて対人関係が円滑化するためのアクションをトレーニングすることができます。

１．対人対応力について考える

２．表現力の基本

３．会議の進め方とリーダーシップ

４．苦手な相手との接し方

５．まとめ

1.0日 26,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5329

03BAG015
効果的なオンライン研修の進め方　～

Microsoft Teams編～

本コースでは、急速にニーズが高まり、広まりつつあるオンライン研修を開催するために必要な基本的な知識を習得します。

「オンライン研修では何を準備して、どう進めればいいのか？」「一方的に聞くだけでは受講者の集中力がもたない？」

「講師は受講者の理解度が把握しにくい」など、初めてのオンライン研修では疑問や不安が大きいと思います。

まずは、オンライン研修への参加体験を通して、講師のふるまいやオンライン会議システムの操作のポイント、グループワークの進め

方などを学習し、実践に役立つオンライン研修の基礎を習得していただきます。

（本研修の使用オンライン会議システム：Microsoft Teams）

１章　オンライン研修環境の準備（講義）

　システムや機器の活用

　受講者への事前案内

２章　オンライン研修で使うツールの基本操作の習得（実習）

　研修で使うツールの基本操作の習得

　休憩時のルール

３章　講師のふるまい（講義）

　講師がこころがけること

４章　グループワーク（実習）

　グループワーク

　ホワイトボードの代用

　ファイル共有

５章　まとめ

1.0日 16,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=2306

03EAG014
１対１面談研修～部下のキャリア開発支援

編

１．１対１面談とは

２．１対１面談のプロセス

３．面談のフレームワーク①　～スキル・経験・強み・課題を整理とキャリアサポート

４．面談のフレームワーク②　～キャリア・アンカーとキャリア志向を把握する

５．面談のフレームワーク③　～部下の自己効力感を高める問いかけ

６．ケーススタディ

７．まとめ

1.0日 30,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=8578

01BCA003 企業会計・財務コース（初級）

＜研修のねらい＞

本研修では、今や仕事の共通語である企業会計についての基本知識を習得します。

企業会計・財務の基本を再確認し、財務諸表を基に収益性分析（儲け方が上手いか下手か・儲け方のどこに問題があるの

か）や、

安全性分析（資金の集め方や使い方に問題がないか）について学びます。

これらの分析によって、いわば会社の健康診断の方法を習得することになり、自社や同業他社の強み弱みを把握することができま

す。

さらに、CVP分析の基礎を理解することで、中期経営計画等の会計・財務部分の計算が理解できるので、

各部門の計画立案やチェックに役立ちます。

＜研修内容＞

・決算書

・貸借対照表と重要項目

・損益計算書

・キャッシュ・フロー計算書

・収益性分析

・安全性分析

・ＣＶＰ分析

2.0日 62,700円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=35

01BCA007 企業会計・財務コース（中級）

＜研修のねらい＞

会社経営においては損益状況（利益）を意識するだけでなく、資金管理（キャッシュ・フロー）も意識する必要があります。

本研修では、初級で習得した内容を前提に、経営者として不可欠なキャッシュ・フロー分析の考え方を学んだ上、

各種資金表の作成方法・見方を習得します。これらを理解することで、取引先が取引をしてよい会社かを判断する基準や、

自社の資金繰りの問題点を発見する方法を習得できます。

さらに、設備等の投資への意思決定の基礎も学習します。

＜研修内容＞

・キャッシュ・フロー分析編

　１．必要性

　２．収支差額と利益の関係

　３．キャッシュ・フロー計算書

　４．資金繰表（短期的資金繰り）

　５．資金移動表（会社の支払能力を見る）

　６．資金運用表（長期的資金繰り）

・投資の採算性分析編

　１．投資の意思決定の考え方（設備投資の採算計算の仕方）

2.0日 62,700円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=38

01BCA060 計数分析力【1日】

新任リーダーとして、財務の基本である利益、コストの仕組みを理解し、数字で事業の状態、バランスを読み取る能力を養成しま

す。

初心者でもわかりやすいよう企業会計と家計の違いから入り、貸借対照表の構成・損益計算書の構成を演習を交えて理解し、

利益マインドを醸成します。

1.企業会計と家計との違い

2.損益計算書と貸借対照表

3.損益分岐点

4.利益マインドの醸成

1.0日 27,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5337

01BCA061 企業会計財務【1日】

新任管理職に必要な会計知識として、貸借対照表の構成、損益計算書の構成、キャッシュフロー計算書の読み方、損益分岐

分析などを学び、企業の経営状況を読み解き、施策を展開するための基礎知識を習得することを目標とします。 

1.財務諸表とは 

2.貸借対照表の構成 

3.損益計算書の構成 

4.キャッシュフロー計算書の読み方 

5.損益分岐分析 

6.グループ討議 

7.振り返り、まとめ

1.0日 27,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5338

【仕事塾】
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研修コード 研修名 研修内容 開催日数 価格（税込） URL

01BCC067 考えるフレームを強化する研修

＜研修のねらい＞

現場で活用できる「考え方の技術」を学び、それぞれのビジネスシーンに応じた思考法やテクニックを取捨選択して正しく用いること

ができる能力を身に付けます。

＜研修内容＞

■思考プロセスにおける７つのステップ

　１．目的探索の思考（ピントはずれに陥らないために）

　２．観察の思考（真実を見る視点とは)

　３．発想の思考（豊かな発想を得るために)

　４．表現の思考（思考の幅を広げるために)

　５．分類の思考（鋭い切り口と言われるために）

　６．構造化の思考（フレームワークの活用）

　７．意思決定の思考（後悔しない決断のために）

1.0日 36,300円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=128

01BCC118
コーチングを取り入れた新しい時代のリーダーを

目指す「リーダーシップ研修」

指示命令と支援的部下指導の双方をバランスよく身につけたリーダーに必要なスキルは何か。現代のビジネス社会のリーダーとして

求められる基本スキルを学びます。

1.自発的なコミュニケーションが組織力を上げる

2. リーダーシップとは何か

3. リーダーのコミュニケーション

4.コーチングスキルを学ぶ

5.部下の把握

1.0日 33,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=178

01BCC119
時間管理の問題点を発見・改善するための「タ

イムマネジメント研修」

自分がどのような時間の使い方をしているかを分析し、より効率的な時間管理を行うための気づきを得ると共に、時間管理におけ

る問題解決を行います。

1.基本概念と現状分析

2.計画を立てる

3.実行と見直し

1.0日 33,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=179

01BCC120
思考を柔軟にし、論理的に対処する「問題発

見解決基礎」

仕事をしていると小さな問題を抱えたり、大きな問題にぶつかったりします。これらを解決する「方法」を確認していきます。問題は、

「現在、目に見えている問題」、「今は目に見えていないけれど将来見えてきそうな問題」など様々ですが、これらの解決方法を演

習をとおして習得します。

1.問題・問題解決を知る

 ・ビジネスにおける「戦略」と「戦術」

 ・問題とは何か

 ・問題解決のプロセス

2.改善のプロセス

 ・改善プロセス1：問題発見

 ・改善プロセス2：改善テーマ（改善目標）決定

 ・改善プロセス3：現状を把握する

 ・改善プロセス4：現状を分析する

 ・改善プロセス5：原因究明

 ・改善プロセス6：改善案の立案

 ・改善プロセス7：改善案の実施

 ・改善プロセス8：効果確認

1.0日 33,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=180

01BCC124
構造化と図解の「ストラクチャードコミュニケーショ

ン」

自分の主張を分りやすく伝えたい方、相手の意見を誤解していないか確認したい方、を対象にしています。

自分の言いたいことが伝わっていない・相手の言いたいことを誤解してしまったなどのコミュニケーションの問題により、仕事が遅れる・

手戻りが発生するなどの課題を解決します。

簡単に描けて直感的に分かる10個の基本図解パターンを用い、その場で描きながら伝える技術と、聴いた内容をその場で図解し

確認する技術、を習得します。

1．図に描きながら伝える

　・情報の基本構造と図解（演習）

2．図に描きながら聴く

　・話し手の情報が構造化されている場合

　・話し手の情報が構造化されていない場合（演習）

3．図に描きながら考える

　・構造化した「質問」と「描き方」を用意する（演習）

　・課題や解決策を構図化し図解する（演習）

1.0日 60,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=182

01BCC133
ビジネスモデルを描くデザイン思考とマーケティン

グ

Society5.0の社会を知り、顧客企業に提供する体験価値（サービス）を創り出すDXやデザイン思考を先行する企業事例で

学びます。また、自部門が提供する価値やビジネスモデルを可視化するフレームワークを学び、変化する時代や未来に対するビ

ジョンを個人ワークやグループワークで構想します。

1．Society5.0時代の技術と社会とビジネス

2．顧客価値創出のプロセスとデザイン思考

3．マーケティングフレームワーク

2.0日 66,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=191

01BCC140 交渉力向上研修【1日】

～ネゴシエーションスキルを上達させる～

◆研修のポイント

①相手に自分の意見を納得してもらう方法～相手に信頼される人になる

②事前準備の重要性～交渉前に相手のことを徹底して調べる、落としどころを決める

③交渉術のテクニック～３つの交渉術

１．交渉について考える

２．交渉の基本的な留意点

３．交渉の手順

４．交渉の前に

５．交渉におけるテクニック　～事前準備の重要性

６．交渉の実際

1.0日 26,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5350

01BCC146 労務管理研修【1日】

管理者の方には、労務管理は企業経営・企業業績を大きく左右する重要なポイントであることを肝に銘じていただけます。

また管理者の方でも、労務管理の責任は経営者だけではないということを強く認識していただけるような内容になっております。

　

１．労務管理の基本

２．労働基準法（以下、労基法）の基本

３．労働安全衛生法

４．残業削減の取り組み

５．ワークライフバランスとは

６．リーダーのタイムマネジメント

７．リーダーのメンタルヘルス

８．まとめ

1.0日 36,600円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5357

01BCC148 段取り研修【1日】

◆研修のポイント

①部下育成～具体的な「ほめ方」「叱り方」などの指導方法

②業務管理と目標管理～職場における問題点を取り上げた改善計画

③リスク管理～「起こりうる可能性」と「影響度」からリスクの優先順位をつけ、対策を考える

　

◆内容

１．管理職とは

２．指導・教育のポイント

３．業務推進

４．業務改善・目標管理

５．リスクマネジメントとは

1.0日 30,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5359

01BCC149 若手社員研修【1日】

◆研修のポイント

本研修は若手社員(入社３～５年目）を対象とした研修です。 研修で学んでいただく内容は以下の４点です。

①これまでの仕事を振り返り、客観的に自分の実力を把握

②入社３～５年目社員としての立場・役割を理解する＝「主体性」の発揮

③「主体性」を発揮する上で必要な判断基準、思考方法、改善手法の習得

④「主体性」を持って周囲を巻き込んで仕事をする方法の理解

本研修を通して、若手社員に求められる「主体性」を理解し、「主体的な行動」とは具体的にどのようなことなのかに気づき、明日

から主体性を発揮した仕事ができる実行力を身につけます。

　

◆内容

１．これからの役割を考える

２．主体的行動のためのスキル① ～目的意識

３．主体的行動のためのスキル② ～仮説思考

４．主体的行動のためのスキル③ ～判断基準

５．組織全体に関わる身近な改善に取り組む

６．「周囲を巻き込んだ取り組み」へスケールアップ

７． 明日からの目標を考える

1.0日 30,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5361

01BCC159 ナレッジマネジメント研修【1日】

本研修では、顕在化・潜在化しているナレッジ（知識）やノウハウを共有する手法を理解し、実際に共有するためのマニュアル作

成方法と、その運用方法までを学びます。

◆研修のポイント

①ナレッジマネジメントとは～知識伝承と知識創出の重要性を考える

②ナレッジマネジメントのゴール～目的に適したナレッジを選び、成果の向上を図ること

③ナレッジの種類～暗黙知と形式知の違いを理解する

④ナレッジの管理～マニュアルを作成し、知識を言語化・図解化して明示する

⑤管理の運用方法～メンバーへの指導、ナレッジの更新、ミーティングの活用に取り組む

　

◆内容

１．ナレッジマネジメントを考える

２．なぜ、ナレッジマネジメントが必要なのか

３．ナレッジマネジメントによって何を実現するのか

４．ナレッジの抽出

５．ナレッジの保存　～マニュアルを作る

６．ナレッジを伝える

７．ナレッジを更新する

８．ミーティングの活用のすすめ

９．伝承の実践に向けて

1.0日 30,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5371

https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=128
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=178
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=179
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=180
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=182
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=191
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5350
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5357
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5359
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5361
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5371


研修コード 研修名 研修内容 開催日数 価格（税込） URL

01BCC169 仮説構築力向上研修【1日】

①仮説力を磨く思考習慣

常に原因と結果の関係で捉える／視点を変えて考えてみる

②仮説構築の仕方を学ぶ

帰納法で考える／トレンド思考で未来を考える／フェルミ推定（限られた情報で妥当性の高い推定値を得る）

③仮説検証の仕方を学ぶ

限定質問と拡大質問／ロジックツリーを活用する／ＰＤＣＡサイクル

◆内容

１． なぜ仮説思考が求められるのか

２． 仮説思考に不可欠な「経験」の蓄積

３． 仮説力を磨く思考習慣①　～常に「なぜ？」を考える

４． 仮説力を磨く思考習慣②　～視点を変える

５． 仮説を構築する①　～帰納的思考

６． 仮説を構築する②　～トレンド思考

７． 仮説を構築する③　～フェルミ推定

８． 仮説を検証する①　～限定質問と拡大質問

９． 仮説を検証する②　～ロジックツリーの活用

１０．仮説を検証する③ ～ＰＤＣＡサイクル

１１．仮説検証ケーススタディ

1.0日 30,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5381

01BCC174 業務改善研修【1日】

グローバル化、技術の進歩など外的要因を中心に、ビジネスの現場では、限られた人員で成果を上げる ことが求められています。

そのためには、「改善」し続けることで、コスト削減とパフォーマンス向上の両立をしなければなりません。

『業務改善』研修は、このような状況に対応するために最も必要なスキルです。

普段、業務を行っている際、「少し工夫すればもっと効率良くできるのでは」と思いながらも、 具体的な改善について考える時間も

余裕もなく、そのままになっていることは多くあるはずです。

その『少しの工夫』を研修内で洗い出し、すぐに実践に移せる改善行動計画に落とし込みます。

　

◆内容

１．業務改善とは何かを考える

２．改善対象の抽出

３．テーマの選定（改善対象の絞り込み）

４．現状分析

５．原因追究

６．目標設定

７．対策の立案・検討

８．対策の実施

９．効果の確認

１０．改善の定着・継続

１１．業務改善企画書の作成

1.0日 26,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5387

01BCC180
中級（課長級）管理職研修～ＰＤＣＡ・

突破力編【1日】

豊富な経験があり、部下があり、裁量もある。加えて、気力・体力も充実している。そうした時期が、多くのビジネスパーソンにとって

の中級（課長級）管理職（以下全て課長）です。実際、課長を経験なさったことのある多くの方が、「課長の仕事が一番面白

かった！」とおっしゃいます。

一方で、課長になられて日の浅い方や今課長をなさっている方の中には、「課長の仕事」の広さと深さ、多忙さにとまどい、その「面

白さ」をまだ実感できていないという方も多いのではないでしょうか。

インソースは、【ＰＤＣＡ・突破力編】と【課長としてのあり方・現場力編】の二部作研修で「課長として成果を出すポイント」をお

伝えし、「難しいけれども、楽しい！」という思いを持っていただくことを目指しています。

【ＰＤＣＡ・突破力編】では、①判断軸　②業績拡大　③ＰＤＣＡ　④リスク管理、の４つの観点から、課長としての「仕事の

進め方」と「未知の仕事への挑み方」を学びます。

１．課長の仕事

２．業績に対する課長の考え方

３．リーダーとしてＰＤＣＡを回し、業績を上げる

４．組織的なリスクマネジメント

５．課長が考える成長戦略　～新しいことにチャレンジ

1.0日 30,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5406

01BCC182 ベテランのためのビジネスマナー研修【1日】

仕事に慣れていくうち、基本的なビジネスマナーが疎かになり我流になることがあります。本研修は、あるべきビジネスマナーの考え

方・型を再確認するとともに、自分だけでなく組織の業務効率をあげるために必要な行動のとり方を学びます。

　

◆内容

１．改めて考えるビジネスマナー

２．ベテランのためのビジネスマナーの基本

３．応対の基本と応用

４．電話応対

５．「コミュニケーション」もベテランに求められるマナー

６．明日からの行動計画

1.0日 26,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5409

01BCC183
【PDU対象】業界研究（企業活動の管理業

務の流れを学ぶ業務知識講座）【1日】

①業務系システムを理解するための基本知識を習得する。

②業種に共通した基本知識を習得するコースです。

１．企業活動と業務

２．人事・労務管理

３．会計業務

４．販売管理業務

５．生産管理業務

1.0日 33,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5410

01BCC184
【PDU対象】業界研究（中央官庁の基礎知

識とソリューション提案力強化）【1日】

中央官庁の組織構造、業務執行などの基礎知識の学習を通じて官僚の行動原理を理解し、中央官庁の事業への提案を想

定したケーススタディを通じて実務に通じるアプローチ方法を学習します。

1．中央官庁の組織と業務執行を理解する

2．中央官庁の調達制度を理解する

3．中央官庁への効果的なアプローチのポイント

4．中央官庁の事業への提案を想定したケーススタディ

1.0日 33,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5414

01BCC185
業界研究（自治体の業務とアプローチの視

点）【1日】

地方自治体における業務執行の基本的な仕組みと実態を把握した上で、効果的な営業コミュニケーションの対象・方法・タイミン

グ等を学習する。

具体的には行政の文化や業績計画、地方議会について学び、地方自治体に対する営業の勘所など効果的な営業・コミュニケー

ション戦略を理解するコースです。

１． 国と地方公共団体の役割を理解する

２．行政の特殊性を認識する

３．行政におけるソリューション展開

４．ソリューション展開の思考法

1.0日 33,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5415

01BCC186

【PDU対象】業界研究（提案視点を広げるた

めの行政（自治体・官公庁）へのアプローチ

研究）【1日】

IT基本法が施行され政府の情報通信技術戦略のもと、様々な取り組みがされ10数年が経過する中で、新たな取り組みや課題

そして今後の方向性なども新しく示されています。そのような政策を理解することで、ITベンダーとしての提案視点を考察する機会と

します。

１．行政とICTを取り巻く動向

２．自治体が抱える課題と取組事例

３．これからの公共関連ビジネスの展望

４．公共関連ビジネスアプローチの討議～今後の自社のビジネス展開を考察する～

1.0日 33,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5416

01BCC187
 業界研究（流通企業におけるICTの利活用

ポイント）【1日】

消費低迷といわれる現況において、独自の経営戦略により好業績を続けている流通企業の戦略の成功要因（ベストプラクティ

ス）を研究し、戦略を支えるITについて考える。小売業A社の抱える課題に対し、ITによる対応方向（解決策）を検討する演

習に取り組むコースです。

１．流通業界の事例企業に学ぶ戦略と現場力

２．ケーススタディ

1.0日 33,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5417

01BCC188
【PDU対象】業界研究（製造業のグローバル

展開とITソリューション）【1日】

ITソリューション企業の担当者がグローバル展開またはそれを目指す顧客の情報化課題に対し、製造業における生産管理業務

の役割やその全体像をより深く理解した上で、適確な提案ができるようになることを目的とするコースです。生産管理指標課題の

発見、情報化業務フロー作成、業務分析視点の習得を図る演習に取り組んでいただきます。

●製造業の基礎知識とポイント解説

　（生産形態および部品表・BOM）

１． 生産管理体系（管理と指標）

２．プロセス・リエンジニアリング（BPR）

３．製造業のグローバル展開

４．グローバル展開とＩＴソリューション

1.0日 33,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5420

01BCC189
【PDU対象】業界研究（製造業のIT導入事

例から学ぶ業務とITソリューション）【1日】

製造業の基本的なしくみや主な業務を演習を通じて学習するとともに、主なIT化を確認し今後の業務における基礎知識を習得

します。特に新人、若手向けのコースです。

１． 製造業に関する基本知識

２．製造業の業界動向

３．製造業のビジネスモデル・業務

４．製造業向け主要ITソリューション

５．ケース演習

1.0日 33,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5421

01BCC192
【PDU対象】IT営業力の強化 基礎編 ～営

業プロセスに基づく提案型営業～

IT営業に興味を持ち、モチベーションを高めて活動するためには、活動内容を正しく理解することが重要です。このコースではIT営

業活動の内容と営業プロセスを学習し、ITビジネスプロセスの中で営業が果たす役割を理解することで、IT営業活動に必要な意

識と行動を学びます。

 

1. ＩＴビジネスプロセスとは

2. 顧客情報の収集とリレーション構築

3. 顧客戦略立案（アカウント・プラン）

4. 案件発掘と醸成

5. 提案書の強化

6. ビジネス・プロジェクトの成功

7. ビジネス開拓の実際と営業活動の強化改善

2.0日 145,200円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=7404

01BCC193
【PDU対象】IT営業力の強化 実践編 ～売

れるIT営業の勘所～

IT営業活動の実践において、お客様の信頼を得られるか否かを分けるポイントは何か、受注するためにはどのタイミング

で何をしなければいけないか、といった勘所を講義と演習を通じて習得します。

営業活動の面白さを実感し、魅力を感じながらビジネス推進に邁進するために必要となる意識と行動の変革を図ります。

1. ＩＴビジネスプロセスとは

2. 顧客情報の収集とリレーション構築

3. 顧客戦略立案（アカウント・プラン）

4. 案件発掘と醸成

5. 提案書の強化

6. ビジネス・プロジェクトの成功

7. ビジネス開拓の実際と営業活動の強化改善

ケーススタディを中心として、営業活動の重要事項に関する演習を個人別/グループ別に実施します。

1. ビジネス開拓形体に応じたビジネスプロセスの構築

2. ＣＩＯアプローチの実際

3. ビジネス（顧客）計画と案件のステップアップ計画

4. 提案書内容の顧客視点からの評価

2.0日 145,200円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=7411
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https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=7411
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01BCC197 （営業向け）ソリューション提案力向上研修

「ソリューション提案」とは、顧客の課題の解決方法を提示しながら、そこに自社の商品やサービスの販売を組み込んで提案する営

業スタイルのことです。ただ商品の説明をするだけでなく、顧客から引き出したニーズを深堀りし、課題解決に必要な商品を適切に

コーディネートする力が要求されます。

１．ソリューション提案とは

２．顧客のビジネスを理解する

３．自社が提供できることを認識する

４．顧客のニーズを探る

５．ソリューションとしての提案内容を導き出す

６．まとめ

1.0日 26,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=8988

01BCC200
顧客の課題解決研修～顧客の抱える「非・

不・未」を見つけ、ソリューションを提示する～

ソリューション提案においては、お客さまが直接口にする問題への対応だけでなく、言動の背後にある隠れた問題（＝「非・不・

未」）に意識を向け、課題解決提案ができなければなりません。「この営業担当者は分かってるな！」と、相手に信頼してもらえる

ような営業活動を行うために必要なスキルを身につけていただく研修です。

１．ビジネスとは顧客の「非・不・未」を解決すること

２．相手の隠れた悩みを読み取る洞察力

３．相手に語らせるための質問力

４． 売り込みではなく課題解決としての提案力

５．信頼できると思わせる行動特性

６． 顧客の声を新たな商品開発に活かす

７． 総合演習

1.0日 26,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=8991

01BCC201
（リーダー向け）財務研修～利益構造を理

解し、成果につながる行動指標を考える～

ビジネスパーソンにとって、財務諸表が読めることは様々な面でアドバンテージとなります。しかし、経理や財務部門の人と同じレベ

ルで会計知識を身に付けようと思えば、かなりの学習量が必要となり、その定着のためには継続的にそれらに「触れ続けること」が必

要となります。

この研修では、会計知識のうち、一般のビジネスパーソンに必要な部分だけに特化してお伝えし、財務諸表から企業の利益構造

を読み解き方を知っていただくとともに、利益拡大につなげるためのKPI設定の方法を学んでいただきます。

１．求められる経営者視点

２．財務諸表の基本を知る

３．管理会計で見る事業の収益性

４．自部署の利益拡大のために

５．まとめ

1.0日 30,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=8992

01BCC205
４ＳＨＩＰ研修　～視座を高め、組織的に

活躍するための４つのシップ

中堅社員として次の「リーダー」に必要とされる役割期待を見据えて（エースプレイヤーに加えリーダー的な役割期待に応えるた

め）、視座を高くし、自分の枠を超えて、組織的に活躍するための４ＳＨＩＰを習得します。

４ＳＨＩＰとはオーナーシップ、リーダーシップ、フォロワーシップ、コ・オペレーションシップ（協働のあり方）です。

・組織のことを自分事として捉える～オーナーシップ

・周りに影響力を発揮するためのマインド・スキル～リーダーシップ

・上司の支援と自律的な組織行動～フォロワーシップ

・部署を超えた組織的な動きを生み出す合意形成～コ・オペレーションシップ

１．中核人材として求められる役割とは

２．組織を自分事として捉える当事者意識～オーナーシップ

３．周囲に影響力を与え、周りを動かす～リーダーシップ

４．上司の支援とメンバーのサポート～フォロワーシップ

５．他部署との調整、合意形成～コ・オペレーションシップ

６．まとめ　～現状の課題と今後の改善点

1.0日 26,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=11249

01BCC207
仕事の生産性向上研修　～明日から使えるマ

ルチタスク仕事術（１日間）

「マルチタスク」とは、複数の作業を同時並行で進めることで、多くの職種において求められるスキルだといわれています。しかし現実

的には人間の脳は一度に一つの仕事にしか集中できず、マルチタスクは生産性を下げるという意見も少なくありません。

マルチタスクを効率よくこなせる人というのは、一定期間に複数の課題を進行させることが上手くできている人を指しています。個人

の器用さという特性ではなく、結果としての実績を評価してのことなのです。本研修では、業務の組み立て方や生産性を阻害する

要因の取り除き方を解説し、明日からの仕事に取り入れられるようになることを目指します。

	

１．マルチタスクに関わるよくある悩みとは

２．マルチタスクとはシングルタスクの集合である

３．生産性ファーストで自分の仕事を組み立てる

４．仕事の生産性を阻害するものを排除する

５．リーダーに求められるマルチタスク能力

６．ビジネスツールの上手な活用

７．まとめ

1.0日 26,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=11537

01BCC209
図解力向上研修　～情報を整理し、分かりや

すくする編

本研修では、図解化の基本的な手法と、図解化するための基本となるロジカルシンキングの基礎を学びます。

【研修のポイント】

①図解とは～文章のみのコミュニケーションを補う手法

②図解とロジカルシンキング～伝えたい情報をまず整理し、構造化する

③問題解決における図解化～目的に適した図解の使い方

④データの図解化～効果的な数字の見せ方

１．分かりやすい資料を作ろう

２．図解の意義

３．図解思考とロジカルシンキング

４．図解化の３つのステップ

５．よく使われる図解パターン

６．総合演習①　論理図解

７．総合演習②　データ図解

1.0日 26,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=11547

01BCC211
（外国人・帰国子女向け）日本で働くための

ビジネス基礎研修

近年、日本で働く外国人の数が増加しています。しかし、慣れ親しんだ環境と大きく異なる日本の組織で働くことに、不安を抱えて

いる方も少なくありません。そこで本研修では、いち早く日本の組織に馴染み、気持ちよく働いていくために、日本独自の商習慣や

ビジネスマナーについて学んでいただきます。

１．日本人・日本の組織の考え方を知る

２．日本の組織における基本的なルール

３．ビジネスマナーの基本

４．まとめ

1.0日 30,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=11806

01BCC222
（営業向け）クロージング研修　～成約率を

上げるための引き出しを増やす

本研修ではお客さまの背中を押し成約を促すクロージング力を高めることで、成約率の高い営業担当者になっていただくことを目

指します。

ヒアリング、提案までは上手くいくが、クロージングの段階でどうすればよいのかわからないという若手・中堅営業のお悩みを解消でき

る研修です。 演習を通じて、クロージングテクニックを実践的に習得していただきます。

１．クロージングとは

２．クロージングのコツ①　～テストクロージング

３．クロージングのコツ②　～「成約の壁」を取り除く

４．クロージングのコツ③　～ＡＩＤＭＡで購買心理を刺激する

1.0日 26,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13568

01BCC223
営業力レベルアップ研修　～成果を出すための

原理・原則

本研修では若手や中堅営業の方を対象に、自身の営業活動を振り返りながら、「目標を達成する行動ができているのか」「戦略

的で効率的な営業活動ができているか」を徹底的に考えていただきます。

成果を出すための以下４つの原理・原則をお伝えします。

①自社を取り巻く環境を理解する

②ターゲットを絞り込む

③顧客へ効果的に提案する

④顧客単価を上げる

１．成果を上げる営業とは

２．自社を取り巻く環境を理解する

３．ターゲットを絞り込む

４．顧客へ効果的に提案する

５．顧客単価を上げる

1.0日 26,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13571

01CBB010
達成力強化研修～仕事を最後までやり抜く力

を身に付ける～

「仕事をやり抜く」ために必要な能力とゴールに向かって周囲を巻き込んで目的達成するための手法を学びます。

１．やり抜く力で利を得る

２．やり抜くために必要な４つの能力

３．「善い」目的をつくる

４．共感の場をつくり、ビジョンを前向きに伝える

５．ビジョンの実現に向け最適な人に動いてもらう

６．困難を乗り越える

７．まとめ

1.0日 26,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=9048

02GCB010 プロジェクトマネジメント基礎

本コースは、プロジェクトマネジメントの基本的なスキルを取得することを目的としています。

リーダーの役割を理解し、PMBOKに基づいて各管理項目を説明でき、体系的な計画立案ができるようになります。

また、適切なモデル、ツールなどを知り、実プロジェクトの中で選択できるようになります。

1.プロジェクト・ライフサイクル

2.プロジェクト・マネジャーとは

3.価値実現システム・原理原則

4.予測型（ウォーターフォール型）のプロジェクトマネジメント

5.アジャイル開発のプロジェクトマネジメント

2.0日 66,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1104

02GCB011 プロジェクトマネジメント実践

PMBOK第７版に基づき、ＩＴプロジェクトにおける計画立案を中心に、ケーススタディをとおして実践力を強化します。

1.プロジェクトマネジメントの基礎

2.プロジェクト立ち上げ、憲章

3.プロジェクト計画の策定

4.見積り

5.プロジェクトチームの設立育成

6.プロジェクトの実行とコントロール

7.プロジェクトやフェーズの終結

8.アジャイル、ハイブリッド

9.共通事項、原理・原則、他

3.0日 165,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1105

02GCB016 ＩＴプロジェクト成功のために　テスト・導入

単体テスト－導入工程で起こりがちなプロジェクト上の問題を理解しQCDを意識した改善提案ができることを目指します。

1.テスト・導入工程の位置づけテスト・導入工程の位置づけ

2.失敗プロジェクトのよくあるケース

3.進め方のポイント

4.演習

1.0日 33,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1109

02GCB018 ＩＴプロジェクト成功のために　上流工程

上流工程で起こりがちなプロジェクト上の問題を理解しQCDを意識した改善提案ができることを目指します。

1.上流工程の位置づけ

2.失敗プロジェクトのよくあるケース

3.進め方のポイント

4.演習

1.0日 33,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1111
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研修コード 研修名 研修内容 開催日数 価格（税込） URL

02GCB209 戦略とプロジェクト・ポートフォリオ・マネジメント

組織の戦略立案の概要を学び、その施策として実施されるプロジェクトの立案方法を基本を修得する上級PMを対象にしたプログ

ラムです。

・本コースは2022年度まで「組織戦略とプロジェクト・ポートフォリオ・マネジメント」として提供しておりました。

第1章　戦略と変革マネジメント

第2章　戦略を考える　※プログラムマネジメント含む

第3章　ポートフォリマネジメント概要

第4章　ポートフォリオ立上げ

第5章　ポートフォリオ計画

第6章　ポートフォリオ実行と最適化

※各章にて演習・ケーススタディを実施します。

2.0日 110,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1138

02GCB218
トラブルチームの活性術◆難しいメンバーを動

かす

トラブルチームには必ず難しいメンバーがいてチームに悪影響を与えています。例えば、トラブルや不具合を報告しない、自分のこと

ばかりで周囲への配慮が足りない、モチベーションが感じられない、指示待ちになっている、…等々。このようなとき、プロジェクト・マネ

ジャーであるあなたはうまく対応できていますか？　 「トラブルチームの活性術」シリーズは、このような難しいメンバーをマネジメントす

る上で必要なスキルを具体的に学ぶことはもちろん、ワークショップ参加者同士が成功＆失敗事例を通して、それぞれが自分に

合ったやり方を見つけ、現場ですぐに適用できるリアルな学びを特徴にしています。

 本コースでは特に、難しいメンバーに現在の問題や、将来起こるかもしれない問題に気づかせたり、逆に期待した成果につながる

行動を称賛することで、その人の本来の力を引き出し、チームのパフォーマンスを向上させ、プロジェクトの成功に繋げます。

1.目的／学習の進め方／学習成果

2.マイケース演習／ビデオ事例

3.現状実践度チェック

4.問題に気づかせるフィードバックのキーアクション

5.グループ演習／マイケースロールプレイ

6.アクションプラン

7.よい仕事を認める効果／できない理由

8.よい仕事を認めるキーアクション／アイデア／ビデオ事例

9.アクションプラン

1.0日 55,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1146

02GCB220
トラブルチームの活性術◆遠隔地とのコミュニ

ケーション

チームメンバーが遠隔地にいるプロジェクトではチームをまとめていく難易度が高くなります。なぜなら、メンバーのモチベーションや状況

が見えづらい、チームとしての一体感が醸成できない、進捗が遅れていることに気づかない、などの困難が想定されるためです。プロ

ジェクト・マネジャーであるあなたはうまく対応できていますか？

 「トラブルチームの活性術」シリーズは、このような状況をマネジメントする上で必要なスキルを具体的に学ぶことはもちろん、ワーク

ショップ参加者同士が成功＆失敗事例を通して、それぞれが自分に合ったやり方を見つけ、現場ですぐに適用できるリアルな学び

を特徴にしています。

 本コースでは、遠隔地にいるメンバーとも、グループ内の結束と個人のコミットメントを高めるコミュニケーションを行い、人材の多様

性と地理的な制約を越えて仕事を進めていくためのスキルを学びます。

1.目的／学習の進め方／学習成果

2.モチベーションを最大化する3つの心理的欲求

3.グループ内の結束／ビデオ事例／ケーススタディ

4.個人のコミットメント／ビデオ事例／マイケース演習

5.アクションプラン

6.プロジェクト・マネジャーに求められるリーダーシップの資質と原則

1.0日 55,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1147

02GCB221
【PDU対象】【現場体験型】最強プロジェクト・

チーム・マネジメント

強く活力のあるチームの作り方を、実践的な演習を通じて体得します。チーム・マネジメントの勘所を身につけられます。

1. プロジェクト失敗要因としてのチームの混乱要素を考える

2. チームの編成と運営

3. チームの活性化と生産性

4. メンバーの指導・育成

5. マネジメント力の発揮

6. 演習を通じてプロフェッショナル・スキルを発揮できたか

7. 個別実行計画の作成

2.0日 132,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1148

02GCB223
【PDU対象】【現場体験型】PMと営業のため

の企画・提案力

ケーススタディにより、プロジェクトの企画・提案段階に潜む失敗要因を認識します。その上で、ＰＭあるいは営業がビジネスの重

要局面において、プロジェクト管理技術・営業活動技術の重要点を踏まえた行動を取れるようになることを目指します。重要点の

講義とケーススタディ・演習で構成されたコースです。

1.ビジネス/プロジェクトの成功要因を考える

2.失敗プロジェクトに学ぶ

3.プロフェッショナル・ワーク

4.プロジェクトマネジメント技法

5.営業活動技法

6.担当ビジネスのリスクを考える

2.0日 132,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1150

02GCB224 【PDU対象】【現場体験型】進捗会議のツボ

進捗会議をプロジェクト成功のための最重要な場と位置付けます。進捗会議の目的を明確にし、その目的を達成できるために

は、何をどうすればいいかを学びます。 

 

1.進捗会議の目的 

2.スケジュールを守るために何をするか 

3.進捗会議をやってみましょう（ロールプレイ） 

4.進捗会議の重要ポイント 

5.遅れ対策 

6.変更管理 

7.リスク・マネジメント

1.0日 66,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1151

02GCB225
PRINCE2(R) ファンデーション ※ＩＴプレ

ナーズ主催

本コースは、日々プロジェクトに携わる方、これから携わろうとしている方を対象とした、PRINCE2のプロジェクト管理の方法論を学

習する3日間のコースです。

最終日にPRINCE2認定試験を実施し、合格するとPRINCE2(R)ファンデーション資格を取得することができます。

（テクニカル：6、リーダーシップ：10、ストラテジー：5　　合計：21）

１日目　はじめに・原則、チーム、プロセス・ビジネス・ケース・組織

２日目　品質・計画・リスク・変更・進捗・模擬試験

３日目　模擬試験レビュー・テーマ・認定試験

3.0日 275,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1152

02GCB226
PRINCE2(R)プラクティショナコース（試験付

き）

PRINCE2(R) (PRojects IN Controlled Environments)は、組織の全てのプロジェクトで使用できる共通のプロセス、役

割、および用語を提供し、効率的で有効なプロジェクト管理を実現します。この管理手法は、ヨーロッパを中心に世界のデファクト

スタンダードとなっており、官民問わずあらゆるプロジェクトの管理に使用されています。

本コースは、日々プロジェクトに携わる方、これから携わることになる方を対象として、PRINCE2(R)をビジネスの現場で実践するた

めの基礎知識の習得を目的としています。

最終日にPRINCE2(R)Practitioner認定試験を受験します。〔PDU対象コース:14PDU〕

（テクニカル：4、リーダーシップ：5、ストラテジー：5）

・PRINCE2(R)のプロジェクト管理手法

・PRINCE2(R)の利用および導入意義

・PRINCE2(R)の原則のプロジェクトへの適用

・品質、リスク、および利益の管理方法

・プロジェクトを時間通りに、予算や既定のビジネス・ケース内で完了する方法

・さまざまなプロジェクト環境に合わせてPRINCE2(R)を調整する方法

2.0日 264,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1153

02GCB229 パートナー連携

組織やプロジェクトの風土が良くなければ、プロジェクトマネジメント力、現場力を発揮することができません。そして、プロジェクトの

風土を良くするためには、ユーザー、情報システム部門、パートナー(ベンダー)が信頼関係を築き、プロジェクトを進めることが必須と

なります。「これまで通りで」「適当によろしくやってよ」とあぐらをかいていたりしませんか？

プロジェクトにとって最適なパートナーを選定し、信頼関係を構築できるPMになるためのポイントを、実践的な演習を交えながら学

びます。

1.パートナー連携の重要性と重点領域

2.パートナーの選定手順と評価基準

3.パートナーを含めたチーム作り、コミュニケーション

4.パートナー連携の問題と改善

1.0日 67,100円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1154

02GCB231 テストマネジメント

テストは、複雑な手順、複数メンバーでの連携作業です。本来は非常に高度なマネジメントが必要ですが、多くのIT組織では「現

場管理者の属人的ノウハウ」に頼ってテストが行われています。この「テスト管理者の豊富な経験」をノウハウ化・体系化したものが

本研修です。

本研修では、テストをマネジメントするプロセス・体制づくりや品質審査の「勘どころ」を学びます。「テストを機能させる管理の仕組

み」「テストチームの現場指揮の執り方」「テスト結果の評価の仕方」など、現場の成功体験に根ざしたノウハウを伝授します。

1.「テスト計画」を構想するプロセス、「テストの仕組み」のプランニング

2.機能するテストチーム体制

3.テストの仕組みとしての「準備項目」

4.テストの仕組みを作る「ライブラリアン」の役割

5.テストチームの実行指揮

6.「不具合発生時のふるまい方」の指導

7.品質評価の精度向上のため、整備すべきポイント

1.0日 67,100円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1156

02GCB242 ITアーキテクチャ・デザイン実践

ユーザーニーズに基づく相次ぐシステム化で、近年のシステムは巨大化、複雑化しています。その結果、ITがスピーディーな経営を

妨げたり、ITコストが利益を逼迫させている例は少なくありません。情報システムがROIに貢献するためには何に注力したら良いの

でしょうか？

本研修では、ビジネスモデルに基づいたITアーキテクチャの青写真を描く方法、TOBEモデルにめがけた段階的モダナイゼーション計

画について学びます。ケーススタディをもとに、グループワーク形式で体得します。

1.ビジネス戦略とIT戦略のリンク

2.ITアーキテクチャのデザイン

3.スケッチの手段

4.モダナイゼーション（移行）

5.IT投資ロードマップ作成のワークショップ

1.0日 67,100円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1163

02GCB246 ビジネスアナリシス応用【2日】

一連のビジネスアナリシス活動を具体的に「どの時点で、どんな方法で、何をするのか」を学ぶコースです。「ビジネスアナリシス基礎」

コースの応用編として、BA実務者、またはこれから実際にビジネスアナリシス活動を始める方向けのコースです。

※本コースは、BABOK V3.0に対応しています。

・本コースは2022年度まで「要求の引き出しとマネジメント」として提供しておりました。

イントロダクション

第1章ビジネスアナリシスとは

第2章戦略を理解する

第3章ビジネスアナリシスを計画する

第4章企画を策定する

第5章要求をマネジメントする

第6章要件を定義する

第7章ソリューションをレビューする

2.0日 110,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5429

https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1138
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1146
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1147
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1148
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1150
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1151
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1152
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1153
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1154
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1156
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1163
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5429


研修コード 研修名 研修内容 開催日数 価格（税込） URL

02GCB247 IT経営ストラテジ（IT戦略コース）【2日】

IT経営推進のマネジメントプロセスとして、IT経営実現領域の「IT戦略プロセス」および「IT利活用プロセス」を中心に学習しま

す。

本研修では企業ケース事例を用いながら、IT経営実現領域のITサービスやIT利活用のための戦略を立て、実行を評価する「IT

戦略プロセス」と、具体的なIT利活用実現に向けた活動である「IT利活用プロセス」の重要性を理解します。 本コースは、IT経

営推進プロセスガイドライン Ver.3.1に準拠し、ITコーディネータ協会のIT経営体感ケース研修の認定コースとされているため、IT

コーディネータ資格取得を目指す人にとっての推奨研修になっています。〔PDU：Strategic 16〕 〔ITC認定学習時間：16時

間〕

【講義Ⅰ】

　・IT経営推進プロセス ガイドラインの理解

【講義Ⅱ】

　・経営戦略プロセスの理解 （一部、業務改革プロセスを含む）

　・IT戦略プロセスの理解

【講義Ⅲ】

　・IT利活用プロセスの理解

【講義Ⅳ】

　・持続的成長認識プロセスの理解とまとめ

2.0日 88,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5430

02GCB251
【PDU対象】アジャイル・プロジェクト・マネジメン

ト【2日】

計画立案およびモニタリングで使用する主要なプラクティスを、プロジェクトの進行に合わせ演習形式で学習します。

併せてエンタープライズ・アジャイルおよびモダンアジャイルについても紹介します。

1. アジャイルの基本概念

2. チーム運営関連のプラクティス

3. プロセス関連のプラクティス

4. エンタープライズ・アジャイル

5. 導入事例

6. おわりに

2.0日 132,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5434

02GCB252
【PDU対象】マネジャーのためのITサービスマネ

ジメントとチームマネジメント

運用部門／ITサービス部門を円滑に運営し、チーム力を向上させるために必要な3つのマネジメントスキルを学習するコースです。

・ITサービスマネジメント

・チームマネジメント

・人材育成・成長支援

研修前半では、ITサービスマネジメントの基礎知識やポイントを学習するため、運用マネジャーになったばかりの方や運用マネジャー

候補の方に最適です。また、運用マネジャーの方もご自身の知識の再整理をすることができます。

研修後半では、コーチングやメンタルヘルス対策を中心としたマネジメントスキルに加え、チームを活性化するための活動・取り組み

やメンバーの成長支援を事例紹介やワークを交えて学びます。

1.ITサービスマネジメント概要

2.プロセス／機能の概要とポイント

3.運用部門／ITサービス部門のチームマネジメント

4.チームを活性化するための取り組み

1.0日 66,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1169

02GCB253 中堅社員のためのチームワークとリーダーシップ

私たちは大小様々なチームの中で仕事をしています。最大限に効果的に、効率よくチームが機能するためには、チームワークとリー

ダーシップの問題を避けて通ることはできません。リーダーシップは、リーダーだけが担う「役割」ではなく、チームメンバの誰もがそれぞ

れの立場で関わり、果たすことのできる「機能」です。プロジェクトマネージャやプロジェクトリーダーはもちろん、メンバ全員が発揮でき

るものなのです。

このコースでは、チームで働く際に起こる様々な事柄を題材に、チームワークとリーダーシップの各機能を学習します。既に「リーダー」

の役割を担っている方もこれから「リーダー」になる方も、メンバとして「リーダー」を補佐したい方もどなたにも「気づき」を得られる内容

です。

新任リーダーやリーダー候補者のためのコースです。「チーム作り」に悩んだり、「自分はどんなリーダーシップをとればよいのか」を迷った

りしている方にお薦めします。

1. チーム作りと信頼関係

2. 仕事達成に関するリーダーシップ

3. 人間関係に関するリーダーシップ

4. 活動計画　～良いリーダーになるために～

2.0日 121,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=7206

02GCB256
トラブルチームの活性術◆コンフリクトを解消す

る

・必要なスキルを具体的に学ぶことはもちろん、ワークショップ参加者同士が成功＆失敗事例を通して、それぞれが自分に合ったや

り方を見つけ、現場ですぐに適用できるリアルな学び

・グローバルリサーチベースの開発と効果的な学習プロセスによる、グローバルスタンダードな内容

・個人演習とグループ演習、ビデオやグループディスカッション、そして、マイケースを積極的に取り入れた実践的な学び

・チーム内のコンフリクトを乗り越えるキーアクション／ビデオ事例

・キーアクション活用のベストプラクティス

・否定的な反応への対応／ビデオ事例

・コンフリクトを乗り越える方法の整理

・アクションプラン

・プロジェクト・マネジャーに求められるリーダーシップの資質と原則

1.0日 55,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=7393

02GCB257 ビジネスアナリシス基礎

多くの人が、“ビジネスアナリシス”という領域を知らないまま、ビジネスアナリスト(BA)の役割を担っていたり、または、無意識にビジネ

スアナリシスを行っているのが現状です。

無意識にBA業務をしている組織のマネジャーや専門職の人は、BA業務は役職にかかわらず、企業にとって大きな価値をもたらす

ということを知らずにいることが多々あります。

このビジネスアナリシス基礎では、「ビジネスアナリシスとは」から始まり、BABOKの知識エリアに沿った形でビジネスアナリシスの基礎

的なフレームワークや考え方を学びます。

※本コースは、BABOK V3.0に対応しています。

・本コースは2022年度まで「BA基礎」として提供しておりました。

イントロダクション

第1章    ビジネスアナリシスとは

第2章    戦略を分析する

第3章    要求を引き出す

第4章    要求を分析する

第5章    要求をライフサイクルをマネジメントする

第6章    ソリューションを評価する

第7章    ビジネスアナリシスの計画を立てる

※各章にて演習・ケーススタディを実施します。

2.0日 88,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=7397

02GCB263

あなたらしいリーダーシップを見いだそう! - ストレ

ングスファインダー(R)・リーダーシップワークショッ

プ -

当コースは、「組織目標達成と課題解決を実現するより効果的なリーダーになりたい」、「メンバーが強みを活かし合うよい風土の

チーム作りを知りたい」とお考えの、組織やチームのリーダーの方を対象としています。

ストレングスファインダーからわかる自分の才能を活用して、自分自身に最も最適で唯一無二のリーダーシップスタイルを発見するこ

とを目指します。

1.ストレングスファインダーを知る

2.自身の才能を知る

3.リーダーとしての自己とチームの課題

4.自己のリーダーシップスタイルをテーラーメイドする

5.強みにフォーカスするリーダーになるために

1.0日 50,600円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=11241

02GCB264 トラブルアセスメントと復旧

問題が起きたプロジェクトのアセスメントの計画・実施、また最初の計画に戻すためのステップ・技法を学習する。この技術を学ぶこ

とにより、典型的なプロジェクトのミスを避けることも可能となる。スピード、正確さ、慎重さおよびスキルを用いて迅速に対応しなけ

ればならないプロジェクト・マネジャーにとって必須のプログラムです。

イントロダクション

第1章    トラブルのアセスメントと復旧とは

第2章    トラブルの理解と方針策定

第3章    トラブル・アセスメントの計画

第4章    トラブル・アセスメントの実施

第5章    トラブル復旧の計画

第6章    トラブル復旧の実施

第7章    トラブルの未然防止

※各章にて演習・ケーススタディを実施します。

2.0日 110,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=11248

02GCB266 PMのためのコスト・マネジメント

プロジェクトに従事する、経験2～5年目以上のプロジェクトリーダー/マネジャーの方が、プロジェクトのコスト構造、見積りとコスト・

ベースラインを理解し、適切にプロジェクトのコスト管理を行う手法を習得するコースです。

コースでは、過少見積りからのコスト不足、コスト超過、変更によるコスト管理など、実際のプロジェクトでよくあるケースを課題に設

定し、チーム演習を実施します。

1.はじめに

2.コストマネジメント計画

3.コスト・コントロール

1.0日 55,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13228

02GCB267 IT人材のためのプロジェクト入門

1. プロジェクトとは

2. プロジェクトの立上げ

3. プロジェクトの計画

4. プロジェクトの実行

5. 終結

1.0日 55,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13237

02GCG036
怒りのマネジメント研修～怒りの感情をコント

ロールし、部下指導を行う

部下の行動に対し、イライラしてしまうことは誰しもあることです。大切なのは、イライラしてしまった時に怒りの感情をそのままぶつけ

ず上手に部下を叱り、成長を促すことです。本研修では、自身の怒りの感情をコントロールするスキル（アンガーマネジメント）を

身につけます。自分がどんな時に怒りの感情を抱きやすいのか、普段の自分の行動を振り返って考えます。また、つい上司として怒

りたくなるような場面を想定したケーススタディを通じて、具体的な指導方法を考えていただきます。

１．「怒り」についての考え方

２．自分の怒りのサインに気づき、傾向を知る

３．怒りのセルフコントロール

４．部下指導における怒りのコントロール　～適切な叱り方

５．部下指導における怒りのコントロール　～対話の習慣化

６．まとめ

1.0日 30,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=7214

02GCG038

技術文書作成研修　～内容を正確に表現す

るためのライティング ー 文書作成と添削による

スキルアップ～

業務上で直面する課題や問題点、解決までの道筋、予定と進捗、及び結果と反省など、自部門内と関係する他部門との連携

を円滑に行うには、これらの情報を正確かつ迅速に伝えるためのライティング技術が求められます。また昨今、チャット等の文章や投

稿系SNSによるやりとりが増加していますが、欠点として、情報を伝えるべき相手を考慮した整理がなされず、単に時系列や主観

的な内容に陥り、時間や経営資源のロスとなるおそれがあります。

誇張や、冗長・無駄な表現から脱却し、正確に伝達するために必要な情報だけを選別・記述するライティングの基礎を習得しま

す。

この研修では、前半の講義で基礎を確認し、後半で受講者自身の文書作成及び講師の添削により、受講者各位の現状を再

認識し、スキルアップへの一助とします。

1.業務を計画的に遂行するための文書の役割

　・文章を書くとは？

　・わかりやすい文章とは？

2.日本語の特徴

　・言語の持つ曖昧さの再認識

　・日本型コミュニケーションの特徴

　・情報を正確にレポートするポイント

3.レポートの構成

4.例題

5.まとめと課題文書作成の確認

1.0日 38,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=11598

https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5430
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5434
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1169
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=7206
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=7393
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=7397
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=11241
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=11248
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13228
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13237
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=7214
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=11598


研修コード 研修名 研修内容 開催日数 価格（税込） URL

02GCG039
技術文書添削研修　～技術力向上及びチー

ム力強化のための添削技術～

情報を正確かつ迅速に伝えるためのライティング技術には個人差があり、そのばらつきを埋める役割が添削する側には求められま

す。そのためには準備と知識が求められことを意識し、添削者自身の欠落していた知識を埋めるなど、真摯に取り組まねばなりませ

ん。書き手が陥りやすい思い込みを、添削（赤ペンを入れること）を通じて書き手とは異なる立場から俯瞰した視点で排除し、論

理的な文章に転換させることで、円滑な業務やプロジェクト遂行の一助とし、チーム力の強化に貢献します。 

 

この研修では、前半の講義で添削するポイントを整理し、後半で受講者自身が添削した文書を講師が確認します。受講者各位

の現状を再認識し、添削技術向上の一助とします。 

 

1.業務文書の添削技術 

　・赤ペンを入れるとは？ 

　・添削前に押さえておく基本とは？ 

2.書き手が陥りやすい問題点の整理 

　・日本語の曖昧さの再認識 

　・日本型コミュニケーションの特徴 

　・書き手の思い込みの見極め方 

3.レポートの基本構成のチェック 

4.添削の例題 

5.まとめと文書の添削課題の確認

1.0日 38,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=11599

02GFB010
ITIL(R)4 ファンデーション認定資格取得コー

ス（試験付）

本コースはITIL(R)4のコアコンセプトを学ぶことのできるベーシックコースです。

コースを通じて原則や用語を学んだり、ITIL(R)4ファンデーション認定を取得するための準備ができます。

本コースはITIL(R)4ファンデーション試験付きとなります。

【コース概要】

【サービスマネジメントの主要なコンセプト】

【従うべき原則】

【サービスマネジメントの4つの側面】

【ITIL(R)サービスバリューシステム】

【継続的改善】

【ITIL(R)プラクティス】

3.0日 225,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=7354

02GFB011 はじめてのITサービスマネジメント

1．ITサービスマネジメントとは

・サービスとは

・ITサービスマネジメント（ITSM）とは

・ITサービスマネジメントの基本的な考え方

・なぜITサービスマネジメントが必要か？

2．プラクティスとしてのサービスマネジメント

・サービスの概念

・サービスマネジメントの概念

・プロセスと機能

・サービスライフサイクル

・役割と責任

・サービスと技術（DXとの関連）

3．ITILとは

・ITサービスマネジメントのガイドライン「ITIL」とは

・ITILの適用によるメリット

・ITIL資格制度

1.0日 33,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13262

02GFJ038
ウォーターフォールPMのためのアジャイル　～トラ

ンスフォーメーション実践演習

当コースは、実際にアジャイル型プロジェクトの経験はないものの、ウォーターフォール型では十分な経験を持ち、アジャイル型開発

についての知識はお持ちのPMの方に向けたコースです。

コースでは数名のチームに分かれ、モデリングツールを使ってウォーターフォールからアジャイルまでのシームレスなプロジェクトプランニン

グを体験いただきます。

図書館システムの開発を課題に、ウォーターフォール型プロジェクトによる初期開発、アジャイル型プロジェクトによる追加開発を想

定し、WBS、ガントチャートを作成し、組織ごとのコスト割合、成果物達成予測などを通して、ウォーターフォールとアジャイルの違い

やポイントを実践的に理解していただきます。

1.経営戦略とプロジェクト

2.スクラム概要

3.トランスフォーメーション実践演習(図書館システム)

3.3. アジャイル型開発計画の作成(追加開発)

2.0日 110,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13231

02GFJ042 アプリケーション方式設計

1．システム開発とアプリケーション方式設計

2．アプリケーションの構造設計

3．信頼性の確保

4．セキュリティの確保

5．例外処理設計

6．ログ出力

7．性能効率性

8．バッチ設計

2.0日 99,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13269

02GFN021 ITインフラ運用実践1

基本的なWebアプリケーションシステムの運用管理を想定し、具体例を交えながら運用管理に必要な関連技術を学習できま

す。また、座学だけでなく、統合監視ツールや構成管理ツールを用いた実機演習を通して、より実践的な運用業務を体感できま

す。

1.システム運用管理の概要

2.障害を検知する

3.定常業務を自動化する

4.稼働状況を把握する

5.サーバー構築を自動化する

6.ログを収集・管理する

7.仮想環境の運用管理

2.0日 143,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1512

02GFY004

ITIL(R)インターミディエイト・ケイパビリティ群 リ

リース、コントロールおよび妥当性確認(RCV)ブ

レンド（試験付き）【3日】

ITILサービスライフサイクルの実践およびサービスデリバリにおけるリリース、コントロールおよび妥当性確認（以下RCV）のプロセス

についてeラーニング（事前学習）を用いて3日間にわたり学びます。

RCVプロセスにおける実務レベルの活動や方法、アプローチに焦点をあて、認定資格保持者がサービスライフサイクルを通して、こ

れらのプロセスを実践できるようになることを目的としています。

また、受講者参加型のシナリオベースのトレーニングを採用し、受講者がITILベストプラクティスの原理原則を学び、認定試験に

合格するようサポートします。

本コースはPDU対象コースとなり、合計21PDUを付与します（テクニカル：7、リーダーシップ：7、ストラテジー：7）。

1.サービストランジション

2. 変更管理

3.サービス資産管理および構成管理

4. リリース管理および展開管理

5. サービスの妥当性確認およびテスト

6.要求実現

7. 変更評価

8.ナレッジ管理

9. 技術と導入に関する検討事項

10. 試験準備/模擬試験

11.資格試験

3.0日 354,200円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5453

02GFY006
ITIL(R)のためのTIPA(R)アセッサ（試験付

き）【3日】

TIPA(R)リードアセッサの指導のもとTIPA(R)の方法論をベースとしたプロセスアセスメントを実施する能力を身につけるためのコー

スです。TIPA(R)ツールボックスの使用、インタビューの実施のための準備、プロセスのアセスメントおよび評価、現在のIT サービス

マネジメントにおけるプロセス成熟度の測定、アセスメントレポートの作成、およびプロセス最適化のための提案について習得しま

す。

1.ITサービスマネジメントのプロセスアセスメント

2.プロジェクトにおける役割

3.定義および準備

4.アセスメント

5.分析

6.結果発表およびクローズ

7.シミュレーション

8.試験準備/模擬試験

9.資格試験

3.0日 308,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5455

03ADA100 すぐに役立つ貿易実務（基礎編）

＜研修のねらい＞

貿易の全体像をつかみ、国内取引との違いを理解し、貿易取引の抱えているリスクを回避するために貿易手続きがあることを理

解する。また貿易取引に必要不可欠な貿易取引条件（インコタームズ、貨物海上保険、貿易運送）の基礎知識を正しく理解

することを目的とする。

＜研修内容＞

Ⅰ．貿易取引のしくみ

Ⅱ．取引条件Ⅰ　～インコタームズ～

Ⅲ．取引条件Ⅱ　～貿易取引の運送～

Ⅳ．取引条件Ⅲ　～貨物海上保険～

Ⅴ．取引条件Ⅳ　～代金決済方法～

Ⅵ．輸出の実務

Ⅶ．輸入の実務

1.0日 33,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=2194

03ADA125
英文契約書の見方とチェックポイント(入門編・

半日)

＜研修のねらい＞

グローバル化の拡大に伴い、国際取引はますます多様化、複雑化しています。この流れの中で必要とされるのは、訴訟が起こって

からの受け身の対応ではなく、損害を可能な限り事前に回避しようとする予防的な契約知識です。

「英文契約書の見方とチェックポイント」研修は、「入門編」、「基礎編」、「応用編」の３部構成にて英文契約書を正しく読む力を

段階的に養います。

第1部にあたる「入門編」では、契約条件の初歩的な交渉や確認をできるようにするために不可欠とされる英米法のルールや一般

条項、基本的な頻出表現について学びます。これらのポイントを押さえることで、

第2部「基礎編」と第3部「応用編」で取り上げる各契約書の特別条項の理解につなげることを狙いとしています。

すべての契約の前提となる英米法のルールを知ることにより、英文契約書について気をつけなければならない最初のポイントが理解

できるようになります。また、英文契約書はどのようなタイプであっても、特別条項と一般条項とから構成され、共通した頻出表現が

使用されます。

ビジネス文書で用いられる英語と異なり、契約書で使用される英語の表現には決まったルールがあります。

このようなルールを知らない限り、いくら英語が得意でも、英文契約書が正しく読める、理解できるとは限りません。

英文契約書の研修は、とかく特別条項の理解を深めることに興味が惹かれるものですが、どの契約書に対しても対応できる基礎

力の第一歩はこのようなルールを学ぶことから積み上げられていきます。

「入門編」は、契約知識がない方や、英文契約書自体を扱ったことがないといった方向けの研修です。

次の「基礎編」も引き続き、契約書を正しく理解するための頻出用語のほか、契約条件の確認事項なども扱いますので、英文契

約書を扱う方には「基礎編」までの内容が必須の基礎知識となります。

0.5日 22,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=11413

https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=11599
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=7354
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13262
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13231
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13269
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1512
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5453
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5455
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=2194
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=11413


研修コード 研修名 研修内容 開催日数 価格（税込） URL

03ADA126
英文契約書の見方とチェックポイント(基礎編・

半日)

＜研修のねらい＞

グローバル化の拡大に伴い、国際取引はますます多様化、複雑化しています。この流れの中で必要とされるのは、訴訟が起こって

からの受け身の対応ではなく、損害を可能な限り事前に回避しようとする予防的な契約知識です。

「英文契約書の見方とチェックポイント」研修は、3部構成にて英文契約書を正しく読む力を段階的に養います。

本研修は、「英文契約書の見方とチェックポイント(入門編・半日)」研修を受講済みの方を対象にしています。

「基礎編」は「入門編」とともに、英文契約書を扱う方にとっては必修の研修です。

第2部にあたる「基礎編」は、秘密保持契約レベルの契約条件の交渉や確認をできるようにすることを目指して、英文契約書に

頻出する用語を「入門編」に引き続き学習します。

「入門編」は契約知識がない方や、英文契約書自体を扱ったことがないといった方向けの研修ですが、「基礎編」では、頻出用語

のほか、契約条件の確認事項なども扱います。英文契約書を正しく理解し、英語で対案を返すには、契約書で使用される英語

表現のルールをしっかりと理解しておく必要があります。

英文契約書を扱う方にとって、「基礎編」までの内容が必須の基礎知識となります。

また、本研修では、すべての契約の入り口となる「秘密保持契約書」を取り上げ、このタイプの契約書の特殊性、対価性とは何

か、秘密情報とは何かといった知識を確認しながら、契約に潜むリスクに注意し、スピーディーに正しく読む方法について学習しま

す。

本研修では一般条項についての説明は行わず、特別条項を中心とした講義内容になりますので、ご注意ください。

秘密保持契約から先の契約は今のところ取り扱わないという方であれば、「基礎編」までの学習で英文契約書の基礎知識が身に

つきます。知的財産権が関係する契約に関わる方に特におすすめの研修です。

0.5日 23,100円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=11414

03ADA127
英文契約書の見方とチェックポイント(応用編・

半日)

＜研修のねらい＞

グローバル化の拡大に伴い、国際取引はますます多様化、複雑化しています。この流れの中で必要とされるのは、訴訟が起こって

からの受け身の対応ではなく、損害を可能な限り事前に回避しようとする予防的な契約知識です。

「英文契約書の見方とチェックポイント」研修は、「入門編」、「基礎編」、「応用編」の３部構成にて英文契約書を正しく読む力を

段階的に養います。

本研修は「英文契約書の見方とチェックポイント(入門編・半日)」および「英文契約書の見方とチェックポイント(基礎編・半日)」

研修を受講済みの方を対象にしています。

第3部にあたる応用編では、ビジネス上でもっとも幅広く用いられる「売買契約書」と「業務委託契約書」を取り上げ、これらの契約

書の見方と注意すべきチェックポイントを実務上の観点から確認し、実践的な英文契約書の対応力を身につけます。

さらに、契約書の取引条件において検討を要する事項や英文契約に潜むリスクに具体的にどう対処するのかを、入門編、基礎編

でのポイントを振り返りながら確認していきます。

本研修では一般条項についての説明は行わず、特別条項を中心とした講義内容になりますので、ご注意ください。

秘密保持契約から先の契約の交渉に直接関わる方や国際法務、国際調達を担当する方に特におすすめの研修です。

0.5日 23,100円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=11415

03BAA020
財務基礎研修～３つの分析手法から財務諸

表を読みこなす

本研修では、財務諸表について、各項目やその数字にどんな意味が込められているのか、そこから何を読み取ることが出来るのかを

学んでいただきます。

【研修のポイント】

①企業会計についての基本を理解する

②財務諸表（損益計算書、貸借対照表、キャッシュ・フロー計算書）の基本を理解する

③さまざまな財務諸表を比較して、財務分析を行う

１．企業会計とは

２．知っておきたい簿記の枠組み

３．財務諸表の基本

４．財務諸表を読みこなす

５．総合演習問題

６．まとめ

1.0日 30,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=7776

03BAA021 コーポレート・ガバナンス（企業統治）研修

本研修では、役員や部長など企業経営に携わる方を対象に、コーポレートガバナンスの概要やコーポレートガバナンスの実現手

段、管理者として取るべき具体的行動などを学んでいただきます。ワークや事例などを通じて、コーポレートガバナンスの基本的な

知識や実践的な考え方を身につけます。

１．コーポレートガバナンスとは何か

２．会社の機関設計とコーポレートガバナンス

３．コーポレートガバナンス・コード概要

４．内部統制とは何か

５．管理者としての役割認識

６．まとめ

1.0日 40,700円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=7779

03BAG013 業務効率化と変革　～RPA、そしてDXへ～

業務・事業・企業・社会のデジタル化が全てのベースとなって来た今、その起点は「業務効率化」にあり、その要点は手法・手順と

その定着にあることを、RPAの導入展開の中から、演習も交え体感していただきます。あわせて、DX、Society5.0等への変革が、

本研修の延長上にあることを実感していただきます。

1.業務とデジタル化

2.業務効率化と変革

3.RPA導入展開の全体像俯瞰

4.業務選定ステップ

5.RPA実装と後続ステップ

6.プロジェクト発足ステップ

7.推進リーダと推進組織

8.変革への道　DX/Society5.0へ

1.0日 49,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=2304

03BAG024
ＲＰＡ／ＵｉＰａｔｈ研修～速習プログラ

ム（入門編）【２日間】

本研修は、ＵｉＰａｔｈ社公式の2種類の速習プログラム内の「入門編」です。

はじめに、ＲＰＡの概要を理解し、『どのような業務プロセスが適しているのか』を学習します。そして、業務担当者が関わるＲＰ

Ａ開発までの流れを理解し、現在の業務プロセスからＲＰＡ化を前提にした業務改善、業務選定方法を学べるステップ学習に

なっています。

次に、ＵｉＰａｔｈ　Ｓｔｕｄｉｏの基本操作を学習し、ＵｉＰａｔｈの特徴であるセレクター、処理の制御方法を理解

し、ＵｉＰａｔｈと業務のＲＰＡ化につなげます。

１．ＲＰＡと私たちの働き方の未来

２．ＲＰＡができること

３．ＵｉＰａｔｈ　ＲＰＡ の特徴

４．多岐にわたる業界や部門における自動化

５．ＵｉＰａｔｈ 製品概要

６．ＲＰＡ開発までの流れ

2.0日 99,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13792

02GAJ013 はじめての品質管理

1. 品質とは

2. 品質管理

3. 品質計画

4. 品質保証

5. 品質コントロール

6. 品質改善

1.0日 55,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13242

02GCB230
アジャイル開発落とし穴～失敗事例から学ぶ

～ （中級）

失敗事例を基に、アジャイル開発の原則に沿ってその原因と対策を立案する考え方を学び、アジャイル開発プロジェクト成功へ導

くヒントを持ち帰っていただきます。アジャイル開発の特徴を理解し、アジャイル開発チームを運営するヒントや注意点を学びます。

・アジャイル開発の概要とその原則

・アジャイル開発の原則を用いた失敗事例の分析

・失敗状態からの状況改善の方法

・失敗しないための予防方法の立案・原則の使い方

1.0日 67,100円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=7402

02GCB239 【PDU対象】ITコンサルタントの養成（基礎）

企業の課題は多様化しており、IT戦略策定やIT導入・活用など、ITに関する様々な局面でコンサルティング・サービスの重要性が

高まっています。情報化支援を行う企業においても、ITの導入を通じて顧客の経営課題を解決できるエンジニアの育成が急務と

なっています。

本コースでは、企業におけるIT化の全段階で発生する問題や課題について、専門的な知識や経験を用いて解決するプロフェッ

ショナル職位を、「ITコンサルタント」と位置づけ、ITコンサルタントに必要な主要の４つのスキルを習得します。中堅・ベテランエンジ

ニアのさらなるステップアップにも最適です。

1.ITコンサルタントとは

2.現状分析力

3.課題設定力

4.実行管理力

5.達成評価力

6.キャリア・プラン

2.0日 132,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1160

02GCB240
【PDU対象】ITコンサルタントの養成(IT戦略

編)

企業における情報技術の導入は一般的となり、多くの投資が行われています。投資効果をあげるためには、顕在化した現場の問

題や課題だけにとらわれず、経営課題に基づいたIT戦略を策定し、それに沿ってIT化構想を策定し、具体的な情報化計画を進

めていくことが重要です。このコースではITコンサルタントを目指す人を対象に、IT戦略立案に必要な知識を学び、実際にそれらの

使いこなすスキルを高めます。ITコンサルティングのプロセスにおける、IT戦略の策定からITの企画までを学び、調達文書の策定が

できることを目指します。

1.ITコンサルタントとは

2.IT戦略とは

3.ITの戦略的活用

4.ITの戦略的活用事例

5.IT戦略策定

6.IT企画

2.0日 132,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1161

02GCB241
【PDU対象】ITコンサルタントの養成(経営戦

略編)

今日の企業経営において、経営課題の解決には情報技術の活用が不可欠です。IT導入を成功させ投資効果を上げるために

は、まず経営戦略を適切に策定し、その戦略に沿って情報化を進めていくことが重要です。情報システムの戦略性が高まる中、IT

コンサルタントを目指す方は、経営戦略の立案に必要な技法の知識を身につけ、実際に使いこなすスキルを高めなければなりませ

ん。

このコースでは、経営戦略を立案する上で必要な技法の知識を身につけ、現場で活用できるようになることを目指します。

1.ITコンサルタントとは

2.経営戦略とは

3.代表的な経営戦略論

4.経営戦略策定方法

5.経営戦略策定での技法活用：SWOT分析技法

6.経営戦略策定での技法活用：仮説検証技法

2.0日 132,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1162

【技術塾】
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研修コード 研修名 研修内容 開催日数 価格（税込） URL

02GCB244 ITアーキテクトを目指す人のための定石習得

多くの企業において、既存システムの内部が複雑に絡み合った大規模構造になっており、ちょっとした変化に対応するだけでも大き

なコストと時間が掛かることが課題となっています。システムの構造(アーキテクチャ)のあり方が問われているわけですが、それを担うの

が「ITアーキテクト」です。

本研修は、「少ない投資で大きな効果を出せる」「柔軟性・拡張性が高く将来の変化に容易に対応できる」ITを作るために、シス

テム開発のライフサイクルを通じてITアーキテクトが認識しておくべきこと、果たすべきことを一気通貫、網羅的に学びます。

1.アーキテクチャとアーキテクト

2.ITプロセスとアーキテクチャの全体像

3.企画工程のアーキテクチャ定義

4.企画工程後のアーキテクチャ定義

5.要求からテクノロジーアーキテクチャへ

6.全体最適

7.全体最適に向けたマイグレーションの事例

1.0日 67,100円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1165

02GCB254 IT経営ストラテジ（経営戦略コース）

IT経営推進のマネジメントプロセスとして、経営課題を引き出し、経営改革を実現するために｢経営戦略プロセス｣を中心に学習

します。

本研修では企業ケース事例を用いながら、IT経営実現領域の経営戦略策定から、経営戦略実行、経営戦略評価段階にいた

るまでの一連のIT経営を推進する手順を学習します。 本コースは、IT経営推進プロセスガイドライン Ver.3.1に準拠し、ITコー

ディネータ協会のIT経営体感ケース研修の認定コースとされているため、ITコーディネータ資格取得を目指す人にとっての推奨研

修になっています。

１.IT経営推進プロセス　ガイドラインの理解

２.変革認識プロセスの理解

３.経営戦略プロセスの理解 （一部、業務改革プロセスを含む）

４.持続的成長認識プロセスの理解とまとめ

 

〔PDU：Strategic 16〕 〔ITC認定学習時間：16時間〕

2.0日 88,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=7208

02GCB255 CBAP(R)試験対策コース

CBAP(R)試験は米国の非営利団体IIBA（International Institute of Business Analysis）が認定する資格で唯一

日本語での受験が可能な資格です。そのCBAP(R)資格を取得するための試験対策として、CBAP(R)試験開始後、これまで弊

社が蓄積してきたノウハウを活用し、合格に向けた学習ポイントを習得します。

１.

・イントロダクション　－試験概要/受験申請手続き

・基本概念

・計画と監視

・引き出しとコラボレーション

2.

・戦略アナリシス

・要求分析とデザイン定義

・ソリューション評価

・基礎コンピテンシー

・要求ライフサイクル管理

３.

・パースペクティブ

・150問模擬試験

・解答解説

3.0日 165,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=7210

02GCB259 PMP(R) BOOT CAMP ～新試験対応版～

このコースはPMI(R)（Project Management Institute）認定のPMP(R)（Project Management Professional）

資格取得を目的としています。5日間の集中学習により、PMI(R)が作成、提供する公式の学習コンテンツをすべて消化します。

これにより、PMP(R)資格取得に必要なすべての知識を網羅的に学習することが可能です。

1. 高パフォーマンスのチームを組成する

2. プロジェクトを開始する

3. 作業の実行

4. 常にチームを軌道に乗せる

5. 常にビジネスを念頭に置く

5.0日 308,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=9027

02GCB260
【PDU対象】要求引き出しスキル実践ワーク

ショップ

このコースでは、顧客へのソリューション提案機会を増やし、受注につなげるために必要なスキルを、基礎から段階的に積み上げて

学習していきます。まず、顧客の真のニーズを引き出すために必要な、信頼関係の構築、傾聴、質問、問題解決を支援する会

話、に関するスキルを、ロールプレイ演習を通じて練習します。次に、相手に刺さる、選ばれる提案をするために、競合他社と差別

化し、付加価値を高めるためのポイントを学びます。最後に、顧客との初回商談を想定したロールプレイ演習を通じて、学習したス

キル、知識を総合的に習得していきます。

ロールプレイの事前準備では、顧客側は提案に対する期待値を設定し、提案側はニーズの仮説と検証のための質問を考えます。

演習後の振り返り、フィードバックでは、その期待値を超えて、次回の商談につなげることができたのか、顧客側から提案側へフィー

ドバックします。本番さながらの、緊張感のある商談ロールプレイを通じて、顧客の真のニーズをどの程度引き出せていたかを実感

し、今後の改善ポイントを明確にすることができます。

１章　顧客の真のニーズを引き出すスキル

２章　提案の方向性と範囲を決める

３章　提案を差別化し付加価値を高める

4.顧客のニーズを引き出す会話

2.0日 132,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=11060

02GCB261
戦略立案・実行計画を学ぶ２日間～経営視

点の習得～

めまぐるしく変化する昨今のビジネス環境下においては、競合企業に負けないスピード感でもって戦略を立案し、実現していくことが

求められます。

本研修では、5forcesやSWOT分析フレームワークを用いて、事業の外部環境・内部環境を整理、分析し、戦略を立案する方

法を学びます。そして、戦略を満たすソリューションを検討し、実現ロードマップを策定するまでの流れを、講義と演習と通じて学びま

す。戦略からロードマップ作成までを一つのケースで演習するため、つながりや重要なポイントが体感できます。

・5Forces、CrossSWOTなどの分析手法を用いたビジネス戦略の検討

・ビジネス戦略のブレイクダウンとソリューションの洗い出し

・ソリューションのグルーピングとロードマップの作成

2.0日 133,100円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=11234

02GCB262
ビジネスアナリシス入門～身近な事例から学ぶ

～

「ビジネスアナリシス」の重要性が謳われて久しくなります。しかし、そもそも「ビジネスアナリシス」とは何をすることなのでしょうか？何と

なく小難しく、敷居を高く感じていませんか？

本研修では、ビジネスアナリシスの3つの重要なポイント「戦略アナリシス」「要求アナリシスとデザイン」「ソリューション評価」について、

身近にあるサービスや実企業の取り組みなどを考察することで、ゼロから学びます。

・ビジネスアナリシスとは？

・BABOK(R)概要

・ビジネスモデルの把握

・要求の洗い出し

・評価項目の整理

1.0日 45,100円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=11238

02GFA224 コンピュータ基礎

コンピュータの構成要素と動作概要について紹介します。 

1.コンピューター概要 

2.ハードウェア 

3.ソフトウェア 

4.コンピューターの動作

1.0日 38,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13378

02GFA225 ビジネスに必要なICTリテラシー
全てのビジネスパーソンに必要なICTリテラシーについて、各技術の概要や位置づけ、つながりを学習します。 

1.ICTリテラシー 

2.ICTトレンド

1.0日 38,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13379

02GFJ001 オブジェクト指向概論

Java言語やC++言語などのオブジェクト指向言語を使いこなすために必要な、オブジェクト指向の基本概念を習得します。

1.オブジェクト指向の概要

2.オブジェクト指向のキーワード

（オブジェクト、クラス、メッセージ、オーバーロード）

3.クラス間の関係

4.オブジェクト指向のメカニズム

（カプセル化と情報隠蔽、ポリモーフィズム）

1.0日 34,100円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1427

02GFJ007 UML演習（オブジェクト指向分析・設計）

オブジェクト指向開発におけるUMLを使用した分析・設計について、基礎知識を演習をとおして習得します。

1.オブジェクト指向開発

2.ユースケースモデル

3.分析モデル

4.設計モデル

5.実装モデル（プログラム例）

2.0日 88,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1429

02GFJ013 システム要件定義

客先から必要な要件を引き出す重要性を理解し、要件定義として何をしなくてはいけないのかをケーススタディをとおして習得しま

す。

1.何故要求定義が必要か

2.要求の明確化（第1 ステップ）

3.現状の分析・As is モデル提示（第2 ステップ）

4.To be モデル提示（第3 ステップ）

5.総合・まとめ 整合性＆リスク（第4 ステップ）

2.0日 77,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1433

02GFJ027
Webシステム基盤アーキテクチャ概要 ～非機

能要件を意識したシステム設計～

高度な非機能要件を実現するシステム基盤について学習し要求される開発では「アプリケーションを意識したシステム基盤構築能

力」「システム基盤を考慮したアプリケーション開発能力」といったスキルが不可欠です。本コースでは、Webシステムの代表的な

アーキテクチャの全体像を解説した上で、各システム要素について設計の基本的な考え方とポイントを解説します。本コースを通

し、「プログラムを作るだけ」ではなく、ITシステムの全体像を見る目を養います。

1. Webシステムの概要と基盤の役割

2. フロントエンドサーバ群

3. Webアプリケーションサーバ群

4. データベースサーバ

5. 運用監視サーバ群

6. ネットワーク及びその他のサーバ

2.0日 110,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5436

02GFJ030
アジャイル・スクラム入門　-EXIN Agile

Scrum ファンデーション認定試験付き-

アジャイル開発の導入を計画、あるいは興味をお持ちのIT部門の開発担当者の方を対象に、スクラムを使った反復開発計画の

立案ができるようになるための2日間コースです。アジャイル開発の概要から、スクラム、XPのプラクティスについて解説します。演習

事例を使って、反復・リリース計画の作成をすることで、アジャイルな開発計画作りを演習を通して体感できます。最後にEXIN

SCRUM ファンデーションの認定資格のオンライン受験方法のガイドを行います。

（受講料にはEXIN SCRUM ファンデーションの認定資格試験受験料を含みます。受験は後日各自オンラインで行っていただき

ます。）

1.スクラム

2.アジャイルな計画

3.要求と要求レベル

4.計画

5.EXIN Agile Scrumファンデーション認定資格のオンライン試験受験方法ガイド

2.0日 154,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=7368

02GFJ031 DevOps入門

はじめてDevOpsを学ぶ方、DevOpsについて興味のある方に向けた入門コースです。

DevOpsについて、現状のITサービスの課題点とDevOps誕生の背景、人や組織のあるべき姿、素早い開発から本番環境への

リリース、それを実現するためのITサービスの全体プロセス、自動化ツールなどについて、1日でDevOpsの全体を初歩から学ぶこと

ができるコースです。

1.DevOpsの概要

2.原則と概念

3.プロセス

4.ツールとオートメーション

1.0日 55,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=7369

https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1165
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=7208
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=7210
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=9027
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=11060
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=11234
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https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=7368
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=7369
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02GFJ033 DevOpsプロフェッショナル認定試験コース

このコースは、DevOps導入に関心のある開発／運用系の中級技術者、プロジェクトマネージャーまたは管理者の方、DevOps

プロフェッショナル認定を目指す方に向けたコースです。

DevOpsについて、その基本概念および原則をなす3つの方法（フロー、フィードバック、学習および実験）を学び、それらが日常

の開発・運用業務に及ぼす影響を理解します。

コース内容は、DevOpsプロフェッショナル試験の合格に必須の知識範囲をカバーしており、コースの最後では、DevOpsプロフェッ

ショナル認定試験のオンライン受験方法のガイドを行います。

（受講料にはDevOpsプロフェッショナル認定資格試験受験料を含みます。受験は後日各自オンラインで行っていただきます。）

1章　DevOpsの導入

2章　第一の道:フロー

3章　第二の道:フィードバック

4章　第三の道:継続的な学習と実験

5章　情報セキュリティ、変更管理

2.0日 176,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=7372

02GFJ034 DevOpsマスター認定試験コース

DevOps導入に関心のある開発／運用系の上級技術者または管理者の方に向けたコースです。（受講料にはDevOpsマス

ター認定資格試験受験料を含みます。受験は後日各自オンラインで行っていただきます。）

DevOpsの概要から、アジャイル開発、継続的デリバリー、ITサービスマネジメント、Lean／TPSまで、DevOpsマスター認定資

格試験合格に必須の知識範囲を習得できます。

・DevOpsの全体概要(Enterprise DevOps)

・規律あるアジャイル開発

・継続的デリバリー

・ITサービスマネジメント

・Lean／TPSをもとにした

　　　DeVOpsの為の職場活性化の方法論

・模擬試験による準備

・DevOpsマスター認定 オンライン試験方法ガイド

2.0日 209,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=7373

02GFJ037
業績向上のための組織づくり研修～ＯＯＤＡ

ループで目的を達成する編

本研修では、環境変化のスピードが激しさを増しているビジネスの世界において、確実に業績を上げる組織を作るための新しい考

え方、「ＯＯＤＡ（ウーダ）ループ」を学びます。

ＯＯＤＡループとは、柔軟かつ迅速な意思決定の流れを４つのプロセスに分けてわかりやすく 理論化したものです。

①「Ｏ」（観察）→②「Ｏ」（方向付け）→③「Ｄ」（決断）→④「Ａ」（行動） 以上の４つのプロセスからサイクルは構成さ

れています。

ＯＯＤＡループをふまえ、刻々と変わる状況に臨機応変に対応ための組織のあり方、リーダーの振る舞い、事例を用いた講義と

ワークを通じて考え、現場における実践的な活用に繋げます。

※本研修における「ＯＯＤＡループ」は、米国海兵隊の行動様式をインソースにて研究したものです。

１．ＯＯＤＡループ　～目的達成のための意思決定理論

２．ＯＯＤＡを実現する組織のあり方

３．ＯＯＤＡを実現するリーダーのあり方

1.0日 40,700円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13225

02GFJ039
アジャイル開発ワークショップ　-Pythonでアジャ

イル開発の要点を体得しよう-

1．アジャイル開発ワークショップの概要

2．チーム開発の準備

3．スプリント

4．初日のふりかえり

5．スプリント

6．全体のふりかえり

2.0日 110,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13245

02GFJ040
アジャイル開発ワークショップ　-Javaでアジャイ

ル開発の要点を体得しよう-

JavaによるWebアプリケーションのスプリントを複数回繰り返すワークショップを通して、開発チームメンバーとしてアジャイル開発に

取り組む上での考え方や行動の勘所を修得します。

1．アジャイル開発ワークショップの概要

2．チーム開発の準備

3．スプリント

4．初日のふりかえり

5．スプリント

6．全体のふりかえり

2.0日 110,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13229

02GFJ041 システム開発のための外部設計

1．システム開発と外部設計

2．システム機能分析

3．演習１

4．オンライン・バッチ機能設計

5．外部インタフェース設計

6．データモデル設計

7．演習２

8．共通化設計

9．運用設計

10．移行設計

11．外部設計評価

12．演習３

3.0日 108,900円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13268

02GFJ043
非機能要件定義～非機能要求グレードの活

用～

1．要件定義の概要

・要件定義とは

・要件定義の種類と特徴

・要件定義とリスク

2．非機能要求グレード

・非機能要求グレードとは

・可用性

・性能・拡張性

・運用・保守性

・移行性

・セキュリティ

・システム環境・エコロジー

・【シナリオベースの演習】

2．非機能要求グレード

・続き

3．非機能要件定義の内容

・非機能要件定義の要素

・非機能要件の定義

1.0日 44,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13265

02GFM009 UNIX/Linux操作入門

簡単なコマンドの使い方とファイルの取り扱いを習得します。

1.UNIX/Linux概要

2.基本操作

3.ファイルシステム

4.ファイル操作

5.viエディタ

6.アクセス権の設定

7.プロセス

8.シェル

2.0日 55,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1457

02GFM015 データベース基礎

データベースの概念、DBMSの使用目的、SQL文の概要などデータベース技術理解に必要な基本的な考え方についてご紹介し

ます。

1.データベースとは

2.リレーショナルデータベース

3.データの定義とプログラミング

4.データ操作とトランザクション

5.データベース・セキュリティ

1.0日 37,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1463

02GFM016 SQL基礎

リレーショナル・データベース操作の基本であるSQL文を習得します。

1.問合せ

2.副問合せ

3.複数表に対する問合せ

4.データ操作

5.データ定義

6.オブジェクト権限

2.0日 75,900円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1464

02GFM026 プログラミング導入

プログラミングの基本事項を習得します。

C言語を例に、プログラミング言語に共通の用語と考え方を習得します。

1.プログラムとは

2.プログラム作成の順序

3.制御文

4.データの扱い

5.関数

6.データ構造とアルゴリズム

1.0日 28,600円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1473

02GFM027 C++プログラミング

オブジェクト指向言語であるC++の文法を習得します。

1.C++の基本文法

2.クラス

3.継承

4.純粋仮想関数とポリモーフィズム

5.コンストラクタとデストラクタの注意点

6.STL

7.例外処理

3.0日 94,600円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1474

02GFM046 C言語プログラミング ステップアップ

実務に役立つプログラミングテクニックを演習を通して習得します。

分割コンパイルとライブラリ作成について習得します。

1. 実践に役立つプログラミング技術

（コーディング規約、データの扱い、、制御文、関数、プログラムの実行）

2. 間違えやすい落とし穴

（変数の落とし穴、関数の落とし穴、ポインタの落とし穴）

3. 構造化プログラミング

（構造化プログラミング、関数の分割、構造化分析・設計）

4. 分割コンパイル

（分割コンパイル、分割コンパイル時の注意点、ヘッダファイルの活用）

5. ライブラリ作成

（ライブラリ、静的リンクと動的リンク）

6. makeコマンドとメイクファイル

（makeコマンド、メイクファイル、makeの実行、メイクファイルのマクロ）

2.0日 75,900円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1488
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02GFM049 C言語プログラミング１　基本文法編

C言語の変数や制御文など、基礎的な文法を習得します。

1.Cプログラム

2.データの扱い

3.標準入出力関数

4.制御文

5.配列

6.構造体

2.0日 66,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1491

02GFM050 C言語プログラミング２　関数とポインタ編

C言語の関数やポインタ変数を使用したプログラムの作成方法を習得します。 

 

（導入）「C言語プログラミング１　基本文法編」の復習 

1.関数1 

2.ポインタ 

3.関数2 

4.ファイル入出力 

5.プリプロセッサ

2.0日 66,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1492

02GFM053 Python初級編

Pythonを初めて利用する方を対象としている初級トレーニングです。フローチャートによって表現されたアルゴリズムやプロセスを読

める方が、Pythonの基本文法や簡単なアプリケーションを実装できるようになります。

◆プログラミングとPython

◆プログラムファイルの作成と実行

◆リストとループ処理

◆関数

◆モジュール

◆ユーザ入力

1.0日 44,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1495

02GFM054 Python中級編

Pythonの基本的な文法を理解している方を対象としている中級トレーニングで、汎用目的でのプログラムを書けるようになるため

の必要な知識を習得します。Python 3 エンジニア認定基礎試験に対応の模擬試験を利用できます。

◆オブジェクト指向入門

◆クラス

◆ファイル処理

◆例外処理

◆補足

1.0日 55,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1496

02GFM056
機械学習のためのPythonベーススキル ～

scikit-learnで機械学習をはじめよう～

Pythonの基本文法を学習された方を対象に、機械学習で使用される拡張モジュールの基本的な使用方法を学びます。

機械学習で使用される拡張モジュール(NumPy、pandas、Matplotlib、scikit-learn)の基本的な使用方法を学習します。

本コースは各モジュールの使い方についての基本的な文法を解説しているコースです。

機械学習のアルゴリズム詳細や精度向上の方法については別講座をご用意しておりますのでご受講ください。

1.人工知能と学習モデル作成の流れ

　　人工知能と機械学習、Python、学習モデル作成の手順、学習データ準備

2.Python基礎

　　実行環境、環境設定、Pythonの基礎文法

3.データの前処理と拡張モジュール

　　様々な拡張モジュール(NumPy、pandas、Matplotlib)、データの読み込みと生成、

　　データの可視化、データの確認と統計情報、データのクレンジング

4.機械学習で使用される学習機能

　　機械学習、scikit-learn、学習と評価

1.0日 49,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=8753

02GFM057 Pythonネットワーク編

ネットワーク上の管理のために、普段行っている作業をPythonで実装する知識を得ることができます。

コマンドライン操作や、ログを取得して処理を行うなど実践的な内容を含みます。

インフラの構築と運用

自動化に使われる技術の概要

REST APIの仕組みと操作手法

仮想ルータの操作とAPIの設計手法

ネットワーク機器向けのライブラリ

1.0日 66,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=10994

02GFM058 Pythonサーバ編

Pythonでオンプレミスのサーバ仮想化環境や、パブリッククラウドの仮想サーバを操作する方法を学習します。

1章　サーバ仮想化と運用

2章　VMware vSphereの操作

3章　VMware vSphereの監視

4章　Windowsサーバの監視

5章　バブリッククラウドの操作

1.0日 66,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=10995

02GFM059 Python自動化編

サーバやネットワークを監視・管理するエンジニアの業務をPythonを用いて自動化するための技術を習得します。

◆正規表現

◆ファイル管理

◆CSVファイル、JSONデータ

◆Excel操作

◆PDFの操作

◆ログ制御

◆電子メール、SMS

◆時間制御、スケジューリング

1.0日 66,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=10996

02GFM060
Pythonデータ分析編 ～Python3エンジニア

認定データ分析試験対応～

Pythonを使ったデータ分析の知識を体系的に学び、プログラミングやライブラリを使ったハンズオンを通してデータ分析の実践力を

習得します。

1.数学のおさらい

2.データ分析ライブラリ

3.機械学習の概念

4.scikit-learnを使った機械学習の実践

2.0日 99,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=10997

02GFN001 TCP/IPネットワーク基礎

LANを構築する代表的な規格であるイーサネット、業界標準のプロトコルであるTCP/IPの仕組みなど、ネットワークの基礎技術に

ついて習得します。

1. ネットワーク概要（ネットワークの定義、プロトコルと階層）

2. イーサネット（LANの規格、MACアドレス、ネットワークの構成）

3. TCP/IPのネットワーク層プロトコル（IPアドレス、ルーティング）

4. TCP/IPのトランスポート層プロトコル（TCP、UDPの特徴）

5. TCP/IPのアプリケーション層プロトコル

1.0日 33,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1497

02GFN004 TCP/IPネットワーク実習

様々な実習を通じて、ネットワークの知識を再確認します。

1.カプセル化

2.IPアドレッシング

3.ネットワーク接続機器

4.ルーティング

5.トラブルシューティングで使用するコマンド

1.0日 38,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1499

02GFN006 IPルーティング基礎

IPルーティングの基本的な知識とルーティングを行うために必要な情報を習得します。

シスコシステムズ社製のルータを使って、ルーティングの設定実習を行います。

1.ルータの役割(ルーティングの概要、ネットワークを構成する機器と役割)

2.IPアドレッシング（IPアドレスとその役割、IPアドレッシング演習）

3.IPルーティング（ルーティングの流れ、ルーティングテーブルの作成方法）

4.RIP（RIPの特徴、RIPの動作）

5.OSPF（OSPFの特徴、OSPFの動作）

6.接続の確認（PING、TRACEROUTE）

2.0日 82,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1501

02GFN007 L2/L3スイッチ

スイッチングの基本的な知識とVLANを構築するために必要な知識を習得します。スイッチング、VLANの実装技術の設定実習を

行います。

1.ネットワークの基礎知識（OSI参照モデルとTCP/IPプロトコルスタック、イーサネットの規格とアクセス制御、ネットワークの中継

機器）

2.スイッチの機能（ポートミラーリング、リンクアグリゲーション、STP、VLAN）

3.ルータ機能

（IPルーティング、フィルタリング、VRRP）

4.優先制御（QoS）

2.0日 82,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1502

02GFN008 LAN設計演習

LAN設計知識をケーススタディや演習をとおして習得します。

1.ネットワーク要求定義-運用

・ネットワーク要求定義

・ネットワーク設計

・ネットワーク構築とテスト

・運用と保守

2.LAN設計事例と考え方

・要求定義、論理理論、物理設計

・トラフィック分析

・性能計算、伝送速度、回線利用率

・伝送時間、応答速度

・待ち行列理論、計算演習

・回線負荷の方針

・アプリケーションアーキテクチャ

・信頼性設計、安全設計

3.物理設計演習

4.ケーススタディLAN設計演習

・個人演習→グループ演習→発表

5.LAN性能改善提案演習

・個人演習→グループ演習→発表

2.0日 77,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1503

02GFN018 ネットワークサービスの仕組み

DNS、Web、メール、プロキシといったネットワークサービスの仕組みについて学びます。

1.ネットワークの仕組み

2.DNSの仕組み

3.WWWの仕組み

4.メールの仕組み

5.プロキシの仕組み

1.0日 38,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1509

https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1491
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1492
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1495
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1496
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=8753
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=10994
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=10995
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=10996
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=10997
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1497
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1499
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1501
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1502
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1503
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1509
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02GFN019 ネットワーク設計

無線LANやネットワーク仮想化を考慮したLANおよびWANの設計知識について、ケーススタディや演習問題を通して習得しま

す。

・LANとWAN、設計の手順

・要件定義と設計のポイント

・最新機器　スタックスイッチ技術、ＶＳＳ

・無線LAN、無線プロトコル、無線機器、無線規格、無線セキュリティ、設計のポイント、問題演習

・WAN回線の特徴

・WANサービス、仕様と費用、問題演習

・インターネット回線の特徴

・インターネットサーバーの役割（Web、DNS、プロキシ、リバースプロキシ、SMTP、SNMP、DNS）

・NAT、ＮＡＰＴ

・セキュリティ設計、ファイアーウォール、DMZ、UTM、負荷分散

・IP-VPN、インターネットVPN、Ipsec、ｅVLAN、問題演習

・仮想化技術、VLAN、VXLAN、SDN、OpenFlow、NFV、問題演習

2.0日 77,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1510

02GFN022 ITインフラ構築実践1

企業ITインフラで使用されるWeb、DNS、認証などの各種サーバの役割や構成方法を、WindowsおよびLinuxベースのサー

バー構築演習を通して学習します。また、ネットワーク、ストレージシステムやサーバー仮想化テクノロジなどのデータセンター技術に

ついても学習することで、ITインフラで使用されるシステムの全般的な知識を修得することができます。

1. DHCP、DNSサーバー

2. Windowsネットワークの構成

3. Webサーバー、プロキシサーバー

4. サーバーアーキテクチャ

5.ネットワーク

6. PKI、ネットワーク認証サービス

7. サーバー監視

3.0日 231,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1513

02GFN028
ネットワーク入門　～ネットワークを学ぶ際のはじ

めの一歩を踏み出そう～

ネットワークの用語や概要を理解し、ネットワークの構成要素を学習します。

1．ネットワーク概要

2．通信の手順と使用する機器

3．LANとWAN

4．ネットワークサービス

5．ネットワークの利用例

1.0日 30,800円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1519

02GFN029
CCNA ( Implementing and

Administering Cisco Solutions)【5日】

このコースはCCNA認定の取得を目指す方、および基本的なIPv4/IPv6ネットワークの導入、設定、運用に携わるネットワーク技

術者のために作られています。このコースではスイッチ、ルータ、ワイヤレスLANコントローラなどのネットワークデバイスの導入、設定、

運用の方法について、講義とラボ演習を通じて学習します。

5.0日 330,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5440

02GFN030

ENCOR (Implementing and Operating

Cisco Enterprise Network Core

Technologies)【5日】

このコースはCCNP Enterprise認定の取得を目指す方、およびプロフェッショナルレベルのネットワーク技術者のために作られてい

ます。このコースでは、エンタープライズネットワークのインストール、構成、運用、およびトラブルシューティングに必要な知識とスキルに

ついて、講義とラボ演習を通じて学習します。

5.0日 330,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5441

02GFN031

ENARSI (Implementing Cisco

Enterprise Advanced Routing and

Services )【5日】

このコースはCCNP Enterprise認定の取得を目指す方、およびプロフェッショナルレベルのネットワーク技術者のために作られてい

ます。このコースでは、IPv4/IPv6エンタープライズネットワークの導入、設定、運用およびトラブルシューティングに必要な知識と技

術を、講義とラボ演習を通じて学習します。ENCORコースに含まれる内容のうち、主に高度なルーティングとネットワークインフラス

トラクチャに関して深く掘り下げて学習します。ENCORコースに含まれる内容のうち、主に高度なルーティングとネットワークインフラス

トラクチャに関して深く掘り下げて学習します。

5.0日 396,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5442

02GFN032 運用設計の基礎

1．システムライフサイクルにおける「運用」

2．「運用設計」とは

3．「運用設計」の手法

4．「運用設計書」の種類と作成

2.0日 99,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13266

02GFN033
運用設計の実践～運用設計書の書き方を学

ぶ～

1．運用設計とは 

2．要件定義工程の活動 

3．設計工程の活動 

4．導入工程の活動 

5．運用工程の活動

2.0日 110,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13224

02GFN034
ITインフラ運用実践2 ～IaCによるインフラ運

用を体験する～

1. インフラ運用とIaC

2. 構成管理ツールの基礎

3. 構成管理ツールの応用

4. VCSによるバージョン管理

5. 継続的インテグレーション

6. クラウド環境の構成管理

2.0日 154,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13233

02GFN035

～インシデント管理を中心とした運用業務の注

意すべきポイント～システム運用業務講座

（ファーストステップ）

本コースでは、システム運用業務の概要について学習します。

システム運用業務の位置づけやシステム運用業務には欠かせないオペレータの役割を紹介します。システム運用業務の中で多く

を占めるインシデント管理を軸に、オペレータ、運用技術者、運用管理者の役割や注意すべきポイントを紹介しています。本コース

の最後に擬似的にシステム運用を体感できるワークショップが用意されていますので、机上での学習だけでなく実践的に研修内容

を学習することができます。

ITサービスマネジメントのベストプラクティスの考え方をベースに、現場に即した形にした研修です。これから運用の業務を行う方、あ

るいは今後ITILの勉強をしようと思っている方にもお勧めです。

1.システム運用の概要

2.サービスデスク

3.監視業務

4.インシデント管理（障害対応）

5.定型作業

2.0日 143,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13380

02GFN036 Linuxシステム管理入門

本コースでは、スタンドアロンシステムにおけるLinuxシステム管理業務を学習します。

1人1台のLinuxマシンを使い演習を行いますので、Linux管理未経験の方も、自分のペースでしっかりと学習することができます。

本コースを受講することで、システム管理者としてLinuxシステムの管理を行うための知識を修得することができます。

1. システム管理概要

2. パッケージ管理

3. システムの起動と停止

4. ネットワーク設定

5. アカウント管理

6. ディスク管理

7. バックアップとリストア

8. ジョブスケジューリング

9. ログ管理

3.0日 148,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13381

02GFO010 Webセキュリティ設計実装講座

巧妙化・複雑化するインターネットからの攻撃に備え、Web アプリケーションをより安全に設計、構築する必要があります。本コース

では、実際のWeb サイト作成に役立つ、より実践的なセキュアコーディング手法と、最新の攻撃動向を踏まえての脆弱性の自己

点検の手法を習得することができます。

1.要件定義フェーズでの考慮事項

2.設計フェーズでの考慮事項

3.実装フェーズでの考慮事項

1.0日 154,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1525

02GFO011 セキュリティオペレーション実践コース　中級編

実際に JSOC のセキュリティアナリスト養成に使用されているカリキュラムを凝縮し、様々なログや通信から、攻撃の痕跡を検出・

判断するポイントを習得していただきます。最終的には、攻撃の検証から検出、成否判断までを自ら試行することで、PSOC や

CSIRT 等で技術を担当する方が実環境に応用可能で実践的な技術の習得を目指します。

1.Apacheログ解析

2.Snort IDS

3.IDSの特性と限界

4.攻撃通信解析 基礎編

5.Proxyサーバログ解析

6.不審なアウトバウンド通信解析

7.Metasploit

8.総合演習

2.0日 275,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1526

02GFO013
マルウェア解析ハンズオン専門コース　～動的

解析・静的解析～

マルウェア解析ハンズオン入門コースの上位コースとして、マルウェアに施された耐解析機能への対応手法や隠された機能を特定す

る手法などを習得します。

最終日には、入門・専門を通じて習得した各種技術を用いて、マルウェア解析の総合演習を行います。

1. 耐解析機能と概要

2. アセンブラ

3. デバッガとその使い方

4. 耐解析機能の回避

5. マニュアルアンパックと必要な知識

6. マニュアルアンパック実践

7. 静的解析

8. 簡易静的解析

9. IDA入門

10. IDA実践

11. 演習と時間短縮テクニック

12. 総合演習.Ｉ

13. 総合演習.II

3.0日 495,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1528

02GFO014 マルウェア解析ハンズオン入門コース

ウイルス対策ソフトやフォレンジック分析によって発見されたマルウェアの解析手法を学びます。基礎的な実行形式のマルウェアの解

析手法について一から学習した後、解析担当者が実務として良くある例を基に演習を行います。

1.マルウェアとは

2.マルウェア解析とポイント

3.マルウェア解析の流れ

4. 解析環境の構築

5.表層解析

6. 簡易動的解析.I

7. 簡易動的解析.II

8.ファイルレスマルウェアへの対応

9.文書型マルウェアへの対応

10.その他のマルウェアへの対応方法やツールの紹介

11.総合演習

12. 解析困難なマルウェアとその理由

2.0日 330,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1529

02GFO015

攻撃手法解説コース ～脆弱性を狙う攻撃を

実践し、防御のための知識と技術を身につける

～

情報システムへの攻撃手法や攻撃による影響を理解し、組織におけるリスクや対策を検討することができます。セキュリティ専門

コースの基礎となるコースですので、専門コース受講前の土台としての受講をお勧めします。

1.不正アクセスのアプロ―チ

2.情報収集

3.プラットフォームを狙った攻撃

4.Webアプリケーションを狙った攻撃

5.マルウェアの脅威

6.攻撃に対する対策のアプローチ

2.0日 214,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1530

https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1510
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https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5442
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13266
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13224
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13233
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13380
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https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1525
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1526
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1528
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1529
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1530
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02GFO017
デジタル・フォレンジックコース　～侵害調査の基

礎訓練～

このコースは、初動対応編で確認したマルウェア（※1）をベースに、Windows環境において侵害状況を判断する上で必要とな

る基本的な流れを演習形式で学びます。標的型攻撃（※2）などで利用される一般的な攻撃手口（※3）に対して、初期調

査の項目例としては、NTFS USNジャーナルの解析、簡易的なファイルシステム・タイムラインの追跡、レジストリ内のプログラム実

行痕跡、メモリ内の文字列痕跡、イベントログにおけるログオン状況の調査などが必要となります。本格的なコンピュータ・フォレン

ジック調査を実施する前段階として、早期に侵害状況を把握するための簡易的な調査手法と共に、被害拡大を抑止するために

必要な影響範囲の判断方法などについても学びます。

※1 RAT：Remote Access Trojan/Remote. Administration Tool

※2 APT：Advanced Persistent Threat

※3 TTPs：Tactics, Techniques and Procedures

1.NTFSジャーナル

2.タイムライン（ファイルシステム）

3.プログラム実行痕跡（プリフェッチ）

4.プログラム実行痕跡（レジストリ）

5.イベントログ（セキュリティ）

6.認証情報の不正利用

7.メモリイメージの分析

8.ファイルカービング

2.0日 330,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1532

02GFO021
情報セキュリティ事故対応2日コース　実機演

習編

組織において情報セキュリティ事故が発生した際の対応方法を学ぶコースです。

座学でラックの事故対応のノウハウを学習した後、ファイアウォールやサーバで構成された実機環境を使用し、実際に事故が起きた

想定で演習を行います。お客様への謝罪のタイミング、サービスを止めるか否かなどのハンドリングを行う方はもちろん、サーバのログ

調査を行うシステム担当者におすすめです。

1.インシデントレスポンス座学

2.インシデントレスポンス実機訓練－訓練説明

3.インシデントレスポンス実機訓練（1回目）

4.情報セキュリティ最新動向

5.インシデントレスポンス実機訓練（2回目）

2.0日 198,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1535

02GFO022 セキュリティオペレーション実践コース　初級編

実際にJSOCのセキュリティアナリスト養成に使用されているカリキュラムから、ログや通信内容を確認する機会が多いHTTP通信を

題材に、攻撃の痕跡を発見・分析できるようなポイントを学習します。最終的には、Webサーバが攻撃通信によって受けた影響を

自ら発見、判断できるよう、実践的な技術の習得を目指します。

1.HTTPの基礎知識

　・HTTPの通信がどのようにやり取りされているかを学習

2.Webサーバのアクセスログ

　・ログに保存される内容、分析に必要な観点

3.Wireshark

　・実際にツールを使用し、所望の通信内容を確認できる手法を学習

4.攻撃通信解析

　・Webアプリケーションに対する基本的な攻撃通信をアクセスログとパケットキャプチャから解析

5.総合演習

　・攻撃を発見、解析する手法を学ぶ演習

1.0日 165,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5443

02GFO024 情報セキュリティ エッセンシャルズ【試験付き】

情報セキュリティの基礎を学ぶコースです。

情報セキュリティのCIA（機密性、完全性、可用性）、脅威と脆弱性、ビジネスインパクト分析、リスクアセスメント、ISO/IEC

27002 などのセキュリティフレームワークまで、情報セキュリティに関する基本的な概念や用語を学ぶことが出来ます。

試験はEXIN Anywhere によるオンライン試験になります。

試験に不合格の場合でも、受講後1年間再試験無料

CISSP資格をお持ちの方は、このコースを受講するとCPEクレジットが12ポイント申請できます。

■情報セキュリティ概要

■リスク管理

■情報セキュリティ管理

■JIS Q 27002実施の手引きとセキュリティ対策

2.0日 176,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1533

02GFO026
CND3 (Certified Network Defender

(3days))【3日】

ネットワーク技術者がITセキュリティインシデントの初期段階からセキュリティに関する“防御、検出、対応、予測”ができ、企業や組

織における事態の悪化を最小化し、ネットワークの構築や再構築時にも潜在的なリスクを排除することができるようにするための短

期集中スキル習得プログラムです。

ネットワーク攻撃と防御戦略

ネットワークセキュリティの管理

ネットワークセキュリティ技術

ネットワーク境界セキュリティ

エンドポイントセキュリティ - Windowsシステム

エンドポイントセキュリティ - Linuxシステム

エンドポイントセキュリティ - モバイルデバイス

エンドポイントセキュリティ - IoTデバイス

アプリケーションセキュリティの管理

データセキュリティ

エンタープライズ仮想ネットワークセキュリティ

エンタープライズクラウドネットワークセキュリティ

エンタープライズワイヤレスネットワークセキュリティ

ネットワークトラフィックモニタリングと分析

ネットワークログモニタリングと分析

インシデントレスポンスとフォレンジック調査

ビジネス継続とディザスタリカバリ

リスク管理によるリスク予測

脅威の表面分析による脅威評価

サイバー脅威インテリジェンスによる脅威予測

3.0日 360,800円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5447

02GFO027 CEH (Certified Ethical Hacker)【5日】

セキュリティ脅威、攻撃ベクトルと、ハッキングの技術、手法、ツール、技巧、情報セキュリティ対策のリアルタイムでの実演/実用に重

点を置いている、エシカルハッキング(ホワイトハッカー養成)のエントリープログラムです。

1．ホワイトハッキングの紹介

2．フットプリンティングと調査

3．ネットワークの診断

4．列挙

5．脆弱性分析

6．システムハッキング

7．マルウェアの脅威

8．スニッフィング

9．ソーシャル・エンジニアリング

10．サービス拒否

11．セッション・ハイジャック

12．IDS、ファイアウォール、ハニーポットの回避

13．Webサーバのハッキング

14．Webアプリケーションのハッキング

15．SQLインジェクション

16．ワイヤレスネットワークのハッキング

17．モバイル・プラットフォームのハッキング

18．IoTとOTのハッキング

19．クラウドコンピューティング

20．暗号技術

5.0日 580,800円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5448

02GFO028
CHFI (Computer Hacking Forensic

Investigator)【4日】

CHFIv10は、サイバー攻撃等のセキュリティインシデントの痕跡を特定し、必要な証拠を適切に収集・分析する「デジタルフォレン

ジック」について習得するコースです。証拠であるデジタルデータの収集・検査・分析・報告プロセスにおける方法論や手順について

学習します。また、WindowsやLinux等のPC環境だけでなく、ネットワーク、モバイル、クラウド、IoT等、様々な環境のデジタル

フォレンジックにも触れており、非常に幅広い内容となっています。

1.今日の社会におけるコンピュータフォレンジック

2.コンピュータフォレンジック調査プロセス

3.ハードディスクとファイルシステムについて

4.データの取得と重複

5.反フォレンジック技術を打ち破る

6.ウィンドウズフォレンジック

7.LinuxとMacフォレンジック

8.ネットワークフォレンジック

9.Web攻撃の調査

10.ダークウェブフォレンジック

11.データベースフォレンジック

12.クラウドフォレンジック

13.電子メールの犯罪の調査

14.マルウェアフォレンジック

15.モバイルフォレンジック

16.IoTフォレンジック

4.0日 437,800円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5449

02GFO029 Javaによるオブジェクト指向プログラミング

オブジェクト指向の重要概念（インスタンスの生成と利用、カプセル化、継承、例外処理など）を理解し、Java言語で実現する

方法を学習します。

それによりオブジェクト指向のメリットを体感し、理解します。

1. クラスとインスタンス

2. パッケージとJava API

3. カプセル化

4. 継承の基本

5. 継承の応用

6. ポリモーフィズム

7. 例外処理

3.0日 132,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=7193

02GFO030 情報セキュリティ対策ログ分析編

近年、標的型攻撃や、内部不正による情報漏えいのリスクが増大し、効果的なセキュリティ対策が急務ですが、

システム上に残った痕跡や証拠を得ることは、事態の早期発見や抑止の観点からも有効です。

本コースでは代表的なログを題材にし、セキュリティ視点でのログ分析を講義、実習を通して学習します。攻撃者は様々な手段を

用いてサイバー攻撃を仕掛けます。守る側には多角的なセキュリティ対策が必要です。

1. ログ分析とは

2. ログ管理

3. ログ分析手法

4. ネットワークのログ

5. アプリケーションのログ

6. OSのログ

7. セキュリティ製品のログ

8. ログ分析のためのツール

2.0日 176,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=7197

https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1532
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1535
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5443
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1533
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5447
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5448
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5449
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=7193
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=7197


研修コード 研修名 研修内容 開催日数 価格（税込） URL

02GFO031
Webアプリケーション脆弱性診断ハンズオンコー

ス

本コースでは、プラットフォーム診断およびWebアプリケーション診断を実施するにあたり必要となる知識やスキルを学びます。単なる

知識の習得だけでなく、実機演習を通して各脆弱性の診断手法を体験できます。診断業務について理解したい方、診断の内製

化を検討している方にお勧めです。

1. Webアプリケーション診断概要

2. 技術的な基本事項の確認

3. 代表的な脆弱性の手動診断手法

4.自動診断手法

5.報告書と対策

6.総合演習

2.0日 214,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=7200

02GFO032
CCT (Certified Cybersecurity

Technician)

1. 情報セキュリティ上の脅威と脆弱性

2. 情報セキュリティ攻撃

3. ネットワークセキュリティの基礎

4. 識別、認証、認可

5. ネットワークセキュリティの制御：管理的コントロール

6. ネットワーク・セキュリティ・コントロール：物理的な管理

7. ネットワーク・セキュリティ・コントロール：技術的な管理

8. ネットワークセキュリティ評価技法とツール

9. アプリケーションセキュリティ

10. 仮想化・クラウドコンピューティング

11. ワイヤレスネットワークセキュリティ

12. モバイルデバイスセキュリティ

13. モノのインターネット（IoT）と運用技術（OT）セキュリティ

14. 暗号技術

15. データセキュリティ

16. ネットワークトラブルシューティング

17. ネットワークトラフィックの監視

18. ネットワークログの監視と分析

19. インシデントレスポンス

20. コンピュータ・フォレンジック

21. 事業継続とディザスターリカバリー

22. リスク管理

3.0日 187,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13267

02GFY007 ストレージ入門

昨今、ITを取り巻く環境も大きく変化しており、企業が保有するデータ容量は増加の一途にあります。

一方でストレージ技術や製品の多様化が進んでおり、ITシステムに求められる要件が多様化している中ストレージの選定に困って

いる方も多く、またストレージの知識を基礎から習得したいというニーズが増えております。

このトレーニングはストレージの基礎から、最新トレンドまでを学ぶことの出来るコースになっております。

（内容は変更となる場合がございます）

1. ストレージ概要

2. RAID

3. ネットワークストレージ

4. ストレージシステムの基本機能

5. マルチパス

6. FC-SAN

7. IP-SAN（iSCSI)

8. ストレージシステムの活用

9. ストレージシステムの導入事例と、ストレージのトレンド技術

2.0日 176,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1606

02GFY008
ITIL(R) 4 マネージングプロフェッショナル移行

(MPT)コース (試験付)

ITIL(R) 4マネージングプロフェッショナル移行モジュールは、ITIL V3のプロフェッショナル達がITIL(R) 4認定スキームに簡単に移

行できるようにするブリッジコースです。ITIL(R) 4マネージングプロフェッショナル移行モジュールは、ITILエキスパートまたは17クレ

ジット以上保有している方が1つのコースと1つの試験を通じてITIL(R) 4マネージングプロフェッショナル認定を取得できるように設

計されています。

本コースの目的は、受講者が以下を理解できるようになることです：

・ITIL(R) 4ファンデーションの主要な概念と定義。これには、ITIL V3とITIL(R) 4との比較とそれらの実際の適用方法との主な

違い

・ITILマネージングプロフェッショナルの各モジュールにおける主な要素 「作成・提供・サポート（CDS）」「 利害関係者の価値を

主導（DSV）」「 ハイベロシティIT（HVIT）」「 指示・計画・改善（DPI）」

パート1： ITIL 4 ファンデーション

パート2： 作成・提供・サポート（CDS）

パート3： 利害関係者の価値を主導 （DSV）

パート4： ハイベロシティIT（HVIT）

パート5： 指示・計画・改善（DPI）

試験対策

試験

5.0日 407,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=11061

02GFY009
ITIL(R) 4 スペシャリスト：利害関係者の価

値を主導 (DSV) コース (試験付)

「ITIL(R) 4スペシャリスト：利害関係者の価値を主導」は、ITIL(R) 4のマネジメントプロフェッショナル（MP）カテゴリに含ま

れ、受講者はMPに向けて、関連する認定試験に合格する必要があります。「ITIL(R)4スペシャリスト：利害関係者の価値を主

導」は、適切なレベルでの効果的なサービス関係の確立、維持、および発展に関するガイダンスを提供します。サービス・プロバイダ

と消費者の役割でサービスジャーニーをする組織をガイドし、効果的な相互作用とコミュニケーションをサポートします。

本コースは、AXELOSの試験シラバスに基づいた3日間のコースです。ITIL(R) 4のコンセプトや用語、演習、事例を活用し、

ITIL(R) 4スペシャリストに合格するための知識を習得することができます。このコースは、「ITIL(R) 4 スペシャリスト：利害関係

者の価値を主導」の認定試験に合格するための関連知識を習得します。

はじめに

ユニット1：カスタマー・ジャーニー

ユニット2：ジャーニーステップ1 - 探究

ユニット3：ジャーニーステップ2 - エンゲージ

ユニット4：ジャーニーステップ3 - 提案

ユニット5：ジャーニーステップ4 - 合意

ユニット6：ジャーニーステップ5 - オンボード

ユニット7：ジャーニーステップ6 - 共創

ユニット8：ジャーニーステップ7 - 実現

試験準備

3.0日 367,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=11062

02GFY010
ITIL(R) 4 スペシャリスト：作成、提供および

サポート(CDS)コース (試験付)

「ITIL (R) 4 スペシャリスト：作成、提供およびサポート」モジュールはITIL 4のマネージング・プロフェッショナルの一部です。受講

者はマネージング・プロフェッショナル(MP)の獲得に向けて関連する認定試験に合格する必要があります。「ITIL (R) 4 スペシャリ

スト：作成、提供およびサポート」は、IT化された製品やサービスを作成、提供、サポートするための様々なバリューストリームと活

動の統合に焦点を当てています。

「ITIL (R) 4 スペシャリスト：作成、提供およびサポート」は、AXELOSの認定試験シラバスに基づいた3日間のコースです。コー

スに含まれているITIL(R) 4の概念や用語、演習問題、ケーススタディを通じて、作成、提供およびサポート認定試験に合格でき

るようになります。

ユニット1：組織とカルチャ

ユニット2：効果的なチーム

ユニット3：サービスを作成、提供、サポートするための情報技術

ユニット4：バリューストリーム

ユニット5：サービスを作成、提供、サポートするためのバリューストリーム

ユニット6：ユーザサポートのバリューストリーム

ユニット7：作業の優先順位付けと管理

ユニット8：商業および調達に関する考慮事項

試験準備

3.0日 367,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=11063

02GFY011
ITIL(R) 4 スペシャリスト：ハイベロシティ

IT(HVIT)コース (試験付)

ITIL(R) 4 スペシャリスト：ハイベロシティITコースは、AXELOSのシラバスに基づき行うコースです。このコースでは、デジタルトラン

スフォーメーションの具体的な内容を取り上げ、組織がビジネスとテクノロジーの融合に向けて進化すること、または新しいデジタル組

織を確立することを支援します。ITIL(R)4のコンセプトや用語、演習、およびコースに含まれるケーススタディを活用し、受講者は

ハイベロシティIT認定試験に合格するための関連知識を習得することができます。

ITIL(R) 4スペシャリスト ハイベロシティITコースは、デジタル組織とデジタル運営モデルがハイベロシティ環境においてどのように機

能するかについて、実践者が探求できるように設計されています。このコースは、デジタルネイティブな組織と同じような方法で業務

を遂行することを目指す組織を支援します。このコースでは、アジャイルやリーンなどの業務プラクティスや、クラウド、自動化、自動テ

ストなどの技術的なプラクティスやテクノロジーを使用します。これらのプラクティスや技術の焦点は、最大の価値を得るために製品

やサービスを迅速に提供することです。

3.0日 367,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=11064

02GFY012
ITIL(R) 4 ストラテジスト：方向付け、計画、

改善(DPI)コース (試験付)

ITIL(R) 4ストラテジスト：方向付け、計画、改善コースは、AXELOS社の提供するシラバスに基づき実施されます。このコース

は、強力で効果的な戦略的方向性を持つ、「学習と改善」のIT組織を作るために必要な実践的スキルを提供します。ITIL(R)

4のコンセプトと用語、アクティビティ、演習、およびコースに含まれるケーススタディを活用することで、ITIL(R)ストラテジストに合格

するための関連知識を身につけて、認定試験に合格するための知識を得ることができます。

ITIL(R) 4ストラテジスト：方向付け、計画、改善コースは、継続的な改善を計画し、必要な俊敏性をもって提供するための実

践的かつ戦略的な方法を実践者に提供することを目的としています。このコースは、方向性や戦略の策定、または継続的改善を

行うチームの育成に携わるあらゆるレベルの管理職を対象としています。実践的な要素と戦略的な要素の両方をカバーします。

3.0日 367,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=11065

02GFY014 システム運用管理の基礎

1．システム運用管理とは

2．オペレーション管理

3．障害管理

4．構成管理

5．保守

6．サービスレベル管理

7．性能管理

8．セキュリティ管理

9．リスク管理

10．外部サービス管理

11．システム運用計画

2.0日 72,600円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13263

02GFY015 サービスレベル管理　－SLAの設計・運用－

1．SLM概要

2．サービスカタログ

3．SLMの活動

4．SLMの導入

2.0日 88,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13270

02GFY016
サービスマネジメント実践トレーニング－障害管

理のコツ－

1．運用における障害対応

　・運用の特性

　・運用のにおける障害管理

　・障害管理の全体像

　・演習１：障害対応のあるべき姿を考える

2．インシデント管理と実践

　・インシデント管理の目的と効果

　・インシデント管理プロセスの役割

　・演習２：障害の暫定対応を考える

　・インシデント管理の実際

3．問題管理と実践

　・問題管理の目的と効果

　・問題管理プロセスの役割

　・演習３：障害の根本原因と予防を考える

　・問題管理の実際

4．障害対応に重要なその他のプロセス

　・演習４：障害管理の完成形を作る

2.0日 99,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13230

https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=7200
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13267
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1606
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=11061
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=11062
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=11063
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=11064
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=11065
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13263
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13270
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13230


研修コード 研修名 研修内容 開催日数 価格（税込） URL

02GFY017
ITIL(R) 4 リーダー：デジタル＆ITストラテ

ジー(DITS)【試験つき】

ITIL(R) 4 リーダーシップ：ITIL 4 デジタル＆ITストラテジー（DITS）は、ITIL(R) 4 ストラテジックリーダー（SL）認定ス

キームにおける2つのカテゴリのうちの1つです。SLのもう1つの資格は、ITIL(R) 4ストラテジスト：方向付け・計画・改善（DPI）

です。ITIL(R) 4 SLを完全に理解するためには、認定トレーニングの受講を推奨します。

ITIL(R) 4 DITS認定資格は、デジタル戦略およびIT戦略の策定を通じて、事業の成功を実現することに重点を置いています。

ITIL(R)とデジタル戦略は、ITIL(R)の概念に新たな視点を加え、ビジネスリーダーやリーダーを目指す人々の間でITILの概念に

関する議論を戦略的なレベルまで高められます。

ITIL(R) 4 DITSは、AXELOSのITIL(R) DITS試験シラバスに準拠した3日間の研修です。研修に含まれるITIL(R) 4の概

念や用語、演習、ケーススタディを活用することで、認定試験合格に向けた関連知識を習得することができます。コースの中核とな

る学習教材は、インタラクティブなケーススタディやディスカッション、演習によってサポートされています。

※本コースは、株式会社ITプレナーズジャパン・アジアパシフィックとの提携コースのため、提携先で開催します。

※ITIL(R) はAXELOS Limited の登録商標であり、AXELOS Limited の許可のもとに使用されています。すべての権利は

留保されています。

3.0日 330,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13771

02GGC001 UML入門（UML表記法）

オブジェクト指向分析・設計で用いるUMLの表記法を理解します。

1.UMLとは

2.構造を表すUMLダイアグラム

3.振る舞いを表すUMLダイアグラム

4.共通要素

1.0日 37,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1579

02GGD022
システム・仮想基盤構築トレーニング(ストレー

ジ分野）

ストレージシステムの基本的な概念・機能を学習し、サーバ構築、仮想化構築で有用なエンジニアになるためベース技術を身に付

けることを目的とします。また、SAN（ストレージエリアネットワーク）の各種用語を理解して、基本的なストレージネットワーク設定

ができるようになることを目的とします。SANを構成する際に使用するFibre ChannelやiSCSIの概念・機能・メリット/デメリットを

わかりやすく紹介します。

1.ストレージの概要

2.ストレージの接続形態

3.RAID

4.SANとは

5.Fibre Channel

6.iSCSI

7.FCoE

8.バックアップ

9.ストレージシステムの仮想化

10.ストレージの各種機能

2.0日 110,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1603

02GGD023
システム・仮想基盤構築トレーニング（ロードバ

ランサ分野）

本コースでは、ロードバランサの概要と、ロードバランサを使用する上で必須となる基本技術を学習します。わかり易いオリジナルテキ

ストを利用した演習に加え、運用時の推奨や注意点なども紹介するため、実践的な力も身につける事が可能です。

1.ロードバランサの概要

　・負荷分散の方法

　・ロードバランサの概要

　・コネクションテーブル

2.ロードバランサの基本機能

　・サーバ監視

　・負荷分散アルゴリズム

　・セッション維持（Session Persistence）

3.ロードバランサの冗長化（High Availability）

　・ロードバランサの冗長構成

1.0日 60,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1604

02GGD025
システム・仮想基盤構築トレーニング(仮想化

分野）

本コースでは、VMware vSphereを使用することで、構築したIT環境でどのようにサーバ仮想化技術が使用されているのかを効

率的に学習していきます。実習を通してVMware vSphereの主要機能を効率的に復習する方にも最適です。

1.コースの紹介

2.サーバ仮想化の概要

　サーバ仮想化の特徴、仮想化方式、VMware vSphereとESXi、vSphereへのログイン

3.仮想マシン作成

　仮想マシンについて、仮想マシンの作成、VMware Tools

4.vCenter Server

　VMware vCenter Serverの概要、vCenter Serverアプライアンス、vCenter Serverの操作

5.仮想ネットワーク

　仮想ネットワークの概念、仮想スイッチ、ネットワークポリシー、仮想ネットワークの考慮事項

6.ストレージ

　ストレージの接続形態、ESXiで使用可能なストレージ、LUNとVMFSデータストア、FCストレージ、IP（iSCSI/NFS）ストレー

ジ

7.仮想マシン管理

　クローンとテンプレート、仮想マシンのカスタマイズ、vMotion、ストレージvMotion、Shared-Nothing vMotion

8.リソース管理

　CPU/メモリの動作、リソース予約と制限・シェア、リソースプール、リソース監視

9.HA/DRSクラスタ

　クラスタとは、vSphere HAの仕組み、アドミッションコントロール、vSphere DRSの仕組み

2.0日 169,400円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1605

02GGD028 Active Directory最小構成実践

このコースでは、小規模環境でActive Directory ドメインを構築する最低限の手順について学習します。

構成を単純にするため、100名以下の拠点が1箇所または2箇所の環境を想定します。

高度な運用管理や大規模環境については扱いません。

1. Active Directory概要

2. DNSの設定

3. Active Directoryドメインの構築

4. Active Directoryドメインの運用

5. Active Directoryクライアント管理

1.0日 71,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5458

02GGD029

Windows Server システム管理基礎 (後

編) ～Windows Server 2019/2016対

応～

このコースでは「Windows Server システム管理基礎(前編)」コースで扱う知識を前提に、Windows Server の管理を効率

的かつ確実に行うために必要な作業について紹介します。

例えば、Active Directory ドメイン環境のクライアントを効率良く管理するためのグループポリシー、多数の共有フォルダを持つ

サーバーの管理を支援するツール、複数のファイルサーバーを統合する分散ファイルシステム(DFS)について学習します。

現場で生かせる知識を修得できるように、演習はシナリオ仕立てになっています。

そのため、より具体的なイメージを描きながら個々の機能を学習できます。

1. Active Directory 管理

2. グループポリシー

3. ファイルサーバー管理

4. Windows Server の運用と監視

2.0日 132,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5459

02GGD030
Hyper-Vの構成と管理基礎～Windows

Server 2016対応～

Windows Server のサーバー仮想化機能 Hyper-V の構成と管理について学習します。本コースを修了することで、Hyper-

V のインストールと基本構成を行い、仮想サーバーを構築できるようになります。また、障害対策として利用できるライブマイグレー

ションやレプリカといった機能についても学習します。

1. Hyper-V のインストール

2. 仮想マシンの準備

3. 仮想マシンの作成・起動・停止

4. 仮想マシンの運用

5. 高可用性システムの構成

1.0日 71,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5460

02GGD031

Windows Serverトラブルシューティング(基

礎編) ～Windows Server 2012

R2/2016/2019対応～

本コースは、Windows Server環境におけるさまざまなトラブルを識別し、解決するための能力を身につけることを目的としていま

す。

受講者は、実際に起こったトラブル事例を通してWindowsの構成要素について学習し、トラブルを未然に防ぐ方法を修得できま

す。

1. システムアーキテクチャーを知りトラブルに備える

2. イベントログなどを使ってシステムを監視する

3. パフォーマンスモニターで性能管理を行なう

4. システムエラーの原因を推測する

5. ネットワークのトラブルを分析し、必要な対処を行なう

6. ディスクの構成に応じた回復を行う

7. バックアップ機能と起動モードを把握する

3.0日 214,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5461

02GGD035 Linuxセキュリティ【2日】

本コースでは、Linuxシステムが標準でもつセキュリティ機能とその設定方法を修得します。様々な攻撃の種類を理解した上で、

要件に合わせて適切なセキュリティ設定を行うことができるようになります。

1. セキュリティ概要

2. 攻撃の種類

3. システムセキュリティ

4. ネットワークセキュリティ

2.0日 110,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5465

02GGE001 1dayクイックマスター 無線LAN　基礎と実習

無線LANの基本的な知識と、無線LANを構築するために必要な情報を、実習をとおして習得します。

1.無線通信の概要

2.無線LANの規格

3.無線LANの通信方法

4.IEEE802.11無線LANの設定

5.無線LANのセキュリティ対策

6.無線LANの導入

1.0日 44,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1607

02GGE109 ビジネス活用のためのＡＩ・人工知能研修

AIとは何なのか、どんなことができるのか、どうすればできるのかという疑問に、世の中の活用事例を紹介しながら答えます。

本研修を通じて、AIに関する知識、簡易で廉価なAIツールについて知り、現場に導入するためには何から始めれば良いかを学び

ます。

1.AIの活用事例

2.AIの基本知識

3.AIの仕組み

4.AI導入について

5.AIの費用と成果

5.職場でAIを活用するには

1.0日 36,600円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1635

02GGE111 クラウドアーキテクト・ファーストステップ

DXの重要性が叫ばれる現在、クラウドは、インフラとしての利用を超えて、ビジネスを変革し加速化するプラットフォームとしての利

用が進んでいます。

このコースでは、コンテナやビッグデータ分析、機械学習などクラウドで利用できる最新の技術をはじめ、クラウドの特性を活かす基

本的なアーキテクチャ設計パターン、DevOpsの手法など、変化の激しいビジネス環境において高い価値を生み出すサービスをパブ

リッククラウドで構築して運用するためにエンジニアに求められる知識・スキルを学習します。

クラウドの入門レベルからステップアップして、クラウドをビジネスで効果的に活用できるクラウドアーキテクトとしての一歩を踏み出すこ

とができます。

1. クラウドによる技術の変化・ビジネスの変化

2. クラウドの技術・サービス

3. クラウドを活かすアーキテクチャ設計

4. クラウドのセキュリティ

5. クラウド アプリケーションの開発と運用

2.0日 121,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1636
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https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1636


研修コード 研修名 研修内容 開催日数 価格（税込） URL

02GGE112
クラウドコンピューティングセキュリティ - CCSK

プラス

クラウドセキュリティに関する問題を理解、解決する必要がある方に対し、クラウドセキュリティに関する誤解や混乱を解き、実践的

な知識を提供します。

従来のクラウドセキュリティプラスと比較して講義が1日増えてより理解しやすくなり、3日目にはAWSを使った演習を行います。

このコースを受けるとCSA（クラウドセキュリティアライアンス）のCCSK認定試験のための準備となり、受験に必要なトークンもコー

スに含まれています。

CISSP資格をお持ちの方は、このコースを受講するとCPEクレジットが18ポイント申請できます。

・クラウドコンピューティングの紹介とクラウドアーキテクチャー

・ガバナンスと情報リスク管理の適用

・クラウドでのコンプライアンスと監査

・インフラ技術

・クラウドインフラセキュリティ

・クラウドコンピューティングのデータセキュリティ

・クラウドアイデンティティーとアクセス管理

・クラウドアプリケーションの開発とセキュリティ

・Security as a Service

・ベンダー関係

・rootアカウントの作成とセキュリティの確保

・アイデンティティーとアクセス管理

・ネットワークとインスタンスのセキュリティ

・暗号化とストレージのセキュリティ

・アプリケーションセキュリティと連携

・リスクとプロバイダーの評価

3.0日 330,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1637

02GGE118
Pythonではじめるディープラーニング実践:画

像解析入門

本講座では、ディープラーニングの中で使われている数学や統計理論をはじめ、ディープラーニングを学ぶ上で基本となるニューラル

ネットワークの仕組みを理解し、画像認識で必ず使われるCNN（畳み込みニューラルネットワーク）について学ぶことで、より実用

的なディープラーニング実践力を身に付けます。

＜PART1＞

◆機械学習の基礎

＜PART2＞

◆ソフトマックス回帰モデル

＜PART3＞

◆ニューラルネットワーク

◆Fashion-MNISTを用いた画像認識演習

＜PART4＞

◆畳み込みニューラルネットワーク

◆Fashion-MNISTを用いた画像認識演習

1.5日 242,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1643

02GGE124
AIエンジニアリング講座   JDLA E資格対策講

座

受講開始日:毎月第二月曜日

※ご受講希望の方は、お問い合わせください。

即戦力になるために必要な機械学習、ディープラーニングの手法を網羅した講座です。JDLA認定プログラムであるAIエンジニアリ

ング講座のオプション講座も含まれます。AIエンジニアリング講座および本講座の受講の修了により、E資格の受験が可能となりま

す。

150.0日 435,600円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1649

02GGE127
機械学習による問題解決実践＿Python編

【データサイエンティスト入門研修】

ビジネス課題の解決に機械学習をどのように用いてアプローチしていくかを、講義とケーススタディを通じて学んでいきます。

ログデータ、センサーデータ、ソーシャルデータなどに代表される大量データの分析を行うためには、機械学習の活用が非常に有効で

す。本講座では、SVM（サポートベクトルマシン）などの手法の修得を通じて、機械学習を実践する方法を身に付けることができ

ます。総合演習では、受講生が自社の分析担当者になった想定で、特定の商品の購入者予測などのモデルを作成し、プレゼン

テーションを実施します。

PART1

・機械学習とは

・サポートベクターマシン（SVM）

PART2

・機械学習による分類モデル作成の流れ

PART3

・過去の購買履歴データを用いたユーザの属性推定モデルの作成を特徴量の選定から行い、予測精度の評価まで行う

・結果発表／講師評

PART4

・過去の購買履歴データを元に商品購入者の予測モデルを作成し施策提案を行う

・ターゲットの選定

・特徴量の探索

・最終発表／講師評

2.0日 220,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1652

02GGE128 これからはじめるデータサイエンス入門

データサイエンスの基礎知識として、データサイエンスの概要や統計学の初歩を解説するだけではなく、データの見方や特徴の捉え

方のコツといった、初学者でもすぐに活用できるノウハウをExcelを用いた集計・可視化を通し、プログラミング言語は使わずにご紹

介します。また、単なる座学にとどまらない、実践型の演習を組み込んだカリキュラムは本講座の大きな特徴の一つであり、データサ

イエンスを身近に感じたい方や、データリテラシーを向上させたい方だけではなく、データ活用を今すぐ始めたい方や、分析結果の効

率的な伝え方を学びたい人にも最適な講座です。

PART1: データサイエンスの基礎

PART2: PPDACサイクル

PART3:具体的な問題解決アプローチ

PART4:相関と因果

PART5:データから未来を予測する

PART6:総合演習

2.0日 143,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1653

02GGE129
現場で活かせる統計解析実践_Python編

【データサイエンティスト入門研修】

データサイエンティストとして分析結果を統計的に正しく理解し、適切な意思決定支援を行うために必要なスキルをケーススタディ

を通じて学んでいきます。

データ分析の各プロセスに従いながら、モデル（予測、分類、連関、時系列）の作成方法や評価方法について、基本的な一連

の流れを身につけることができます。総合演習では、受講生が自社の分析担当者になった想定でデータを分析し、実際に販売促

進案を作成、プレゼンテーションを実施します。

本講座で使用するPythonは、オープンソースのプログラミング言語で統計解析やデータ分析で使われる様々な手法や機能がパッ

ケージとして提供されています。大規模データや分散処理システムへの対応も行われており、データサイエンティストにとって必須ツー

ルの一つと言えます。

2.5日 220,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1654

02GGE130 機械学習実践コース 豊富な演習を通して、データ分析力と実装力を身につけます。 3.0日 110,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1641

02GGE131 ディープラーニングハンズオンセミナー 機械学習・深層学習（画像処理・自然言語処理）の理論と実装をハンズオン形式で学ぶ講座です。 3.0日 165,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1656

02GGE133 SQLによる集計・分析

データ分析に必要な、データを抽出・加工する技術や分析アプローチについて、ケーススタディを通じて学んでいきます。データ分析

の各プロセスに従いながら、分析の設計（指標やKPI、クロス集計の集計軸の考え方など）や、データハンドリング方法などについ

て、基本的な一連の流れを身につけることができます。

総合演習では、受講生が自社の事業担当者になった想定でデータ分析に基づく新規事業の改善提案を作成し、プレゼンテー

ションを実施します。データサイエンティストの名前の通り、データを自由に扱えることがデータサイエンティストを目指す第一歩となり

ます。本講座で使用するSQLは、データベース上に格納されたデータを扱うための基礎として、データ分析の必須スキルの一つと言

えます。

1.5日 154,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1658

02GGE144
【ｽｷﾙｱｯﾌﾟAI主催】現場で使えるAIﾌﾟﾗﾝﾆﾝ

ｸﾞ・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ推進基礎講座

AIプランニング推進の勘所を学びます。

1.AIを導入すべき案件かどうかを見極めができるようになる

　AIの知識とビジネス理解から、AIプロジェクトを正しく企画・推進するコツを身につけます。

2.AIの本質をとらえた企画ができるようになる

　システム開発の基礎や様々な事例についての学習を通じ、実際にAIプロジェクトを推進するために必要な知識を身につけます。

3.AIプロジェクトにおいて適切な見積りを行うことができるようになる

　AI開発にかかるコスト計算を行い、リアルな見積りの流れを体験します。

1.0日 165,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=8510

02GGE150 ビジネスパーソンのためのクラウド入門

クラウドコンピューティングの発展と普及により、様々なビジネスシーンにおける活用の幅が広がりつつあります。

本コースでは、細かい技術的な解説は抜きにして、クラウドとは何かという基本から、メリットとデメリット、クラウドを使ってどのような

サービスを作れるかなど、これからクラウドをビジネスに活用するための基礎的な知識を習得します。

また、Amazon Web Services, Microsoft Azure, Google Cloud Platformといったパブリッククラウドの基本的なサービス

や、クラウドがビジネスに与えるインパクトについても解説します。

1. クラウドコンピューティングの定義と背景

2. クラウドコンピューティングの利用

3. クラウドコンピューティングのセキュリティ

4. パブリッククラウドのサービス

5. クラウドによるビジネスと役割の変化

1.0日 55,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=11099

02GGE151
超上流工程実践～成功するIT構想・企画の

考え方・進め方～

「企業のITシステムの３割は使われていない」という報告もあるほど、構想・企画が不十分でビジネス上の価値・効果が出せないシ

ステムは少なくありません。

本研修では、IT構想・企画で重要な「目的・価値」「実現方法」「費用対効果」を明確化するためのプロセスや成果物の作成方

法を理解します。

演習（ケーススタディ）では小売・販売企業の戦略や各部門の意見を元に、ビジネス・ステークホルダー要求の整理をして要求を

実現するためのソリューションを考えます。また、システム構築プロジェクト発足に向けたリスクを洗い出します。

・IT構想・企画の望ましい手順

・企業戦略・課題に合致したIT構想・企画を導く方法

・システムの概要定義の方法

・システム化の実現シナリオの描き方

2.0日 133,100円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=11236

02GGE156 Cloud Operations on AWS (バウチャなし)

1. AWSにおけるシステム運用を理解する

2. ツールと自動化

3. コンピューティング(サーバー)

4. コンピューティング(スケーリングと名前解決)

5. コンピューティング(コンテナとサーバーレス)

6. コンピューティング(データベースサービス)

7. ネットワーク

8. ストレージとアーカイブ

9. モニタリングとセキュリティ

10. リソース消費量を管理する

11. 自動化され、繰り返し可能なデプロイを作成する

3.0日 231,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13235

02GGE157
AZ-104 Microsoft Azure

Administrator (短縮３日)

1. ID を管理する（Entra ID） 

2. ガバナンスとコンプライアンスを管理する（Azure サブスクリプション、ポリシー、ロール） 

3. Azure リソースを管理する（管理ツール、Azure Resource Manager） 

4. 仮想ネットワークを管理する（仮想ネットワーク、IP アドレス、NSG、DNS） 

5. サイト間接続を管理する（ピアリング） 

6. ネットワーク トラフィックを管理する（ルート テーブル、Load Balancer、Application Gateway） 

7. Azure Storage を管理する（ストレージ アカウント、BLOBコンテナー、ファイル共有、ツール） 

8. Azure Virtual Machines を管理する（仮想マシンの構成、デプロイ、可用性、拡張性） 

9. PaaS Compute オプションを管理する（App Service、ACI、AKS） 

10. データ保護を管理する（仮想マシン バックアップ、ファイル/フォルダー バックアップ） 

11. 監視を管理する（Azure モニター、アラート ルール、Network Watcher）

3.0日 198,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13236
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02GGF013 Javaによるデータ構造とアルゴリズム

プログラミング言語にはじめて触れる方を対象に、Java言語を用いてデータ構造やアルゴリズムを学習します。

また、Javaの統合開発環境として広く利用されているEclipseの使い方も学習します。

ただし、オブジェクト指向についてはこのコースでは触れません。

1. Java概要

2. Javaプログラムの構造

3. 制御文

4. 配列

5. メソッド

2.0日 88,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13254

02GGF014 Javaデータベースプログラミング

リレーショナルデータベースにアクセスするJDBCを用いたJavaアプリケーションの作成方法について紹介します。

また、POJO(Plain Old Java Object)、DAO(Data Access Object)パターンを用いた実践的な開発手法も紹介します。

1. JDBC API概要

2. データベース接続

3. SQL文の実行

4. トランザクション

5. O/Rマッピング

2.0日 88,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13255

02GGF015 PythonによるWebアプリケーション開発

1．Webアプリケーション概要

2．Viewを利用した画面表示

3．Templateの利用

4．Modelを利用したデータベース連携

5．その他の機能

2.0日 88,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13222

02GGF016 サーブレット＆JSPプログラミング

1. Webアプリケーション概要

2. サーブレット

3. JavaServer Pages

4. MVCアーキテクチャ

5. JSTL

3.0日 132,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13239

02GGG001
1dayクイックマスター インターネットセキュリ

ティ：基礎－攻撃と防御　一部体験

不正アクセスの手法やセキュリティ対策について、実習やデモをとおして理解します。

1.セキュリティ概論

（セキュリティとは、セキュリティポリシー）

2.ネットワークの脅威

（不正アクセス、パスワードの不正入手、セキュリティホールへの攻撃、Dos攻撃、バックドアなどの実習）

3.セキュリティ対策

（ファイアウォール、IDS）

1.0日 44,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5444

02GGG005 ネットワークトラブルシュート

ネットワークのトラブルを体系的に学び、実機演習をとおして、原因の切り分け方法を習得します。

1. ネットワークトラブル

・ネットワークトラブルとは

・トラブル対応の一般的な流れ

2.トラブル例

・トラブルの切り分け

・物理層レベルのトラブル

・データリンク層レベルのトラブル

・ネットワーク層（IP）レベルのトラブル

・トランスポート層とアプリケーション層レベルのトラブル

1.0日 50,600円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1672

02GGG011
ブロックチェーンのセキュリティを理解しよう 【1

日】

「ブロックチェーンは安全！信頼できる！」とよく聞きませんか？

「ほんと？」「どうしてそういえるの？」「どういう意味？」と思ったことはありませんか？

もしそうであれば、是非このコースを通じて、ブロックチェーンが提供するセキュリティー機能を理解しましょう。

そしてその知識を使ってブロックチーン技術の適切な利用を実現してください。

参加者は、講義とデモを通して、ブロックチェーンの分散型レジャーが活用するセキュリティを理解します。

●分散系の信頼モデル

●改ざん不可と言われるイミュータブルの性質

●ブロックチェーンで活用される暗号化技術

●プルーフオブワーク

●プルーフオブステーク

●ブロックチェーンに対しての攻撃

1.0日 66,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=6469

02GGG012
ゲームを作って学ぶブロックチェーンの分散アプリ

ケーション開発【2日】

「ブロックチェーンは安全！信頼できる！」とよく聞きませんか？

「ほんと？」「どうしてそういえるの？」「どういう意味？」と思ったことはありませんか？

もしそうであれば、是非このコースを通じて、ブロックチェーンが提供するセキュリティー機能を理解しましょう。

そしてその知識を使ってブロックチーン技術の適切な利用を実現してください。

参加者は、講義とデモを通して、ブロックチェーンの分散型レジャーが活用するセキュリティを理解します。

2.0日 132,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5468

02GGG014 情報セキュリティスタンダードパックコース

情報セキュリティの基礎知識を学ぶことができるコースで、CompTIA Security+やCISSPなど国際セキュリティ資格の考え方に

基づいており、コスト意識や事業の継続性などをベースとした考え方を学習します。

1. 情報セキュリティ概論

2. アーキテクチャと設計

3. アイデンティティとアクセス管理

4. 暗号化とPKI

5. テクノロジーとツール

6. 脅威、攻撃、脆弱性

3.0日 308,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1534

02GGG015
セキュリスト（SecuriST）R｜セキュアWebア

プリケーション設計士

本トレーニングで学ぶことができる要件や設計方針は、特定非営利活動法人日本ネットワークセキュリティ協会の日本セキュリティ

オペレーション事業者協議会のセキュリティオペレーションガイドラインWG（WG1）と、OWASP Japan主催の共同ワーキンググ

ループである『脆弱性診断士スキルマッププロジェクト』が公開している『Webシステム／Webアプリケーションセキュリティ要件書』に

基づいています。

安全なWebアプリケーション開発のために必要な要件と設計の具体例を学ぶ、短期集中の1日トレーニングです。インターネットま

たは内部ネットワーク向けに公開するWebアプリケーションをセキュアに構築するための要件や設計を学ぶことを目的としています。

1.0日 132,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13273

02GGG016
情報セキュリティ対策 実践編 ～使って学ぶセ

キュリティシステムの実装と管理～

デジタルトランスフォーメーション(DX)推進により、ビジネスの根幹としてデジタル技術（IT）の利活用が高まっています。またデジタ

ル技術は既に我々の社会インフラとして深く関わるようになり、なくてはならないものとなっています。

一方、こうした利便性の向上に比例し、脅威も増大しています。攻撃者は様々な手段を用いてサイバー攻撃を仕掛けます。守る

側には多角的なセキュリティ対策が必要です。

本コースでは、代表的な攻撃手法と防御手法について学習し、攻撃に対するセキュリティ機能の追加方法を理解します。

1. 情報セキュリティ概要

2. 攻撃手法

3. ファイアウォール

4. 侵入検知／侵入防止システム(IDS/IPS)

5. エンドポイントのセキュリティ対策

6. インシデントハンドリング

2.0日 154,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13276

02GGG017 Security Engineering on AWS

このコースでは、AWS セキュリティサービスを効率的に使用して、AWS クラウドで安全な環境を維持する方法を説明します。この

コースでは、クラウドのデータとシステムのセキュリティを強化するために AWS で推奨されるセキュリティのプラクティスに焦点を当てま

す。コンピューティング、ストレージ、ネットワーキング、データベースサービスを含め、AWS が提供する主要サービスのセキュリティ機能

をハイライトします。また、オートメーション、継続的なモニタリングとロギング、セキュリティインシデントへの対応のための AWS の各種

サービスとツールを活用する方法についても学びます。

・AWSのセキュリティ

・AWSのエントリポイントを確認する

・セキュリティに関する考慮事項: ウェブアプリケーション

・アプリケーションのセキュリティ

・データセキュリティ

・ネットワーク通信を保護する

・AWSでログをモニタリングし収集する

・AWSでログを処理する

・セキュリティに関する考慮事項: ハイブリッド環境

・リージョン外の保護

・セキュリティに関する考慮事項: サーバーレス環境

・驚異の検出と調査

・AWSでの機密情報管理

・設計による自動化とセキュリティ

・AWSでのアカウント管理とプロビジョニング

3.0日 231,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13284

02GGG018 AWS Security Essentials

アマゾン ウェブ サービス (AWS) におけるセキュリティのさまざまな設計原則とサービスについて紹介します。AWSクラウドを使用す

る際のセキュリティ上の利点と責務を認識できるようになります。

また、AWSのアクセスコントロール機能とアクセス管理機能について説明し、データを保護するためのさまざまな方法を理解し、

AWSリソースへのネットワークアクセスを保護する方法について説明できるようになります。さらに、モニタリングとインシデント対応に

使用できるAWSのサービスを判断できるようになります。

1. AWSのセキュリティ

2. クラウドのセキュリティ

3. クラウド内のセキュリティ - パート1

4. クラウド内のセキュリティ - パート2

5. クラウド内のセキュリティ - パート3

6. コースのまとめ

1.0日 77,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13361

02GGG019
Microsoft Azure セキュリティ技術 (AZ-

500T00)

アマゾン ウェブ サービス (AWS) におけるセキュリティのさまざまな設計原則とサービスについて紹介します。AWSクラウドを使用す

る際のセキュリティ上の利点と責務を認識できるようになります。

また、AWSのアクセスコントロール機能とアクセス管理機能について説明し、データを保護するためのさまざまな方法を理解し、

AWSリソースへのネットワークアクセスを保護する方法について説明できるようになります。さらに、モニタリングとインシデント対応に

使用できるAWSのサービスを判断できるようになります。

1. AWSのセキュリティ

2. クラウドのセキュリティ

3. クラウド内のセキュリティ - パート1

4. クラウド内のセキュリティ - パート2

5. クラウド内のセキュリティ - パート3

6. コースのまとめこのコースでは、IT セキュリティの専門家に、セキュリティ管理の実装、組織のセキュリティ体制の維持、およびセ

キュリティの脆弱性の特定と修復に必要な知識とスキルを提供します。このコースには、ID とアクセスのセキュリティ、プラットフォーム

の保護、データとアプリケーション、およびセキュリティ運用が含まれます。

4.0日 286,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13362

02GGJ032
1日でわかる！Webテクノロジー ～Webシステ

ムの用語と仕組みを学ぼう～

本コースでは、Web テクノロジーを構成する一連の各種要素技術の基本的な仕組みと用語について学習します。

Webの世界は、HTML、CSS、JavaScript、HTTP、アプリケーション　サーバーなど様々な要素技術の組み合わせで作られてい

ます。そのため、SEやコンサルタントの方と打ち合わせする際にも、これらの技術の体系的な理解が必要になります。

このコースでは、デモンストレーションや簡単な演習の積み重ねにより、概念や用語を具体的な知識として身につけることができま

す。

1. Webシステム基盤

2. Webコンテンツ

3. Webアプリケーション

1.0日 55,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5471

https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13254
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13255
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13222
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13239
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5444
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1672
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=6469
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5468
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1534
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13273
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13276
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13284
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13361
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13362
https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5471
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02GGJ034 JavaScript文法編【2日】

JavaScript言語の仕様であるECMAScriptは、バージョン2015で大幅な改定が行われ、まったく新しい言語に生まれ変わりま

した。本コースは、そのECMAScript 2015を利用してJavaScriptプログラミングの基礎を学びます。

すでに主要なWebブラウザーはECMAScript 2015の大部分の機能をサポートしシステム開発の現場でも利用が広まりつつあり

ます。古いWebブラウザーへの対応方法も確立していますので実行対象とするWebブラウザの新旧によらず、これから

JavaScriptを使ってWebアプリケーションを開発するためには、ECMAScript 2015は必須の知識と言えるでしょう。

本コースは、JavaScriptを初めて学ばれる方、あらためて新しいJavaScriptを再学習をしたい方の両方にお勧めできるコースで

す。

1. 概要と準備

2. ECMAScript 2015の基礎文法

3. 関数

4. クラスの定義

5. モジュール/webpack導入

6. Babel

7. サーバーとの通信

2.0日 110,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5473

02GGJ035
【21PDU取得可能】DASA DevOpsファンダ

メンタルコース[試験付き]【3日】

ソフトウェアの迅速なデプロイ、デプロイ頻度の増加、変更成功率の向上は、目に見えるDevOpsの成果です。Netflix、

Spotify、Facebookなどの組織は、DevOpsの原則をうまく実装することでITを変革しています。しかし、DevOpsのリーダーにな

るために、勢いのあるインターネット企業や大規模なエンタープライズである必要はありません。大小さまざまな企業、老いも若きも、

デジタルトランスフォーメーションを行い、成功しています。

この2日間のコースでは、受講者にアジャイル、DevOpsの主要な原則を幅広く紹介します。これは、DevOps Agile Skills

Association（DASA）によって定義されている12の主要な知識とスキルの能力すべてを網羅しています。主要なDevOps概

念と用語、ケーススタディやシナリオ、グループディスカッション、およびコースに含まれる事例によって、DevOpsの基本的な知識を習

得します。

DevOpsファンダメンタルは、アジャイルチームやDevOpsチームに関係するすべての人の出発点です。改善されたワークフローと迅

速なデプロイは、すべてのチームメンバーがDevOpsの基本を理解することから始まります。このコースは、DevOpsをはじめるための

下地を構築し、その原則と実践を理解するために必要なコア教育を提供するように設計されています。このコースによって、

DevOpsについて学んだことを社内で共有・活用し、周りの人を指導することで、変化のチャンピオンとしての役割を果たせます。

ユニット1：コース紹介

ユニット2： DevOpsの基礎知識と前提

ユニット3：個人にとってDevOpsとは

ユニット4：チームや組織にとってDevOpsとは

ユニット5：実務におけるDevOps

ユニット6：次のステップ

模擬試験

質疑応答

認定試験

2.0日 176,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5474

02GGJ038
基礎から学べるHTML ～CSS とJavaScript

を使用したWebページの作成～

1. HTML概要

2. HTMLの基本文法

3. Cascading Style Sheets

4. Uniform Resource Locator

5. HTMLフォームによるインタラクティブ機能の実装

6. JavaScriptの基本文法

7. JavaScriptフロー制御とエラー処理

8. オブジェクトとブラウザアーキテクチャ

3.0日 132,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13238

02GGB007 CSS3 によるWebページデザイン

Webコンテンツ編集者にとって必須技術と言えるCascading Style Sheets（CSS)について学習します。

Webサイトのレイアウト、配色を CSS により定義し、PC やスマートフォン、タブレットなどのクロス デバイスをサポートするレスポンシ

ブ Web デザインの手法を理解します。

1.CSS基礎

・継承

・セレクタ

2. レイアウト

・レイアウト概要

・ナビゲーション

・レイアウトパターン

・レスポンシブ Web デザイン

3. 配色

・配色概要

・基本ルール

・配色パターン

1.0日 44,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=8858

02GGD027

Windows Server システム管理基礎 (前

編) ～Windows Server 2019/2016対

応～

このコースでは、Windows Serverを初めて管理する方を対象に、インストール、ユーザーとグループの管理、アクセス許可、バック

アップと復元など、日常的な運用管理作業に必要な概念やツールを紹介します。

講義では構成に必要な知識を身につけ、演習で実践していきます。

演習はシナリオ仕立ての演習となっており、実機を使用します。受講者は架空会社の支社の管理者として作業を行います。最初

の演習でWindows Serverをインストールするところから始め、演習を通じて、Windows Serverをファイルサーバーとして適切

に構成していきます。

1. サーバー管理概要

2. インストールと初期構成

3. ローカルユーザーとグループ

4. Active Directoryの概要

5. ドメインユーザーとグループの管理

6. NTFS

7. 共有フォルダー

8. バックアップと復元

3.0日 198,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=5457

03BAG021 【PDU対象】DXファーストステップ

～変革のためのポイントとテクノロジーを押さえ、DXの「はじめの一歩」を探る～

「わが社もDXを推進しよう！」「うちもそろそろDXに本腰を入れなくては」と言葉が企業内で飛び交うようになりました。経営層や上

司などから「DX推進担当になってほしい」と言われ、どこから手を付けたらよいのだろう？と戸惑っている方も多いことでしょう。

2020年Covid-19蔓延により、ビジネスのあり方、仕事の進め方、働き方など、急激な変化を求められることとなり、DXへの動き

もますます加速することが予想されます。

この「DXファーストステップ」では、DXを「先進技術を利活用した変革により、企業や組織の優位性を確立すること」と定義し、DX

の基礎的な知識と考え方を学びます。また、ワークを通じて、ご自分が所属する組織におけるDX推進のあり方のヒントを得ていた

だくことを目指します。技術的な側面も概観しますし、組織を動かしていくために検討すべき事項もポイントを押さえることができま

す。

0.5日 66,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=8782

03BAG022 いまさら聞けない！ DX時代のITトレンド

新規ビジネス創出や業務改革を推進していかなければならないデジタルビジネス時代において、 AIやIoTなどのITトレンド技術を

活用することは必須です。あらゆるビジネスパーソンにとって、 ITトレンド技術や概要を網羅的に理解することが求められています。

本コースでは、デジタルビジネス時代に活動する全てのビジネスパーソンに必要なITトレンド技術について、事例を紹介しながら、各

技術の位置づけ・つながりを学習します。

1.デジタル社会

2.IT技術トレンド

1.0日 24,640円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=9081

02GFR023 ［e-L］ビジネスにおけるデータ利活用の基礎

話題となっている「データ分析」や「ビッグデータ」。実際に、データを使って成果を得るには、データを活かすためのポイントを把握し、

日常的にデータを利活用する必要があります。

このコースでは、ビジネスでデータを利活用するために必要なスキル、考えるべきポイントやデータ分析プロジェクトの流れを学びま

す。また、データ分析の具体例を業界や機能別に整理した「事例集」を見ることで、データ活用のヒントが得られます。

1.データサイエンティストになるには

2.ビッグデータって何がすごいの？

3.ビジネスにおけるデータ利活用で価値を生み出すには？

4.データ分析ってどうやってすすめるの？

5.事例集

60.0日 19,800円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1563

02GFR024
［e-L］デジタルトランスフォーメーション

（DX）の基礎

「デジタルトランスフォーメーション」は、単に情報化の流れの一つではなく、売上拡大や新たなビジネスを創出し、既存ビジネスを侵

食する「破壊的なイノベーション」とも言われています。

このコースでは、デジタルトランスフォーメーションがもたらす変化とは何か、これまでのIT活用や働き方改革との違いを踏まえつつ、

DXの具体的な事例も見ながら、その意味と必要性を理解をしていきます。

また、DXにむけたアイデア出しや進める上でのポイントについても学びます。

1.デジタルトランスフォーメーションを知る

2.DXって具体的に何をすればいいの？

3.DXをどうやってはじめるか？

60.0日 11,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1564

02GFR025 ［e-L］デジタルリテラシー講座（全コース）

本コースでは、デジタル技術活用の各分野の初心者から中級者以上へとなるべく、全体像と各論、知識と技能をバランス良く学び

ます。

また、「日本をカエルキーワード」を利用し、短時間で最新キーワードも学びます。

1.IoTとデータ利活用の全体像

2.データ収集技術とウェアラブルデバイス

3.位置情報の活用とxR

4.現実世界へのフィードバックとロボット

5.データ蓄積用サーバとしてのクラウド

6.クラウドのサービスモデル・実装モデル

7.APIによるデータ収集と利活用

8.クラウドの利用意識とセキュリティ

9.個人情報の保護と匿名データの利活用

10.多様化が進展するクラウドサービス

11.ビッグデータの活用と分析に至るプロセス

12.データのクレンジングと可視化

13.基本統計量・クロス集計表の作成

14.相関と回帰分析（最小二乗法）

15.プログラミングによるビッグデータの分析（R）

30.0日 46,200円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1565

02GFR026
［e-L］デジタルリテラシー講座 （初級/ユー

ザーパック）

「デジタルリテラシー講座」の中でも、中難易度（★～★★★）までの内容でかつ事例が多いコースを抜粋した、ユーザー企業の

デジタルリテラシー向上や初級者向けのパッケージを、約１日で学びます。

また、「日本をカエルキーワード」を利用して、短時間で最新キーワードも学びます。

1.IoTとデータ利活用の全体像

2.データ収集技術とウェアラブルデバイス

3.位置情報の活用とxR

4.現実世界へのフィードバックとロボット

5.APIによるデータ収集と利活用

6.分野別のICT・データの利活用事例

7.ウェブ・メール・SNSの活用

8.ビジネスを効率化するソフトウェア（RPA・BIツール）

30.0日 22,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1566

【e-ラーニング】
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02GFR028 ［e-L］DX Study eラーニング

IT技術トレンド（IT技術知識）編とビジネストレンド（ビジネス知識）編の 両分野から厳選した必須用語の理解度を向上さ

せるための初めての「eラーニング」教材です。

■「DX Study」 の知識項目

【IT技術トレンド(IT技術知識)編】

ロボット技術 （自動運転・ドローン等）

AI(人工知能)とソフトウェア

IoT(モノのインターネット)

ビックデータとデータサイエンス

クラウドコンピューティングと開発

サイバーセキュリティとネットワーク

【ビジネストレンド(ビジネス知識)編】

次世代ビジネストレンド

戦略・理論(思想としてのIT)

業務(仕組みとしてのIT)

商品(商品としてのIT)

サービス(サービスとしてのIT)

IT機器(道具としてのIT)

90.0日 10,780円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1568

02GFR030
［e-L］デジタルトランスフォーメーション( DX

）企画 提案の進め方

「デジタルトランスフォーメーション 」は、これまでの IT プロジェクトと同じ意識ですすめるとうまくいきません。例えば、明確な要件が

お客様から出てくることもないですし、いわゆるウォーターフォール型のプロジェクトマネジメント手法も適用されません。

このコースでは、デジタルトランスフォーメーション案件を実際にすすめるための、①アイデア創出・企画立案の考え方やスタンス、②

デジタルトランスフォーメーション案件におけるプロジェクトの進め方、③ IT サービス事業者が DX 案件をどのように提案して稼いで

いくか、という観点を説明していきます。

1.DX企画立案の考え方

2.DX案件の進め方

3.DX案件での提案方法と稼ぎ方

60.0日 11,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1570

02GFR031 ［e-L］はじめて学ぶ5G の基礎

日本では 2020 年春に商用スタートし、これから数年かけて様々な活用方法が開発される「 5G 」。この通信技術の進化によっ

て、サービス開発がどのように広がりえるのかを学びます。

5G に関して「基本的特徴」「ビジネスチャンス」「技術的なしくみ」を学び、 5G の「全体像をつかむ」ことを目指します。

基本的特徴

　1.5G とは

2.特徴と価値

ビジネスチャンス

3.通信に関するビジネスチャンス

4.5G活用に関するビジネスチャンス

技術的なしくみ

5.高周波数帯を利用するということ

6.5Gに用いられる先端 技術

60.0日 5,500円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=1571

02GFR033 ［e-L］DX Study Biz eラーニング

先端技術を活用したDXビジネストレンドに対応した知識項目から、構成されるビジネスモデルやビジネス事例などを学習します。

DX基礎領域とDXビジネスモデル、DXビジネス事例の分野から厳選した必須用語の理解度を向上させるための「eラーニング」教

材です。

■「DX Study Biz」の知識項目

【DX基礎領域】

DXの基本

デジタル技術

データと分析

マーケティング

【DXビジネスモデル】

消費者の状況とビジネス環境

戦略モデル

オペレーションモデル

収益モデル

【DXビジネス事例】

ビジネスモデル事例（デジタル集客系）

ビジネスモデル事例（デジタル商材系）

ビジネスモデル事例（リアル＋デジタル融合）

ビジネスモデル事例（リアル）

90.0日 10,780円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=9088

02GFR034 ［e-L］GAIT e-Learning

GAIT2.0(ゲイト) 及びe-GAIT2.0(イーゲイト)に対応したGAIT e-Learningです。確認テスト機能や実際に手を動かす演習

課題により習熟度が向上します。

1.インフラストラクチャ（ハードウェア系）

2.OS＆ミドルウェア（ソフトウェア系）

3.アプリケーション

4.クラウド

5.セキュリティ

6.DX技術

7.DX利活用

30.0日 35,750円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=9920

02GFR035

［e-L］最新ITトレンド丸わかり 2023年版

～DXの本質を理解し、デジタル・リテラシーを

身につける～

ITの世界で「今、何が起こっているのか、これからどうなっていくのか」を知り、ビジネスを生き抜くためのデジタル・トランスフォーメーショ

ンの本質を正しく理解するポイントを学習します。また、今後、自分のビジネスにどう活用していくかのヒントを得ていただくことを目指

します。

人気シリーズの2023年版として、ネットコマース株式会社 斎藤昌義氏 に熱く語っていただきました。昨今話題のキーワードも掘り

下げてご紹介します。

第1部 最新のITトレンドを理解するための基本とデジタル・トランスフォーメーション

1. 最新ITトレンドを理解するために知っておきたい基礎知識

2. ビジネスの前提を再定義するデジタル・トランスフォーメーション

3. DXの実践

第2部 最新のトレンドと知っておきたいテクノロジー

1. クラウドを理解するために知っておきたい基礎知識

2. クラウドの役割とコンピューティングの新しい常識

3. デジタル時代の危機に対処するためのサイバー・セキュリティ

4. DX時代のビジネスの基盤となるIoT/モノのインターネット

5. デジタル時代のデータ連携基盤となる5G (次世代移動体通信システム)

6. 人に寄り添うITを実現するAI/人工知能

7. 圧倒的なビジネス・スピードに対処するための開発と運用

8. 今注目しておきたいテクノロジー : ブロックチェーン

9. 今注目しておきたいテクノロジー : Web3

10. 今注目しておきたいテクノロジー : メタバース

30.0日 13,200円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=11356

02GFR036 ［e-L］システム開発基礎（eトレーニング）

1．システムとは何か

・システムの概要

・ビジネスシステムと情報システム

・システムライフサイクル

・システム開発プロジェクト

・この章のまとめ

2．システム開発の工程

・開発工程の概要

・要件定義の概要

・外部設計の概要

・内部設計の概要

・プログラミングの概要

・テスト・移行の概要

・運用・保守の概要

・この章のまとめ

90.0日 22,000円 https://www.toshiba-hrd.co.jp/training/ex_tr_details/?parent_training_id=13244

人材開発事業部 芝大門塾
〒230-0051 神奈川県横浜市鶴見区鶴見中央4-36-5 （鶴見東芝ビル）

MAIL：shiba-jimukyoku@ml.toshiba.co.jp

https://www.toshiba-hrd.co.jp/
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